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例　　言
１．本報は､ 鎌倉市小町二丁目11番２における個人住宅建設に伴う埋蔵文化財の緊急調査発掘調査報告

である｡

２．発掘調査は､ 国庫補助事業として鎌倉市教育委員会が実施した｡

	 調査期間は平成17年7月12日～同年8月31日にかけて実施され､ 調査対象面積は

	 44㎡である｡ 出土遺物に関しては鎌倉市教育委員会がこれを保管している｡

３．調査団編成は以下のとおりである｡

	 調査の主体	 鎌倉市教育委員会

	 調査担当	 森孝子

	 調査員	 渡辺美佐子　下江秀信

	 調査協力者	 倉沢六郎　田島道夫　秋田公佑（以上、社団法人鎌倉市シルバー人材センター）

４．本書の遺構･遺物の縮尺は次の通りである｡

	 遺構図　1 ／ 80・1 ／ 40（遺構図の水糸高は海抜高を示す｡）

	 遺物実測図　1 ／ 3・1 ／ 6・１／１・１／ 1(銭)

５．遺物実測図には次の記号が使用されている｡

	 釉の限界線−・−・−・−　使用痕の範囲　←―――→

	 調整の変化点	―	―　―　加工痕の範囲←　―　―　−　→

６．本書の執筆は第４章の古代以前の出土遺物を赤堀、他は森が行なった。

７．本書の図版作成及び写真撮影、図版作成は次の者が分担した｡

	 遺構図版	 森孝子　吉田桂子

	 遺物図版	 岩崎卓治　松原康子　赤堀祐子　森孝子　　根本志保　平山千絵　

	 	 平井里永子　石元道子

	 遺構写真	 森孝子

	 遺物写真	 赤堀祐子　　

	 写真図版	 赤堀祐子

８．現地調査及び資料整理においては、以下の方々からご助言、ご協力を賜った。お名前を記して感謝の

意を表したい。（敬称略・順不同）

	 福田誠　馬淵和雄　原廣志　汐見一夫　　松尾宣方　沖元道
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第一章　調査の経緯

本調査地点は鎌倉市小町二丁目11番2に所在する。本地点は神奈川県遺跡台帳NO.242に掲載されてい

る若宮大路周辺遺跡群内に含まれる。当地点における鋼管杭の設置による基礎工事を内容とする個人住宅

建設工事計画に関する申請がなされた。過去における近辺の発掘事例から、この工事計画が埋蔵文化財に

影響を与えると判断した鎌倉市教育委員会は本調査が必要であると決定した。以後、鎌倉市教育委員会と

事業者との協議、事業者の文化財保護法第57条の２の届出と続き、施工者と発掘調査主体者との協議を

へて本調査を実施するに至った。当地点の発掘調査は平成17年7月11日の表土掘削後、本調査は同年7

月12日～ 8月31日まで実施された。調査面積は44㎡である。

第二章　遺跡の位置と歴史的環境

本調査地点は鎌倉市小町二丁目11番2地点に所在する。JR鎌倉駅東口より北方向125ｍ、現在、小町

通りといわれている商店街の一角が調査地点である。本遺跡地は名称の示すとおり若宮大路の周辺遺跡群

である。本遺跡地の名称ともなっている若宮大路は鶴岡八幡宮の参道である。鎌倉時代は神聖域とされ、

そこに隣接出来たのは鎌倉幕府の中枢部に位置する機関、及び有力者であった。伝承では若宮大路の東側、

鶴岡八幡宮に南接して①「北条小町邸」、若宮大路を挟んでその向い西側には②「北条時房・顕時邸」があ

ったとされる。また、鶴岡八幡宮東側に、政所、前述の小町邸南側（小町邸内）に大倉から御所が移り③

「宇津宮辻子幕府」のち④「若宮大路幕府」が存在したといわれている。本遺跡地はその①～④地点を除い

た東西約550ｍ、南北1000ｍ余りが範囲となっている。本遺跡内では過去に多くの発掘調査が実施され

古代から近世期までの様相が解明されつつある。下記に示したのは今回の調査地付近の29地点の調査成

果である。2地点、4地点、19地点、22地点、24地点では扇川の旧河道を検出している。河川覆土には

近世期の肥前の陶磁器が多く含まれており近世期までには存在した河道であることが確認されている。本

遺跡地の遺構群は概ね遺跡地の中央を南北に貫通する若宮大路に軸を合わせて検出される傾向にあるが、

11地点は遺跡の北側を流れている扇川に規制された軸線であるとの調査結果が得られている。検出され

た道路、及び溝等はおおよそ13世紀の中頃の様相であり、整然とした地割の様相が7地点、9地点、25

地点、27地点に見られる。また、今回示した29地点は御家人の屋敷地の主体部分ではなく、その一角に

供与された被官、下人クラスの居住区であったことが確認されている。

7地点、10地点、16地点、17地点からは古代の遺構か検出されており、出土遺物から遺跡地南西方向

400ｍに発見された郡衙と平行する時期に存在したと判断されている。
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図１　本調査地点と周辺遺跡
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NO 調査地点 報告書名 開発原因 調査期間 調査面積 　

1

本調査地点 森孝子「若宮大

路周辺遺跡群」

『鎌倉市埋蔵文

化財緊急調査報

告書28』　鎌倉

市教育委員会平

成23年

個人住宅 平 成17

年 7 月

12	 日～

8 月 3 1

日

44㎡

　

2

小町１丁目67

番地２地点

福田誠『若宮大

路周辺遺跡群』

若宮大路周辺遺

跡群発掘調査団

1994年

（仮称）

小町ビル

昭 和62

年 3 月

23 ～ 5

月2日

約335㎡

５地点の南北方向の旧河道（旧扇川）の

南側を確認17世紀前半に存在したこと

確認。13世紀前半の遺構群を検出。

3

小町１丁目７5

番地１号地点

河野眞知郎・斎

木 秀 雄「 小 町

１丁目75番地

1号地点（カト

レアビル用地

内）」『鎌倉考古

学研究所調査研

究報告第１集』

鎌倉考古学研究

所　1982年

カトレア

ビル建設

昭 和54

年 9 月

20 ～ 22

日

　

井戸１基を検出。14世紀前半期に比定

される平均人の屋敷の一角を検出

4

小町丁目75番

地21号地点

河野眞知郎・斎

木 秀 雄「 小 町

１丁目75番地

1号地点（今川

酒店用地内）」

『鎌倉考古学研

究所調査研究報

告第１集』鎌倉

考古学研究所　

1983年

今川酒店

新店舗

昭 和54

年 4 月

14 日、

27日

トレンチ

南北方向の旧河道（旧扇川）の確認

5

小町一丁目81

番8地点　

木村美代治・森

孝子『若宮大路

周辺遺跡群発掘

調査報告書』

若宮大路周辺遺

跡発掘調査団　

1995年

大和証券

鎌倉支店

改築

平成3年

2 月 1 4

日～ 3月

12 日、

7 月 2 5

日～ 8月

30日

320㎡

褐色砂層の地山で検出された。13世紀

中頃～１４世紀前葉の遺構群で、若宮大

路を軸とした地割であると推定。
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6

小町一丁目81

番18地点　

高野昌巳「若宮

大路周辺遺跡

群」　『鎌倉市埋

蔵文化財緊急調

査報告書16』　

鎌倉市教育委員

会平成12年

店舗併用

住宅

平 成10

年 5 月

11日 ～

28日 48㎡

13世紀前半～ 14世紀前葉の様相を地山

面で検出。若宮大路に平行する溝を確認

7

小 町 一 丁 目

103番７

小川裕久他『蔵

屋敷遺跡』鎌倉

駅舎改築にかか

る遺跡調査会　

1984年

駅舎新築

工事

昭 和57

年８月2

日 ～ 12

月7日
650.５㎡

奈良～平安時代の溝状遺構群、中世期で

は13世紀前半から15世紀遺構群が検出

され、鎌倉時代は御家人クラスの邸宅で

はなかったかと推察し、また、建物群と

直交関係をもち、若宮大路と平行する

13世紀代の溝が検出されており、13世

紀代には若宮大路を主軸とする地割が整

っていたと推定している。

8

御 成 町822番

２

手塚直樹他「蔵

屋敷東遺跡」

江ノ電鎌倉ビル

発 掘 調 査 団　

1983年

鎌倉江ノ

電ビル改

築工事

昭 和56

年 9 月

26日 ～

12 月 28

日

　

溝、建物址、井戸、土坑等13世紀～ 14

世紀前半に渡る3面の遺構群が検出され

た。

9

小 町1丁 目

106番1他 地

点（第一次）

　・小町11丁

目 116 番 4 他

地点（第2次）

手塚直樹『若宮

大路周辺遺跡

群』若宮大路周

辺遺跡群発掘調

査団　１９９９

年

ビル建設

駐輪場

昭 和62

年 2 月

20日 ～

7 月 3 0

日　平成

元 年11

月6日～

平成２年

2月5日

１次900

㎡ ２ 次

400㎡

１次調査：中世１面で中世最古の１４世

紀中頃の石組井戸を検出. ２面は大型建

物の検出、多量の中国陶磁器、或いは職

人の道具が出土しており武家屋敷或いは

その屋敷内の手工業者の居住区であった

可能性を指摘。１３世第２～３四半期。

３面は武家屋敷の一角を検出。12世紀

第４四半期～ 13世紀第１四半期。2次

調査：鎌倉で発見された最大幅6ｍの道

路が検出された。１次調査、或いは秋月

医院の調査成果から、道路の東側は武家

屋敷、西側は武家と商人の混在地になる

だろうと想定している。遺跡の年代は

１２世紀第４四半期～１５世紀第１四半

期。

10

小 町 一 丁 目

116番地点

馬淵和雄「若宮

大路周辺遺跡

群」『鎌倉市埋蔵

文化財緊急調査

報告書２』鎌倉

市教育委員会　

昭和61年

事務所併

用住宅

昭 和60

年 5 月

13日 ～

7月1日 230㎡

中世：掘立柱建物４棟を含む柱穴250口、

溝2条　井戸３基　土坑２４基、１３世

紀～１４世紀前半。　古代：住居址4棟

を検出。８世紀前半～１０世紀中葉。
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11

小 町1丁 目

117−3外 筆

地点

宮田眞他『若宮

大路周辺遺跡

群』　鎌倉遺跡

調査会報告書第

48集有限会社

鎌倉遺跡調査会

　2006年

集 合 住

宅・診療

所のビル

新築

平 成17

年 9 月

20日 ～

11 月 30

日

140㎡

1面覆土に東西3.4ｍ以上、南北16ｍ以

上の大規模なかわらけ溜りが検出され

た。4時期の13世紀代の中世遺構面が検

出され、北側を流れる扇川の影響を受け

た軸方向であり、また、それ以降の生活

面は近世以降に削平されたと推定。

12

小 町 一 丁 目

120番1地点

手塚直樹『小町

一 丁 目120番

ー 1地点遺跡ー

風門社ビル建設

に伴う発掘調査

報告書』風門社

ビル発掘調査団

1989年

風門社ビ

ル建設

1986 年

７ 月24

日～ 8月

31日
約72㎡

旧扇ガ谷川とその川筋道路と想定される

遺構を検出。13世紀初頭～ 13世紀後半

13

小町二丁目4

番1地点

菊 川 英 政『 若

宮大路周辺遺

跡群』　株式会

社 斉 藤 建 設　

2006年

店舗新築

工事

平 成17

年 11 月

28日 ～

平 成18

年 1 月

25日

145㎡

13世紀代の3時期の生活面が検出されて

おり、若宮大路に沿った地割をもつ屋敷

跡が確認された。遺跡地内は主屋ではな

く付属的な建物域であった様相を示して

いる。

14

小町２丁目5

番8地点

福田誠「若宮大

路周辺遺跡群」

　『鎌倉市埋蔵

文化財緊急調査

報告書1 ５』　

鎌倉市教育委員

会平成11年

店舗併用

住宅

平成9年

4 月 2 8

日～ 7月

15日
149 .36

㎡

12世紀末～ 13世紀前半（鎌倉時代初期）

は水田地帯で、以後、13世紀中頃には

方形竪穴建物が廃絶された痕跡を確認

し、最初の文化面が発見された。この時

期を含めて13世紀中頃～ 14世紀前葉の

4面の生活面が検出される。鎌倉での方

形竪穴建物の事例の初見である。3面期

以降は若宮大路を機軸とした土地利用の

様相を検出。

15

小町２丁目5

番8地点（事業

者負担分）　

福田誠『若宮大

路周辺遺跡群発

掘調査報告書』

若宮大路周辺遺

跡発掘調査団

1998年

店舗併用

住宅

平成9年

4 月 2 8

日～ 7月

15日

149 .36

㎡

14地点における中世第4面の検出遺構と

出土遺物を掲載。土坑3基、方形竪穴1軒、

柱穴列２
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16

小町２丁目5

番23外地点

福田誠「若宮大

路周辺遺跡群」

　『鎌倉市埋蔵

文化財緊急調査

報告書６』　鎌

倉市教育委員会

　平成２年

店舗併用

住宅

平成元年

4 月 2 1

日～ 6月

20日 77㎡

古代のV字型南北溝を検出。中世は４面

の生活面が検出され13世紀前半～ 14世

紀に比定。武家屋敷の一角の被官、下人

クラスの居住区であろうと推定。

17

小町２丁目12

番15地点

菊川英政「若宮

大路周辺遺跡

群」　若宮大路

周辺遺跡群発掘

調 査 団　1998

年平成２年　　

　　　　　　　

菊川英政「若宮

大路周辺遺跡

群」『鎌倉市埋蔵

文化財緊急調査

報 告 書8』　 鎌

倉市教育委員会

平成4年　

店舗併用

住宅工事

平成2年

1 1 月 2

日～平成

3 年 3 月

30日

150㎡

13世紀前葉から14世紀前葉の中世3面

の生活面が検出され、武家屋敷の一角を、

与えられた被官或いは所従、下人クラス

の居住域であると推定。また、9世紀第

１四半期の井戸と付随する竪穴遺構を検

出。

18

小町２丁目12

番18地点

馬淵和雄「若宮

大路周辺遺跡

群」　『鎌倉市埋

蔵文化財緊急調

査報告書５』　

鎌倉市教育委員

会平成元年

自己用店

舗

昭 和62

年 5 月

22日 ～

7 月 1 0

日

130㎡

13世紀前葉から14世紀中葉の中世3面

の生活面が検出された。小町二丁目12

番15地点に南接しており、中世期は同

様の様相。古代の遺構の検出はない。

19

小 町 二 丁 目

２８番3・5地

点　

原廣志「若宮大

路周辺遺跡群」

　『鎌倉市埋蔵

文化財緊急調査

報告書14』　鎌

倉市教育委員会

平成10年

個人住宅 平成8年

2 月 1 4

日～ 3月

12 日、

7 月 2 5

日～ 8月

31日

トレンチ 鎌倉後期～南北朝時代　旧扇川河道検出

20

小町二丁目39

番6地点　

原廣志「若宮大

路周辺遺跡群」

　『鎌倉市埋蔵

文化財緊急調査

報 告 書5』　 鎌

倉市教育委員会

　平成元年

個人住宅 昭 和62

年 11 月

16日 ～

昭 和63

年 2 月

20日

130㎡ 13世紀末～ 14世紀中頃の2面の生活面

が検出され、若宮大路を主軸とした遺構

の展開を検出。
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21

小町二丁目48

番10外

原廣志「若宮大

路周辺遺跡群」

『鎌倉市埋蔵文

化財緊急調査報

告書25(第１分

冊）』鎌倉市教

育委員会平成

21年

自己用店

舗併用住

宅

平 成15

年 8 月

21日 ～

10 月 23

日
81.66㎡

中世期の１３世紀前半～ 14世紀前半を

主体とした4面の生活面を検出。遺跡地

が若宮大路に隣接していたこともあり、

遺跡の存続中有力者の武家屋敷の一角で

あり様相は空閑地裏手の状況を検出。

22

小町二丁目63

番3地点

斎木秀雄「若宮

大路周辺遺跡

群」『鎌倉市埋蔵

文化財緊急調査

報告書9(第3分

冊）』鎌倉市教

育委員会　平成

5年

店舗併用

住宅

平成4年

４月１日

～ ５ 月

23日
60㎡

近世旧扇谷川の河道検出。中世は12世

紀末～ 14世紀前半の遺構群で2期に区

分。後期(13世紀第4四半期～ 14世紀

前半)は方形竪穴、前期(12世紀末～ 13

世紀前半)は溝、柱穴等。中世以前は遺

物のみ出土。

23

小町2	丁目65

番地21号地点

河野眞知郎・斎

木秀雄「小町2

丁目65番地21

号地点（松秀ビ

ル用地内）」『鎌

倉考古学研究所

調査研究報告第

１集』鎌倉考古

学研究所　198

２年

松秀ビル

建設

昭 和54

年 12 月

16 ～ 18

日　昭和

５５年２

月 15 日

～１８日

　 ３ 月

10 ～ 13

日

７箇所の

トレンチ

調査

13世紀中頃～ 14世紀代の御家人層の屋

敷裏の様相

24

小町二丁目69

番6外地点　

田代郁夫「若宮

大路周辺遺跡

群」　『鎌倉市埋

蔵文化財緊急調

査報告書７』　

鎌倉市教育委員

会平成３年

事務所併

用住宅

平成元年

7 月 2 4

日 ～ 31

日 120㎡

扇川旧河道（近世期）

25

小 町 二 丁 目

283番 の1部

地点　

滝沢晶子「若宮

大路周辺遺跡

群」　『鎌倉市埋

蔵文化財緊急調

査報告書23（第

一冊分）』　鎌倉

市教育委員会　

平成19年

個人住宅 平 成15

年 4 月

14日 ～

6 月 1 1

日

150 .16

㎡

律令期以降と推定される東西方向の河川

を検出。中世期は13世紀前半の若宮大

路を軸とした地割、及びそれに伴う遺構

群を検出。
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26

扇ガ谷一丁目

74番8外地点

　

菊川英政「若宮

大路周辺遺跡

群」　『鎌倉市埋

蔵文化財緊急調

査報告書６』　

鎌倉市教育委員

会　平成２年

個人住宅 昭 和63

年 11 月

4 日 ～

12 月 10

日

70㎡

14世紀中頃～ 15世紀初頭の生活面で、

基壇状遺構とその南側の鎌倉石切石を敷

いた東西通路を検出。基壇は小規模な堂

の基礎と推定、また、通路は今小路へ通

じることを確認。

27

扇ガ谷一丁目

74番9外地点

　

菊川英政「若宮

大路周辺遺跡

群」　『鎌倉市埋

蔵文化財緊急調

査報告書10（2

分冊）』　鎌倉市

教育委員会　平

成３年

個人住宅 平成５年

2 月 8 日

～ 3月3

日
100㎡

13世紀末から15世紀初頭にわたる４時

期の遺構群を検出。1面(14世紀後葉か

ら15世紀初頭）に検出された東西道路

は今小路西遺跡、千葉地遺跡と同軸、等

間隔であり地割の手がかりとなりそうで

あるが、時期差の問題点を残す。また、

74番８外地点の基壇状遺構の残存部分

が検出されている。　

28

雪ノ下一丁目

198番6地点

小林重子「若宮

大路周辺遺跡

群」　『鎌倉市埋

蔵文化財緊急調

査報告書16（第

１分冊）』　鎌倉

市教育委員会　

平成12年

個人住宅 平 成10

年 6 月 8

日～ 9月

14日

120㎡ 13世紀中葉～ 14世紀中葉に比定される

7面の生活面を検出。東西溝が時代が下

るのに並行し南方向に移動し、地割の変

化の様子を確認。

29

雪ノ下一丁目

200	 番3ほ か	

地点

宗臺秀明「若宮

大路周辺遺跡

群」　『鎌倉市埋

蔵文化財緊急調

査報告書19』　

鎌倉市教育委員

会　平成15年

個人住宅 平 成13

年 2 月

19日 ～

4 月 2 7

日

80㎡ 13世紀後半から14世紀代の6時期の遺

構群を確認。3面から5面は13世紀後半

～ 14世紀前葉に比定され、南北道路と

側溝、またその南北道路に交差する東西

方向の路地と側溝を検出し、路地の側溝

の排水が若宮大路側溝ではなく旧扇ガ谷

川に流下していたことが判明。

30

雪ノ下一丁目

210番地点他

　

馬淵和雄「若宮

大路周辺遺跡

群」　『鎌倉市埋

蔵文化財緊急調

査報告書６』　

鎌倉市教育委員

会　平成２

集合住宅

建設に伴

う個人住

宅部分

昭 和63

年 10 月

１日～平

成元年1

月16日

443	㎡ 13世紀後半～ 14世紀前半期に比定され

る2時期の遺構群が検出され、武家屋敷

の主屋域～庶民の住宅＋作業場に変化し

た様相であると推察。
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第三章　調査経過
第１節　調査の経過

本調査は平成17年7月11日に表土部分50cmをはぎ取り、翌12日から調査員2名、作業員3名の5人

体制で実施された。調査面積は44㎡である。調査は廃土を場内処理することが決められていたため、置

き場を確保するため調査区を２分して半分づつ調査を実施することとし、西側をⅠ区、東側をⅡ区としⅠ

区から調査を開始した。中世の遺構面は４面検出され、検出遺構は溝状遺構４、溝2条、井戸2基、土坑

25基、方形竪穴建物１、掘立柱建物8軒、柱穴61口で、出土遺物は整理箱13箱である。

以下、作業経過は下記のとおりである。

2005年	7月	11日	 重機による表土掘削。

	 7月	12日	 Ⅰ区１面の調査開始。

	 7月	13日	 溝状遺構１、土坑1,2掘り上げ。

	 7月	14日	 １面全景撮影、及び平面図作成。2面へ掘り下げ開始。

	 7月	15日	 ２面、井戸１、土坑３、ピット群検出。

	 7月	20日	 ２面の全景撮影、及び平面図作成。

	 7月	21日	 ３面への掘り下げ開始。土坑4、5、柱穴群の検出。

	 7月	25日	 井戸2（土坑６）、溝１，２検出

	 7月	27日	 3面全景撮影、及び平面図作成。

	 7月	28日	 4面へ掘り下げ開始。土坑７、ピット群検出。

	 7月	29日	 4面全景撮影、平面図作成。

	 8月	 １日	 南壁、西壁土層測量。Ⅰ区終了。

	 8月	 2日	 テント移動。鎌倉市3級基準点移動。

	 8月	 ５日	 Ⅰ区埋め戻し。

	 8月	 6日	 Ⅱ区表土掘削。

	 8月	 8日	 Ⅱ区1面調査開始。

	 8月	 9日	 1面土坑8、9、ピット群検出。

	 8月	11日	 ２面へ掘り下げ開始。

	 8月	15日	 土坑10,11、柱穴群検出。

	 8月	16日	 土坑12 ～ 14検出。

	 8月	17日	 ２面全景撮影、平面図作成。

	 8月	18日	 3面へ掘り下げ開始。調査開始。方形竪穴建物１、土坑15 ～ 17検出。

	 8月	22日	 土坑18 ～ 23、ピット群検出。

	 8月	24日	 3面全景撮影、平面図作成。

	 8月	26日	 4面へ掘り下げ開始。

	 8月	29日	 土坑24,25、ピット群検出。

	 8月	30日	 井戸２検出。

	 8月	31日	 4面全景撮影、平面図作成。北壁、南壁土層図作成。4級基準点の移動。調査終了。

	 	 	 器材撤収。
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第２節　調査区配置図　グリッド設定図　世界測地系による座標表示
　　　　（図２・３）

測量のためのグリッドは調査区に平行に任意の2点をきめ、それを基準として、東西方向をｘ軸とし、

西から東にｘ０、ｘ１、ｘ２．・・・・と増え、南北方向をＹ軸とし、北から南にｙ０，ｙ１、ｙ２・・・

と増え北西角をぉｘ０、ｙ０とし測量の基準点とした。また、ｘ軸は磁北より東に40°東に傾く。

　また、旧世界測地系座標Ｘ−75680．000、Ｙ−25340．870を用いて国土座標と合成した。

図２　遺跡位置図

x-75320,000

0 25ｍ

y-25640,000

本調査地点
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第３節　基本層序（図４）

図３　グリッド配置と国土座標

x0 x2

y2

y4

y6

0 4m

x4 x6

x-75323,320
y-25636,768

x8 x10

x 7.068
y 5.771｛

x-75323,320
y-25634,286

x 8.972
y 4.132

x-75323,233
y-25633,417

N-40°-E

x-  75338,146
y- -25633,417

x 8.902
y 2.740｛

x 6.229
y 0.353

図４　基本層序

6.7
　M

0
基本層序
 0層 表土層
 Ⅰ層 中世遺物包含層
 Ⅱ層 土丹地形層（1面構成土）
 Ⅲ層 茶褐色粘質土層（1面構成土）
  土丹粒子混入。しまる。
 Ⅳ層 茶褐色粘質土層（2面構成土）
  土丹粒子を多く混入。しまる。
 Ⅴ層 茶褐色粘質土層（3面構成土）
  土丹粒子・炭化物を多く混入。しまる。
 Ⅵ層 黒褐色粘質土（4面・地山）

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅴ
Ⅵ

6.2
　M
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第四章　検出遺構と出土遺物
第１節　中世第 1面（図５）

1面は海抜6.79 ～ 6.83m前後で検出された。調査区はほぼ平坦である。40cmの客土、及び10cmの堆

積が遺存した中世遺物包含層の直下、現地表から50cm下で中世第1面が検出された。土丹による強固な

版築がなされた地形面である。検出遺構は溝状遺構1条、土坑3基、方形土坑2基、柱穴16口である。

溝状遺構は遺存部分がわずかであり、また、性格を特定出来る出土遺物もなく、役割等は不明といわねば

ならない。柱穴群、方形土坑は調査区東側に、土坑群は西側に集中するといた展開が示された。掘立柱建

物裏手にゴミ穴(土坑)を掘るといった様相が想定される。１面は生活空間としての色合いの濃い様相を

呈していた。以下、各遺構の詳細を述べる。

　

溝状遺構1(図6)
x1・y5グリッドに海抜6.79mで検出された南北方向の溝状の遺

構である。北側を土坑2に切られる。検出された掘り方規模は南北

95cm、幅は最大で36cm、深さは確認面より6.4cmを測る。断面は

逆台形で、真直ぐに走る様相である。中央に17×24×12.9cmの柱

穴様の落ち込みを有する。南北の軸方向はＮ-32°-Ｅである。覆土

図５　1面遺構配置図

x2 
y0

P1

P24 P25 P22
P21
P20

Pd

P18

P23

P17

0 4m

P16

Pe

Pf

Pc
Pa
P6

Pg

土2

溝状遺構1

方形土坑4

方形土坑2

撹
乱

撹
乱

撹
乱

土
1

T
・
P

T
・
P

土
9

y2

y4

y6

x4 x6 x8

図６　溝状遺構１

x2・y4

1面溝状遺構1
1 茶色粘土
 炭化物・かわらけ片・
 小石混入。しまりなし。
2 茶色粘土
 炭化物混入。しまりなし。 x2・y2

b

a

2

a’
a a’

b’
6.9M

6.9M

土
2

0 2m1
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図７　土坑1・2・9・方形土坑2・4

土坑1

x2・y4

6.8M

6.9M

6.9M

b b’

b b’

6.
9M

0 2m

x4・y4 x2・y4

x6・y0x6・y4

6.9M

6.8M

x8・y0

x8・y1

x6・y6

x2・y6

a

a
a’

a’

a a’

a a’

a

a’

a a’

a a’

a
1

2

a’

a
a’

a
a’

土坑2 土坑9 方形土坑2

方形土坑4

は茶色粘土で、炭化物・かわらけ片、小石を含みしまりがない。

出土遺物はかわらけ、白かわらけ、獣骨のそれぞれの小片である。

土坑１・2・9・方形土坑2・4(図7)
土坑1　

x2 ～ 3・Y4グリッドにおいて海抜6.73mで検出された。検出された掘り方規模は72×75cmで、平面

形はほぼ円形を呈する。深さは確認面より10.1cmを測る。覆土は暗褐色砂で炭化物を混入しまりはない。

出土遺物はかわらけ、常滑、獣骨である。

土坑2
x1・Y4グリッドにおいて海抜6.79mで検出された。検出された掘り方規模は90×68cmで平面形は隅

丸方形を呈する。深さは確認面より22.5cmを測る。出土遺物はかわらけ、常滑、磁器である。

土坑9　
x4 ～ 5・Y4 ～ 5グリッドにおいて海抜6.77mで検出された。当址の大半は撹乱を受ける。検出された

掘り方規模は165×46cmを測り、現状で半円形を呈する。深さは確認面より27.4cmである。覆土は茶

褐色粘質土でかわらけ片、炭化物を含みさほどしまらない。
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方形土坑2
x6 ～ 8・Y0グリッドにおいて海抜6.75mで検出された。当址の大半は調査区外北にある。検出された

掘り方規模は178×58cmで、平面形は方形になると想定される。深さは確認面より12.6cmを測る。覆

土は茶色砂質土で褐鉄分を多く含む。

方形土坑4
x7・Y1グリッドにおいて海抜6.76mで検出された。当址はＰ20に切られる。検出された掘り方規模

は80×47cmで、平面形は方形になると想定される。深さは確認面より6.7cmを測る。

柱穴群(図5)
調査区東側に展開しており重複関係はほとんどなく、また、底部の海抜レベルは6.65ｍ～ 6.66ｍでほ

ぼ一定であり、複数の同規模建物の柱穴群と想定される。また、柱穴間のスパンから鑑みると改築の痕跡

であることも考えられる。しかし、検出状況から構築物を復元することは出来なかった。1面で検出され

た柱穴群の寸法表は下表のとおりである。また、算用数字を付したものは出土遺物があったもの、アルフ

ァベットを付したものは出土遺物がなかったものである。

柱穴名 規模cm 深さ
cm

底部の
海抜m 平面形 備考 柱穴名 規模cm 深さ

cm
底部の
海抜ｍ 平面形 備考

Ｐ１ 37×33 12.0	 6.70 楕円形 　 Pa 40×45 22.3 6.51 　 北肩西肩は調査
区外

Ｐ16 32×30 23.5 6.51 円形 　 Pb 15×28 17.6 6.61 　 Paに切られる

Ｐ17 28×25 13 6.62 楕円形 　 Pc 50×21 9.9 6.66 　 大半は調査区外

Ｐ18 35×30 6 6.69 楕円形 　 Pd 29×29 3.4 6.74 円形 　

Ｐ20 40×34 13 6.62 楕円形 　 Pe 25×13 21 6.54 　 大半は調査区外

Ｐ21 29×28 10 6.67 円形 　 Pf 40×12 18.5 6.55 　 大半は調査区外

Ｐ22 45×40 11.3 6.67 楕円形 　

Ｐ23 62×48 6.7 6.62 隅丸方形 　

Ｐ24 38×40 22.8 6.49 隅丸方形 　

Ｐ25 34×40 29 6.46 隅丸方形 　

1面柱穴寸法表
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土坑1出土遺物(図8－1)
1はロクロ成形のかわらけの小皿である。胎土は極めて精良で焼成良好な薄手丸深タイプの器形である。

灯明皿である。

土坑2出土遺物(図8－2～ 4)
2 ～ 4はロクロ成形のかわらけで2は大皿、3は中皿、4は小皿で大中小とそろう。概ね胎土は粉質が

強く薄手、焼成は良好である。2、4は灯明皿である。

方形土坑2出土遺物(図8－5)
5はロクロ成形のかわらけの小皿である。体部中位に明瞭な稜線を有する。

表土層出土遺物(図9－1～ 9)
1～ 4はロクロ成形のかわらけである。1は大皿、2は中皿、3，4は小皿である。1の胎土は淡橙色を呈し、

大粒泥岩粒を含み粗く、成形は雑である。また、体部に穿孔を有する。２～ 4は器肉が薄く、焼成は概ね

良好である。２は白褐色を呈する非常に精緻な胎土である。3の小皿は器高の低い皿型、２、4は薄手丸

深の器形である。5は白磁口兀皿の口縁部の小片である。胎土は白色を呈し精緻である。透明釉で光沢は

良好である。6は常滑窯の片口鉢Ⅱ類の底部の小片である。胎土は褐灰色を呈し小石を多く含み粗い。内

面の磨滅は顕著である。外部底面は砂底である。7は研磨痕のある常滑の甕の体部の小片である。8は瓦

質の浅鉢型手焙りの口縁部の小片である。胎土は灰桃色を呈し白色粒子を含み粗い。内面体部に煤が濃く

付着する。外面は被災し器表が爆ぜる。9はかわらけの底部片を再利用した円盤である。

撹乱出土遺物(図9－10～ 1)
現代の層位、及びゴミ穴から出土した遺物を一括して掲載した。10 ～ 12はロクロ成形のかわらけの小

皿で、3点共に器高の低い皿状を呈する。10は淡橙色を呈し、泥岩粒子を混入する粗い胎土で器肉は厚い。

11、12は白褐色を呈する精良土である。12は厚手で直立気味に立ち上げた体部から口縁端部外反させる。

12は器肉が均質な薄手タイプである。13、14は瀬戸窯の製品である。13は灰釉卸皿の口縁部の小片である。

胎土は灰白色を呈し、黒色粒子を含み粗い。釉は刷毛塗りである。14は輪花型の入子である。胎土は灰

色を呈し、長石粒子を含む。内面に降灰がある。15は平瓦の側面部分の小片である。胎土は灰白色を呈し、

小石を多く含む。両面に離砂が多量に付着しており器表の叩き目、布目の圧痕等の様相は不明瞭である。

図８　土坑1・2・方形土坑２出土遺物

土坑1

方形土坑2

土坑2

5 0 10cm

2 3
4
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図９　表土層・撹乱層・試掘坑出土遺物
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試掘坑出土遺物(図9－16～ 24)
ここに掲載したのは確認調査時に出土した層位不明な遺物である。16、17はロクロ成形のかわらけの

小皿である。16の胎土は白褐色を呈し、泥岩粒を多く含む粉質な精良土である。厚手で口径、底径比の

小さいタイプである。7は橙色を呈し、赤色粒子を含む粗胎で薄手となる器形である。18は龍泉窯青磁

鎬蓮弁文碗Ⅲ類の底部である。胎土は灰白色を呈し、黒色粒子を多く含む。釉調は青緑色、光沢は良好で
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図10　１面出土遺物
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ある。器表は粗く貫入する。高台畳付きは露胎である。19は常滑窯の甕の底部である。胎土は灰色を呈し、

白色粒子、小石を多く含み粗い。内面に厚く降灰している。外面底部は露胎である。20は研磨痕のある

陶片で、常滑の甕の胴部の破片を再利用したものである。21は近世の銭、「文久永宝」、文字は板倉周防守

の書である。22～24は木製品である。22は7.1×4.0×1.1cmを測り、六角形を半分に割った形状である。

織具の手押木の可能性がある。23、24は箸である。

1面出土遺物(図10)
1～38はロクロ成形のかわらけである。1～12は大皿、13～22は中皿、23～38は小皿で３器種になる。

1 ～ 7、19 ～ 22、37、38の胎土は淡橙色を呈し、砂粒を若干含む精良土で、焼成が良好な薄手丸深の

器形である。8 ～ 18、23 ～ 36の胎土は白味の強い橙色を呈し、粉質である。大皿は器高がやや低く、

中皿は薄手丸深で、小皿は概ね器高が低く口径、底径比の小さい皿型である。39、40は龍泉窯の青磁鎬

蓮弁文碗Ⅲ類の口縁部の小片である。39の胎土は黄灰色を呈し、精良である。釉調は緑茶褐色、光沢は

良好である。器表に細かい貫入がある。40の胎土は灰色を呈し、釉調は緑青色、光沢は良好である。41

は常滑窯の片口鉢Ⅰ類5型式である。胎土は灰色を呈し、長石粒子を多く含む。内外面全体に降灰している。

42は常滑窯の甕６a型式である。胎土は灰褐色を呈し、白色粒子を含む。口縁部が縁帯になる形態で縁帯

幅は2cmを測る。43は常滑窯片口鉢Ⅱ類の底部である。胎土は灰色を呈し、白色粒子を含む。内面の磨

滅が顕著で、使い込まれた様相を呈する。44 ～ 48は研磨痕を有する破片である。47は常滑窯片口鉢Ⅰ

類の体部の破片、他は常滑窯の甕の体部片である。49は瓦質浅鉢型手焙りの口縁部の小片である。胎土

は灰桃色を呈し、白色粒子を多く含む。口縁下に直径1cmの貫通孔がある。50は白かわらけの底部である。

胎土は灰白色を呈し、白色粒子を含み精良である。糸切り成形である。51、52はかわらけの底部を転用

した円盤である。53、54は北宋銭、熈寧元寳、元祐通寳である。出土遺物の様相から14世紀前半に比定

されると思われる。
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第２節　中世第２面

2面は海抜6.61 ～ 6.73m前後で検出された。調査区は東から南西方向に向かって緩やかに傾斜をして

いる。その比高差は12cmを測る。中世第１面下20cmで中世第2面が検出された。2面は茶褐色粘質土

層で土丹粒子を多く含んだ地形層である。検出遺構は溝状遺構1条、掘立柱建物１軒、土坑７基、方形土

坑１基、柱穴14口である。溝状遺構4は主体が調査区外東にあるため性格、役割等は不明といわねばな

らないが、掘り方規模が小さく、区画溝ではなく排水路のようなものかもしれない。2面に関しても、建

物域は東側である。また、土坑を切って建物が建てられており、建物空間を広げていった様相である。さ

らに、2面の柱穴群は１面時より規模が大きく建物は1面より大型になると考えられる。

各遺構の詳細を述べる。

溝状遺構4(図12)
X7 ～ 8・y3グリッドに海抜6.67mで検出された東西方向の溝状の遺構

である。東側は調査区外東にある。検出された掘り方規模は東西135cm、

幅は最大で23cm、深さは確認面より8.3cmを測る。断面はＵ字形で、真

直ぐに走る様相を呈する。東西の軸方向はＮ-52°-Ｗである。

図11　2面遺構配置図
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掘立柱建物1(図13)
X6 ～ 8・y0 ～

5グ リ ッ ド に 海 抜

6.7mで検出された。

建物の北西角にあた

る部分で、南北２間

―東西１間までが検

出された。心心は２

00cm、底部の海抜

は6.51m ～ 6.19と

幅があるが、礎板等

で底部の高さを一

定にして水平をたも

ったものと想定され

る。軸方向はＮ-24°

-Eである

方形土坑1・
土坑3・4・10～14
（図14）

方形土坑1・土坑３
平面プランでは切

り合い関係がつかめ

なかったため1つの

遺構として半載し掘

り上げ後、土層断面図より判別した遺構群である。そのため遺構別に出土遺物を分類出来なかった。図

15、16で分類して掲載したのは確実に所属がわかった遺物である。当遺構群はx0 ～ 3・Y3 ～ 5グリッ

ドにおいて海抜6.60mで検出された。方形土坑1が土坑3を切る。検出された掘り方規模は東255cm、

南北277cm、深さは確認面より方形土1は30cm、土坑3は52cmを測る。方形土坑1の覆土は上層が炭

層で、多量のかわらけを含む。下層は茶褐色粘質土で炭化物、木片を含みしまりがない。土坑3の覆土は

茶色粘質土で中層に黒灰色粘質土を挟み炭化物、木器を含む。粘性が強く、しまりはない。

土坑4
x3 ～ 4・Y4 ～ 5グリッドにおいて海抜6.49mで検出された。当址の西肩は土坑3に切られる。検出さ

れた掘り方規模は南北130cm、東西85cmで、平面形は楕円形になると想定される。深さは確認面より

36.5cmを測る。覆土は暗茶色粘質土でかわらけ片を含み、その上層に多量の土丹を投棄して埋めている。

図13　掘立柱建物1
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柱穴名 規模cm 深さcm 底部の
海抜m 平面形 備考

Ｐ26	 50×40 43.7 6.19 楕円形 15×10×３の礎板有り

Ｐ33 40×45 44.1 6.23 楕円形 10×２×12、６×４×10
の杭有り

Ｐ35 30×29 34.5 6.28 隅丸方形 12×10×３の杭有り

Ｐ30	 65×52 18.8 6.51 楕円形 　
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土坑10
X5・Y5グリッドにおいて海抜6.57mで検出された。当址の南側は調査区外南にある。検出された掘り

方規模は南北77cm、東西70cmで、深さは確認面より10cmを測る。覆土は茶色シルト層の中間に炭層

を挟む。土丹粒子、炭化物を含みしまりはない。

土坑11
X6・Y2グリッドにおいて海抜6.60mで検出された。当址の西側は土坑13に切られる。検出された掘

り方規模は南北105cm、東西94cmで、深さは確認面より10.3cmを測る。覆土は黄色味を帯びた茶色シ

ルト層で土丹粒子、炭化物を含みしまりはない。

土坑12
ｘ7・Y3グリッドにおいて海抜6.64mで検出された。当址の大半は撹乱を受ける。検出された掘り方

規模は南北38cm、東西86cmで、平面形は楕円形を呈する。深さは確認面より9cmを測る。

土坑13
ｘ5・Y1 ～ 2グリッドにおいて海抜6.48mで検出された。当址の西大半は撹乱を受ける。検出された

掘り方規模は南北95cm、東西36cmで深さは確認面より27.5cmを測る。

図14　方形土坑１・土坑3・4・10～ 14
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2面土坑3・方形土坑1
方形土坑1 1 炭層 多量のかわらけ片を含む。しまりなし。
 2 茶褐色粘質土 炭化物・木片を含む。しまりなし。
 3 茶色粘質土 土丹塊を含む。ややしまる。
　土坑3 4 茶色粘質土 土丹塊を含む。しまりなし。
 5 黒灰色粘質土 炭化物・木片を含む。しまりなし。
 6 暗茶色粘質土 炭化物・かわらけ片を含む。しまりなし。

2面土坑4
 1 土丹充填層
 2 暗茶褐色粘質土 かわらけ片をふくむ。しまりなし。
 3 暗茶褐色粘質土 遺物を含む粘性の強い層。しまりなし。
 4 青灰色粘土 木片を少量含む。しまり良好。

2面土坑11
 1 黄茶色シルト 土丹粒子・炭化物含む。しまりなし。
 2 黄灰色シルト 土丹塊含む。しまりなし。
 3 暗褐色シルト 混入物のないしまりのない層。

2面土坑10
 1 黄茶色シルト 土丹粒子・炭化物含む。しまりなし。
 2 炭層
 3 茶色シルト 砂粒を含む。しまりなし。

2面土坑14
 1 茶灰色シルト 土丹粒子・炭化物混入。しまりなし。
 2 茶灰色粘土 土丹粒子混入。粘性強く、しまりなし。
 3 暗茶褐色粘質土 炭化物を多く混入。 粘性強く、しまりなし。
 4 暗茶褐色粘質土 玉砂利・炭化物を混入。粘性強く、ややしまる。

0 2m
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土坑14
X5 ～ 6・Y3 ～ 4グリッドにおいて海抜6.54mで検出された。当址の南角はT・Pに切られる。検出さ

れた掘り方規模は南北165cm、東西132cmで、深さは確認面より29.2cmを測る。覆土は上層が茶灰色

シルト層、下層が茶褐色粘質土で土丹粒子、炭化物を含み、しまりはあまりない。

方形土坑1出土遺物(図15－1、2)
1はロクロ成形のかわらけの小皿である。胎土は白褐色を呈する粉質の精良土である。口縁端部は三角

形に打ち欠かれている。灯明皿である。２は渥美の壺の体下部である。胎土は灰色を呈し白色粒子を含む。

焼成は良好で堅く焼しまる。

方形土坑1・土坑3出土遺物(図15－3～ 36、図16－1～ 4)
3 ～ 27はロクロ成形のかわらけで、3 ～ 9は大皿、10 ～ 27は小皿である。大皿の6、9は胎土が精良

で薄手の丸深の器形で、他はやや粗く粉質が強く厚手のものである。5、7は灯明皿である。小皿の胎土

は概ね淡橙色を呈し、粉質が強く精良である。10 ～ 17は体部が直立して立ち上がり器肉が厚い。18 ～

24の体部は丸味を持って立ち上がりやや薄手となりまた、これらは比較的器高が低く、皿状を呈する。

25 ～ 27の小皿は胎土が精良で、薄手丸深となる。18は灯明皿である。28は青磁で龍泉窯の鎬蓮弁文碗

の口縁部の小片である。胎土は灰色を呈し、黒色粒子を含み精良である。釉調は灰緑色、透明度、光沢は

良好である。29は常滑窯の甕の口縁部である。5型式である。胎土は灰色を呈し、長石粒子混入しやや

粘性を帯びる。口縁部から外面頸部に厚く降灰する。30 ～ 36は研磨痕を有するもので、常滑の甕の胴

部片を転用したものである。図16−1は平瓦の側面あたりの破片である。胎土は黒灰色を呈し、白色粒

子を多く含み硬質である。凹面には砂粒が多く付着している。２は北宋銭、至和元寶である。3は砥石で

ある。凝灰岩、産地不明の中砥である。1面が破損しており砥面は3面である。４は黒漆椀。内面及び外

面に朱漆で三つ巴のスタンプを押印する。

土坑4出土遺物(図16－5、6)
2点共に研磨痕を有する陶片である。常滑の甕の体部片を転用している。

土坑10出土遺物(図16－7、8)
7、8は常滑窯の製品で、7は甕の口縁部で3型式、8は底部で片口鉢Ⅱ類である。7の胎土は暗灰色を呈し、

白色粒子、黒色粒子を含む。破片全体に降灰を受ける。8の胎土は橙色を呈し、白色粒子を含む。外面は

ヘラによる調整で外面底部は砂底である。

土坑11出土遺物(図16－9、10)
9はロクロ成形のかわらけの小皿である。胎土は橙色を呈し、黒砂をやや多く含む。体部が直立して立

ち上がり器高が低い。堅く焼締まる。10は鉄製品、釘である。頭部と先端部を欠く。
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図15　方形土坑1・方形土坑1・土坑3出土遺物（1）
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土坑12出土遺物(図16－11)
11はロクロ成形のかわらけの小皿である。胎土は淡橙色を呈し、黒砂をやや多く含む。

体部が直立して立ち上がり器高が低い。

土坑13出土遺物(図16－12、13)
かわらけの１２は大皿、１３は小皿である。胎土は橙色を呈し、赤褐色粒子、泥岩粒を多く含みやや粗

い。大皿は器肉が厚く、また口縁部を直口気味に上に引き上げる。小皿は薄手で口唇部は薄く尖る。口径、

底径比が小さい。

土坑14出土遺物(図16－14～ 23)
14 ～ 16はロクロ成形のかわらけで14は大皿、15は中皿、16は小皿で、大中小の3種である。大皿

の胎土は橙色を呈し、黒砂を多く含みやや粗い。外反しながら真直ぐ体部を立ち上げ、口唇端部を直口さ

せる。中皿の胎土は淡橙色の精良土で、薄手丸深の器形である。小皿は粉質の精良な胎土で、体部は丸味

を持たせ立ち上げる。17は青白磁印花文合子の蓋である。胎土は白色を呈し、精緻である。釉調は水青

色、透明度、光沢共に良好である。合わせ口外面は釉剥ぎ、内面は天井部のみ露胎である。牡丹文である。

18 ～ 20は常滑窯片口鉢Ⅰ類である。18、19は口縁部、6a型式、20は底部の小片である。18の胎土は

暗灰色で長石粒子、砂粒を多く含む。口唇端部は肥厚する。19の胎土は灰色を呈し長石粒子、小石を多

く含む粗胎である。口縁部に薄く降灰する。20の胎土は灰色を呈し、長石粒子、小石を多く含み雑把で

ある。高台は外向きに貼付される。内面の磨滅が顕著で使用頻度を物語る。21は南部系山茶碗の底部の

破片である。尾張型(？ )の５型式である。胎土は茶褐色を呈し、長石粒子を多く含む。焼成は不良である。

高台の断面は逆台形を呈する。23、24は常滑の研磨痕のある破片で、23は片口鉢Ⅱ類の底部片、23は

甕の体部片である。

柱穴群
柱穴群は検出状況、底部の海抜から2時期以上はあると想定されるが建物を構築するまでにはいたらな

かった。

2面柱穴寸法表

柱穴名 規模cm 深さcm 底部の海抜
m 平面形 備考

P28 50×25	以上 29 6.13 　 西壁は調査区外

P29 36×30 37.6 6.06 楕円形 　

P34 29×25 38.5 6.29 　 礎石(伊豆石20×10×8.5)P33に切られる

P36 35×36 43.5 6.19 隅丸方形 礎石(伊豆石25×14×35)

Ｐｇ 25×10 15.7 6.24 楕円形 　
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Ｐh 25×15 24 6.32 楕円形 　

Ｐi 25×20 19.7 6.46 楕円形 　

Ｐj 25×25 22.9 6.4 楕円形 　

Ｐk 15×15 20.2 6.39 　 東壁は調査区外

Ｐl 45×31 10.3 6.61 　 東壁は調査区外

2面出土遺物(図17、18)
1 ～ 42はかわらけで、1 ～ 13は大皿、14 ～ 41は小皿、42は内折れのミニかわらけである。大皿は

概ね胎土が橙色及び淡橙色を呈し、粉質の厚手で丁寧な作りである。6、8は精良な胎土で薄手丸深に近

いが、器高がさほど高くない。10 ～ 13は胎土が橙色を呈し、粗く、また作りが雑である。13は灯明皿

である。小皿の胎土は橙色、淡橙色、白褐色と概ね3種類に分類される。砂質の強いものは橙色系、粉

質の強いのは白褐色になる傾向にあり、後者がやや多く出土している。口径は7.6 ～ 7.8cm、器高1.6 ～

1.8cmあたりが主体となる。14は口径9.2cmと大きく前代の混入品と思われる。40、41は薄手丸深の器

形である。

43 ～ 58は磁器である。43 ～ 45は龍泉窯の青磁である。43は劃画文碗の口縁部の小片である。胎土

は白色を呈し、釉調は灰緑色、光沢は良好である。器表貫入がみられる。44は鎬蓮弁文碗で内面に文様

を有する。胎土は灰色を呈し精緻である。釉調は灰緑色、光沢は良好である。45は蓮弁文の折縁皿である。

胎土は灰白色を呈し釉調は灰緑色、光沢は悪い。46 ～ 48は白磁口兀皿の破片である。胎土は白色を呈

し黒色粒子を含み精良である。透明釉で光沢は劣る。49～ 54は青白磁で、49～ 52は梅瓶の体部の破片、

53、54は輪花型印花文合子の蓋である。梅瓶の胎土は白色を呈し、黒色粒子を含み精緻である。釉調は

水青色、光沢は良好である。文様は渦文である。49は被災し器表が肌荒れしている。合子の胎土は白色

を呈し、精良である。合わせ口は釉を掻取り、内面は露胎である。53は水青色釉で光沢は良好である。

上面に牡丹文を意匠し、また輪花は幅広である。５４は被災して器表にゴマ状の斑点が見られる。55 ～

58は高麗青磁で、壺或いは瓶子の小片と推定される。文様の種類は不明であるが、57は黒色土の象嵌、

他は白色土の象嵌である。58は線刻が微かに残る。

59は瀬戸の入れ子の底部片である。胎土は灰色を呈し黒色粒子を含み精良である。外底面にヘラケズ

リの調整痕がのこる。60は北部系山茶碗、東濃型・明和（1260 ～ 1310）7型式か。胎土は白色を呈し、

精良である。遺存部内面全体に降灰し、また、窯滓が付着している。

61、62は常滑窯片口鉢Ⅰ類である。61は口縁部の小片、6a型式である。胎土は灰白色を呈し長石粒

子を多く混入し粗い。口縁部が肥厚する。降灰は内面全体である。

62は底部である。胎土は長石粒子が大粒で61よりさらに粗い。内面は磨滅が顕著で、また、被災し黒

色に変色している。63、64は常滑窯の甕で6a型式、65は片口鉢Ⅱ類で6b型式である。63の胎土は長石

粒子を多く含み比較的細かい。幅1.6cmの縁帯を持つ。外面肩部に降灰を受ける。64の胎土は長石大粒

が含まれ粗い。縁帯幅は2.2cmで63より幅が広い。破片全体に降灰を受ける。65の胎土は暗灰色を呈し、

黒色粒子を多く含み精緻で粘性をもつ。内面に薄い降灰を受ける。66 ～ 67、図18−1 ～ 10は研磨痕を

有する常滑の甕の体部片である。11は瓦質浅鉢型手焙り口縁部の破片である。胎土は灰色を呈し黒色粒子、

雲母を含み暗灰色の胎芯を残す。内面は縦調整後に横方向のナデ調整を施す。外面体部には煤が付着して



− 264 − − 265 −

3

4

1

2

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46
47 48

49

50
51 52 53

54

55 56

57 58

59 60

61

62

63

64

65

0 10cm

66

67

図17　2面出土遺物（1）



− 266 − − 267 −

3

4

1

2

5 6

7

8

9

10

11

12
13

14

15

16

17

0 10cm

図18　2面出土遺物（2）



− 266 − − 267 −

いる。12は滑石製品である。穿孔3足滑石鍋の1足を転用して蓋( ？ )として利用したのであろうか。摘

み部分は煤が付着、穿孔は鍋を造る際加工したもので転用時の加工ではない。13は瀬戸内東部系の瓦器

である。胎土は白色及び灰色を呈し、白色粒子を含む。口縁部が黒色に変化しており重ね焼きの痕跡を留

める。14は平瓦。胎土は黒灰色を呈し白色粒子を多く含む。凸凹面に離れ砂が多く付着しており、また

凸面には斜め格子の叩き文が残る。15，16は鉄製品、釘である。共に先端部が欠損しており全長は不明

である。17は硯、頁岩質の赤間ヶ石(紫雲石)で側足の付く方硯である。陸を鑿状工具で再加工した痕跡

がある。出土遺物の様相から13世紀末から14世紀中葉に比定されると思われる。

第３節　中世第３面

中世第3面は海抜6.4m前後で検出された。中世第2面下20cm、茶褐色粘質土層で土丹粒子を多く含ん

だ地形層である。遺構面は東から西方向に向かって緩やかに傾斜をしており、その比高差は10cmを測る。

遺構面全体に柱穴が展開しており該期は家屋を主体とした生活空間であった様相を呈する。検出遺構は溝

2条、溝状遺構2条、方形竪穴１件、掘立柱建物１軒、井戸１基、土坑１０基、柱穴３７口である。溝は

東西溝が１条、東から南方向に走る溝が１条である。東西溝は途中で消えており、また、遺存部分が少な

く性格は不明である。溝状遺構２条は切り合い関係を持ち、また井戸に切られる。更に方形竪穴と掘立柱

建物も切り合い関係にあり、方形竪穴を放棄した後に掘立柱建物を構築している。さらに掘立柱建物は土

坑、溝等に切られている。以上の様相を鑑みると３面は前期同様に２時期はあると考えられる。各遺構の

詳細を述べる。

溝１(図20)
調査区南東隅X8・y4グリッドに海抜6.30mで検出された東から南方向に走る溝である。両端は共に調

査区外にある。検出された掘り方規模は長さ130cm、幅は最大で70cm、深さは確認面より37.7cmを測る。

側壁は開いて立ち上がり断面形はU字型を呈する。また、5×3cmの縦杭が計6本、横杭33×4×３cm

が1本遺存する。土留めに使用されたと思われる。覆土は暗褐色粘質土で、炭化物を若干含みしまりはな

い。軸方向はN-85°-Eである。

溝２(図20)
X7 ～ 8・y1 ～ 2グリッドに海抜6.40mで検出された東西方向の溝である。東側は調査区外東、西側は

土坑20、23に切られる。検出された掘り方規模は長さ100cm、幅は最大で109cm、深さは確認面より

15cmを測る。側壁は開いて立ち上がり断面形はU字型を呈する。また、覆土は茶色粘土で、土丹粒子、

炭化物を含みしまりはない。軸方向はN-135°-Eである。

溝状遺構２・３(図20)
X2 ～ 3・y1 ～ 3グリッドに海抜6.39mで検出された。溝状遺構２が溝状遺構3を切る。また北側は大

きく井戸1に切られる。検出された掘り方規模は南北205cm、東西104cm、深さは確認面より溝状遺構

２は33.5cm、溝状遺構3は27.5cmを測る。側壁は開いて立ち上がり断面形はU字型を呈する。また溝状
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遺構２の覆土は暗茶褐色粘質土で、木片を若干を含みしまりはない。軸方向はN-36°-Eである。溝状遺

構3の覆土は暗茶褐色粘質土で、炭化物、小石、腐植土、木片を含み粘性弱く、しまりはない。軸方向は

N-26°-Eである。

溝1出土遺物(図21、22－1～ 7)
図21−1、2はロクロ成形のかわらけの小皿である。胎土は淡橙色を呈し、砂粒を多く含みやや粗く、

器高の低い皿型の形態である。口唇端部は尖って成形される。3～8は常滑窯の製品である。3は5型式、

4 ～ 8は6a型式である。３の胎土は灰色を呈し、黒色粒子を多く含み比較的精良である。内面口縁部に

図19　3面遺構配置図
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図20　溝1・2・溝状遺構2・3

溝1 3面溝1
 1 暗褐色粘質土 炭化物を含む。粘性あり。しまりなし。
 2 暗褐色粘質土 混入物のないしまりのない粘土層。
 3 灰色砂 かわらけ片・常滑片を含む。しまりなし。

3面溝2
 1 茶色粘土層 炭化物・土丹塊を含む。しまりのない粘土層。
 2 茶色粘土層 炭化物を多く含む。しまりのない粘土層。
 3 茶色粘土層 混入物のないしまりのない粘土層。

3面溝状遺構2
 1 暗茶褐色粘質土層 木片を若干混入する締まりのない粘土層。

3面溝状遺構3
 2 暗茶褐色粘質土層 炭化物を混入。褐鉄分が強い。粘性弱い。
 3 暗茶褐色粘質土層 腐植土・炭化物混入。しまりなし。
 4 暗茶褐色粘質土層 木片・小石を混入。粘性あり。しまりをもつ。
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図21　溝1（1）出土遺物
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貫通していない直径4㎜の孔が有る。外面に降灰を受ける。4の胎土は長石粒子を含み精良で粘性がある。

口縁内部に薄く降灰を受ける。5の胎土は黒色粒子を含み粗い。口縁内部及び外面肩部に厚く降灰を受け

る。6の胎土は灰色を呈し、混入物の粒子が大きい粗胎である。口縁内部及び肩部に降灰を受ける。7の

胎土は灰色を呈し、細かい黒色粒子及び白色粒子を若干含み精良である。口縁内部及び肩部に降灰を受け

る。8の胎土は灰色を呈し、小石、長石粒子を含み粗い。口縁内部及び肩部に降灰を軽く受ける。9は亀

山窯の甕の体部片である。胎土は灰色を呈し、白色粒子を若干含み粘性が有る。外面は格子叩き目、内面

の叩き目は消されている。

10 ～ 16、図22、1 ～ 7は研磨痕を有する常滑の甕の体部片である。

溝2出土遺物(図22、8～ 16)
8 ～ 10はロクロ成形のかわらけで、8は大皿、9、10は小皿である。大皿の胎土は橙色を呈し、黒色

粒子を多く含み粗い。体部が丸味を持って立ち上がる大型品である。9、10の胎土は白褐色を呈し、黒色

砂粒を多く含みやや粗い。口径、底径比の小さく、体部が直立して立ち上がる器形である。11は白磁口

兀皿の口縁部の小片である。胎土は白色を呈し精緻である。釉調は灰白色、半透明釉である。12は常滑

窯の鳶口の壺の底部の破片である。胎土は黒灰色を呈し、白色粒子を含みやや精良である。体部は斜め方

向のなで調整で、外底部は砂底である。13は研磨痕を有する常滑の体部の破片で。14は滑石製品、温石

である。滑石鍋の底部を転用して制作したものである。端部に直径1cmの貫通孔を開ける。15は鉄製品、

釘である。16は木製品、草履芯の上端部の小片である

方形竪穴1(図23)
X6 ～ 7・y1 ～ 3グリッドに海抜6.38mで検出された。当址の大半は調査区外西にあり、また、北側は

土坑15に切られる。後世の撹乱を受け、掘り方が削平された箇所もあり、その全容を把握出来ない。検

出された掘り方規模は南北200cm、東西206cm、深さは確認面より41cmを測る。側壁の立ち上がりは

45.6cm、床面積は2.95㎡が遺存した。壁際に柱穴が3口検出された。Ｐあ、Ｐくは壁の土留め施設の痕

跡と想定される。Ｐzは上屋構造の一部であろうと思われる。覆土は上層が土丹を含むしまりのない粘土層、

下層が腐植土層である。軸方向はN-36°-Eである。

方形竪穴1出土遺物(図24)
図24−1、2はロクロ成形のかわらけの小皿である。胎土は橙色を呈し黒砂を含む。器高が低く、体部

図23　方形竪穴１
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は僅かに外反して立ち上がり、口唇

部は丸味を持つ器形である。3 ～ 5

は常滑窯の片口鉢Ⅰ類で、3、4は

口縁部、5は底部である。3、4は

6a型式である。３の胎土は灰色を

呈し、小石、大粒長石粒子を含み粗

い。外面の回転ヘラケズリの調整痕

の凸凹が顕著である。口唇端部は肥

厚し、丸く収める。内面の磨滅は顕

著である。4の胎土は長石粒子を含

み精良である。内面に厚く降灰を受ける。５の胎土は3と同様で粗い。底部の高台は剥離しており、剥離

部分を研磨し平坦にして再使用したようである。6は南部系山茶碗である。尾張型6 ～ 7型式( ？ )。胎土

は灰色を呈し黒色粒子、白色粒子、を含み比較的精良である。器肉は上方に向かい薄くなる。7は常滑窯

の甕の底部である。胎土は橙色を呈し大粒長石粒子を含み粗い。内面はヘラ及び指頭による調整、底部外

面は砂底である。底部に煤が多く付着している。8、9は研磨痕を有する陶片である。8は常滑窯片口鉢

Ⅰ類の高台部分に研磨痕を有する。9は常滑窯甕の胴部片である。破片には漆(黒色で図示)が付着してい

る。10、11は木製品である。10は草履芯、11は箸である。

掘立柱建物2(図25)
X6 ～ 8・y2 ～ 4グリッドに海抜6.37mで検出された。建物の北西角にあたる部分で南北１間―東西１

間までが検出された。心心は210cm、底部の海抜は5.82 ～ 6.18mと幅がるが、礎板等で底部の高さを一

定にして水平をたもったものと想定される。軸方向はＮ-25°-Eである。

方形竪穴１柱穴寸法表
柱 穴
名 規模cm 深 さ

cm
底 部 の
海抜m 平面形 備考

Ｐあ ３０×３３ 12.1 5.97 楕円形
20×12×５cm、
13×14×4cm の
2重礎板あり

Pく 35×30 7.5 5.8 円形 　

Pz 31×25 20.8 5.71 楕円形 　
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掘立柱建物２柱穴寸法表

柱穴名 規模cm 深さcm 底部の
海抜m 平面形 備考

Ｐ42 46×38 54.7 5.82 楕円形 15×10×10cm
の礎板あり

P48 35×70 12.9 6.18 　 南壁は調査区外

P53 50×48 38.7 5.98 楕円形 東壁は調査区外

図24　方形竪穴１出土遺物
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井戸1(図26)
X2 ～ 3・y1 ～ 2グリッドに海抜6.39mで検出された。井戸1の

南西角にあたる部分が検出された。検出された掘り方規模は130×

124cm、深さは確認面より65.5cm、底部の海抜は5.73mである。

当址の中心部分は調査区外東にあると想定される。井枠等の材は検

出されなかったが、おそらく抜き取られたであろうと想定される。

覆土は上層が暗褐色粘質土で、土丹粒子、炭化物、かわらけ片を混

入し、しまりはない。下層は黒色粘土で、木片、炭化物を含みしま

らない。最下層には腐植土がたまる。

井戸1出土遺物(図27)
1 ～ 6はかわらけである。1、2は大皿、１は手づくね成形、2はロクロ成形である。3 ～ 6はロクロ成

形のかわらけの小皿である。1の胎土は粉質であまり精良ではない。外面底部の指頭の痕跡は撫でられ平

底状を呈する。内底面の見込みの横ナデが明瞭である。２のかわらけの胎土は大粒粒子を交え粗い。口縁

部を直口させ口唇端部を厚く丸く成形する。３は2と同様の成形方法であるが胎土は橙色を呈し精良であ

る。4の胎土は橙色を呈し、砂粒を多く含み粗い。厚手で、体部は外反して立ち上がる。5、6の胎土は

白褐色を呈し、粉質が強い。薄手で、体部は丸味を有しながら立ち上がる。7は龍泉窯鎬蓮弁文碗の底部

である。胎土は灰白色を呈し、黒色粒子を含み粘性があり精緻である。釉調は灰緑色、透明度、光沢は良

好である。高台内は鉄砂の塗布がある。8は瓦器質の手づくね成形の内折れの小皿である。瀬戸内東部系

の産である。胎土は白色を呈し、微砂を交え精良である。9 ～ 11は研磨痕を有する陶片である。9、10

は常滑甕の体部片、11は常滑片口鉢Ⅰ類の体部片である。12は丸瓦の玉縁部である。胎土は暗灰色を呈

する精良土で焼締まる。側縁は丁寧に面取りがなされている。13は鉄製品である。頭頂部が釘の形状を

しているが、先端部が釣針状を呈する。釘を再加工したものであろうか。14 ～ 16は漆器製品である。

14 ～ 15は皿、16は椀である。14は輪高台が付く。内面の漆塊はパレットとして使用した痕跡であろう

か。17 ～ 24は木製品である。17は刀子の鞘の片割れで、幅3.2cm、厚さ5㎜、長さは29.5cmを遺存する。

18 ～ 24は箸である。全長20 ～ 26.5cmを測る。

土坑5(図28)
X １・Y3グリッドにおいて海抜6.37mで検出された。検出された掘り方規模は南北90cm、東西72cm

で平面形は楕円形になる。深さは確認面より50.0cmを測る。覆土は上層が茶色粘土で炭化物を含みしま

りはない。下層は灰褐色粘質土層で木片を含む。

土坑6(図28)
X1・Y1グリッドにおいて海抜6.41mで検出された。当址の北側は調査区外北にある。検出された掘り

方規模は南北67cm、東西70cmで、深さは確認面より16.8cmを測る。平面形は隅丸方形になると想定

される。

図26　井戸１
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3面井戸1
 1 暗褐色粘質土層 炭化物・土丹粒子を含む。しまりのない粘土質。
 2 暗褐色粘質土層 かわらけ片・炭化物購入。。しまりのない粘土層。
 3 緑青色砂 炭を混入。しまりなし。
 4 黒灰色粘質土層 木片・土丹塊を混入。粘性強く、しまりをもつ。
 5 黒青色粘質土層 炭化物を含む。しまりなし。
 6 黒青色粘質土層 木片・を混入。しまりなし。
 7 腐植土層 炭化物を若干含む。しまりなし。
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土坑15(図28)
X5・Y １グリッドにおいて海抜6.40mで検出された。当址の西側はＴ・Ｐに切られる。検出された掘

り方規模は南北90cm、東西52cmで、深さは確認面より64.3cmを測る。北壁に2枚の板が遺存した。

17×12×2.7cm、21×18×３.4cmである。

土坑16(図28)
X7・Y3グリッドにおいて海抜6.39mで検出された。当址の西側はＰｔ、及びＰｕに切られる。検出さ

れた掘り方規模は南北75cm、東西105cmで深さは確認面より23.5cmを測る。覆土は黒茶色粘質土層で、

炭、かわらけ片を含み粘性強くしまりはない。

土坑17(図28)
X7・Y4グリッドにおいて海抜6.34mで検出された。当址の南側は溝１、北側はＰｕに切られる。検出
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された掘り方規模は南北35cm、東西47cmで深さは確認面より16.1cmを測る。

土坑18(図28)
X4 ～ 5・Y0 ～ 1グリッドにおいて海抜6.40mで検出された。当址は調査区北西角に検出されたため、

その主体は調査区外にある。検出された掘り方規模は南北43cm、東西35cm深さは確認面より43.6cm

を測る。覆土は暗茶褐色粘質土層で、炭化物、土丹粒子を含み粘性強くしまりはない。下層には木片が多

く含まれる。

土坑20(図28)
X6・Y1グリッドにおいて海抜6.32mで検出された。当址の東側は溝2、北側は土坑21、西側は方形竪

穴1に切られる。検出された掘り方規模は南北35cm、東西27cmで深さは確認面より17cmを測る。

土坑21(図28)
X6 ～ 7・Y1 ～ 2グリッドにおいて海抜6.26mで検出された。当址の西側は方形竪穴1に切られる。検

出された掘り方規模は南北140cm、東西65cmで、深さは確認面より19.6cmを測る。

土坑22(図28)
X5 ～ 6・Y0 ～ 1グリッドにおいて海抜6.39mで検出された。当址の南側は土坑15、及び方形竪穴1

に切られる。北壁は僅かに調査区外北側にある。検出された掘り方規模は南北85cm、東西105cmで深

さは確認面より48.8cmを測る。底部に伊豆石(24×14×12.7cm)、	板材(24×12×3.5cm)が検出された。

土坑23(図28)
X5 ～ 6・Y4 ～ 5グリッドにおいて海抜6.41mで検出された。当址の主体は調査区外南にある。検出さ

れた掘り方規模は南北77cm、東西107cmで深さは確認面より53.0cmを測る。覆土は暗茶褐色粘質土層で、

炭化物、土丹塊、木片を含み、粘性強くしまりはない。

土坑5出土遺物(図29－1、2)
1はロクロ成形のかわらけの大皿である。大粒泥岩粒を含む粗胎である。内面の見込みの横ナデが非常

に強い。また、外底面は板の圧痕が強く残る。2は常滑窯の片口鉢Ⅰ類である。6a型式である。胎土は灰

色を呈し長石粒子を多く混入し粗い。内面に薄く降灰する。

土坑6出土遺物(図29－3)
3はロクロ成形のかわらけの小皿である。胎土は微砂を多く含み精良である。体部を真直ぐ立ち上げる

器高の低い皿型を呈する。
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土坑15出土遺物(図29－4～ 9)
4はロクロ成形のかわらけの小皿である。胎土は黒色粒子を多く含む粉質土である。器肉が厚く、体部

を僅かに底部から立ち上げる。5、６は常滑窯片口鉢Ⅰ類である。５は口縁部で６a型式である。胎土は

灰色を呈し、長石粒子、小石を多く含む。６は底部である。胎土は灰色を呈し長石粒子を含み比較的精良

である。高台が剥がれた状態である。内面は滑らかで、重ね焼き痕が環状に残る。内面全体に降灰を受ける。

７は研磨痕を有する常滑の甕体部片である。８、９は木製品で８は蓋、9は草履芯である。8の厚さは均

一であり、直径3㎜、4㎜の孔が２つある。また周囲に分まわしの切り印が残る。9の全長は22.8cmを測る。

土坑16出土遺物(図29－10～ 23)
10 ～ 20はロクロ成形のかわらけである。10 ～ 17は大皿、18 ～ 20は小皿である。大皿の胎土は概

ね橙色を呈し、粉質、薄手である。体部は丸味を有するもの、直線的なものと両様ある。10の胎土は砂

粒を多く交える。体部は外反して直線的に立ち上げ、厚手である。14は灯明皿である。小皿の胎土は白

褐色を呈し粉質、また薄手である。体部は底部から丸味を持って短く立ち上がる。18は器肉が厚く、直

線的な体部であり、若干様相が異なる。21、22は磁器、21は龍泉窯青磁鎬蓮弁文碗、22は青白磁の小

皿の口縁部である。21の胎土は灰色を呈し、黒色粒子を含み精緻である。釉調は灰緑色、光沢は良好で

ある。22の胎土は白色を呈し、精良である。釉調は水青色、透明度、光沢は良好である。23は砥石で鳴

滝産の頁岩、仕上砥である。板状摂理されたもので断面に鉄分が付着している。

土坑17出土遺物(図29－24～ 28)
24は龍泉窯青磁鎬蓮弁文碗の底部である。胎土は灰白色を呈し黒色粒子を含み精緻である。釉調は灰

緑色、透明度、光沢は良好である。高台内は露胎である。25は常滑窯の甕、6b型式である。胎土は暗灰

褐色を呈し長石粒子を多く含む。外面全体に厚く降灰している。26、27は研磨痕を有する常滑の甕の体

部の破片である。28は北宋銭、紹聖元寶である。

土坑18出土遺物(図30－1)　
１は研磨痕を有する常滑の甕の体部の破片である。

土坑21出土遺物(図30－2～ 7)
2、3はかわらけである。2はロクロ成形のかわらけの大皿である。胎土に大粒泥岩粒を混入し器表が

荒れる。また、炭化物の付着、肌荒れが見られ被災したと思われる。3は手づくね成形のかわらけの小皿

である。胎土は橙色を呈し、粉質で精良である。丁寧なナデ成形である。4は常滑窯片口鉢Ⅰ類の口縁部、

6a型式である。胎土は灰色を呈し長石粒子、小石を多く含む。口縁端部に少し降灰を受ける。5 ～ 7は

研磨痕を有する陶片である。5、6は常滑窯の甕の体部片、7は渥美の甕の体部片である。
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土坑22出土遺物(図30－8～ 16)
8、9、10はロクロ成形のかわらけの小皿である。胎土は白褐色及び淡橙色を呈し、微砂を交えるが粉

質で比較的精良である。焼成は概ね良好である。口径は8cmに満たない。11は手づくね成形の白かわら

けである。胎土は白色を呈し精緻である。器表は滑らかで焼成は非常に良好である。灯明皿である。12

は研磨痕を有する常滑の甕の体部片である。13は硯、頁岩、雄勝玄昌石製である。非常に粘性があり黒

光りをしている。四葉硯で、硯頭に近い右側面の部分である。14 ～ 16は木製品である。14は形代、羽

子板、15は杓文字、16は箸である。

図31　土坑23出土遺物
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土坑23出土遺物(図31) 
1 ～ 13はかわらけである。1 ～ 10はロクロ成形の大皿である。11 ～ 13は小皿である。1 ～ 7の胎土

は概ね橙色を呈し砂粒を多く交える。8 ～ 10の胎土は粉質で精良である。大皿は概ね器肉が厚く器高は

概ね3cm前後にまとまる。10は非常に精緻な胎土で薄手丸深である。小皿の胎土は白褐色を呈し砂質で

精良である。11は手づくね成形である。外面底部の指頭痕はナデ消されている。12、13はロクロ成形で

ある。器肉の厚い底部から体部を低く直立して立ち上げる。6、9、13は灯明皿である。14は常滑窯片口

鉢Ⅰ類、6a型式である。胎土は灰色を呈し、長石粒子を多く含み粗い。口唇部に若干降灰を受ける。15

～ 17は研磨痕を有する常滑の甕の体部である。18、19は木製品である。18は下を平らに成形して底部

を造り出し、刳りぬいて容器状にしている。用途は不明である。19は長さが57.2cmと長く俎板状である

が中央に穴を穿っている。用途不明品である。

３面柱穴寸法表：単位ｃｍ

柱穴名 規模cm 深さ
cm

底部の
海抜m 平面形 備考 柱穴名 規模cm 深さ

cm
底部の
海抜m 平面形 備考

P2 40 × 40
以上 30 6.05 　 南壁調査区

外 Ｐ52 35×40 28.1 6.08 隅丸方
形 　

P3	 35 × 20	
以上 15.5 6.25 　 2面の遺構

に切られる Ｐ54 30×30 30.6 6.05 　 Pｓに切ら
れる

P5 40 × 40
以上 10.5 6.27 隅丸方

形 　 Ｐｒ 25×35 10.5 6.13 楕円形 　

P6	 50×45 25.5 6.16 隅丸方
形 　 Ｐs 33×38 40 5.94 楕円形 　

P10		 45×42 51.5 5.84 楕円形

礎 板 (20×
1 2 × 2 、
17 × 12 ×
2.5、12 ×
4×4)有り

Ｐt 35×38 45.1 5.91 楕円形 　

P11 45 × 25
以上 12.5 6.24 　 Ｐ10に切ら

れる Ｐu 65×65 32.6 6.02 　 Ｐｔに切ら
れる

Ｐo 30×15 24.2 6.11 　 2面の遺構
に切られる Ｐv 22×25	 27.3 6.09 円形 　

Ｐp 22×22 37.8 5.99 円形 　 Px 45 × 17
以上 25 6.11 　 方1に切ら

れる

Ｐ39	 45 × 50
以上 52.4 5.83 　 Ｐおに切ら

れる Ｐあ
25以 上
× 30 以
上

20.2 6.16 　
土 21、20
に切られる
杓文字出土

Ｐ44 35 × 23
以上 20.1 6.16 　 Ｐ42に切ら

れる Ｐい 30 × 15
以上 8.7 6.32 　 北壁は調査

区外

P45 33×30 26.1 6.11 楕円形 　 Ｐう 30×25 15.5 6.18 楕円形 　
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P47 30×25 15.4 6.16 楕円形 礎 板 (13×
8×5)あり Ｐえ 20×20 27.2 6.08 楕円形 　

Ｐ49
45以 上
× 45 以
上

26 6.07 　
東壁調査区
外　 溝1に
切られる

Ｐお 25 × 13
以上 2.8 6.32 　

礎石 (伊豆
石 20 × 8
×7.4)北壁
は調査区外

Ｐ50 40×30 21.1 6.12 三角形 　 Ｐか 27×25	 18.6 6.2 円形 　

柱穴群
28口検出された。出土遺物があったものを算用数字、遺物が出土しなかったものをアルファベット、

及びひらがなで名称とした。

柱穴の寸法は概ね35cm ～ 45cm前後で、平面形が楕円形を呈するものが主体である。底部の海抜は

6.2m前後、6.0m前後、5.8前後と３種類に分別される。3面で検出された掘立柱建物２の軸、及び底部

のレベルを基準として柱穴の組み合わせを試行してみたが構築物を発見することは出来なかった。

3面出土遺物(図32、33)
1 ～ 18はロクロ成形のかわらけである。1 ～ 6は大皿、7 ～ 18は小皿である。胎土は概ね粉質で、若

干砂を交える精良土である。1、6は腰のすぼまった器形、2 ～ 4は器壁が厚く、体部に丸味を持って立

ち上がる器形、５は器壁が薄く外反して真直ぐ立ちあがっている。小皿の口径は7 ～ 9cmあたりと幅が

ひろいが、8cm以上のものが主流である。19 ～ 21は龍泉窯の青磁である。19は鎬蓮弁文碗である。胎

土は灰色を呈し黒色粒子を含み精緻である。釉調は緑茶褐色透明度、光沢は良好である。器表は粗く貫入

する。20は無文碗である。胎土は灰色を呈し黒色粒子を含む。釉調は緑灰褐色、透明度は良好であるが、

被災のため光沢はない。器表の貫入が顕著である。21は折腰皿。胎土は暗緑色を呈し精良である。釉調

は不透明な暗緑色で光沢は良好である。22は白磁の口兀皿の小片である。胎土は白色を呈し黒色粒子を

含む。光沢、透明度は良好である。23は青白磁印花文合子の蓋である。胎土は白色を呈し僅かに黒色粒

子を含み精緻である。釉調は水青色、光沢、透明度良好である。合わせ口は釉を掻く。文様は不明である

が、口縁部に珠文が巡る。24は象嵌の高麗青磁である。器種は不明であるが体部の小片と思われる。胎

土は灰色を呈し、精緻でやや粘性を帯びる。鶴文が確認され、白色土で羽、黒色土で足を表現している。

25は黒褐釉の小壺、又は肩衝の茶入れである。産地は不明である。胎土は茶褐色を呈し非常に精緻で焼

成は良好である。薄作りで、光沢のある黒褐釉を施釉している。26は泉州窯、鉄絵の黄釉の盤である。

胎土は灰色を呈し砂粒を含みやや粗い。内面底部の文様は小片のため不明である。

27は瀬戸窯の灰釉水注の口縁部の小片である。胎土は灰白色を呈し黒色粒子を含み粗い。裏側は露胎

である。28 ～ 30は常滑窯片口鉢Ⅰ類、6a型式である。概ね胎土は灰色を呈し長石粒子を多く混入しざ

っくりと粗い。内面に降灰を受ける。31、32は山茶碗である。31は南部系、第7型式である。胎土は灰

色を呈し長石粒子を含む。体部の稜線は撫でられ不明である。32は東遠型13世紀初頭である。胎土は灰

色を呈し非常に精緻である。内面の体部の立ち上がりは丸味を帯びる。外面全体に降灰を受ける。33 ～

36は常滑窯の製品である。33、34は甕の口縁部、35は片口鉢Ⅱ類の口縁部である。3点共に5型式である。

33の胎土は灰色を呈し長石粒子を多く含む。内面全体に厚く降灰を受ける。34の胎土は灰褐色を呈し微

長石粒子を多く含む。外面に降灰を受ける。35の胎土は橙色を呈し微長石粒子を含み比較的精良である。
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図32　3面出土遺物（1）
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内面に薄い降灰を受ける。36は鳶口壺で口縁部を欠損する体部である。胎土は黒灰色を呈し小石、長石

粒子を含み粗い。体部の調整はヘラなで、外底面はへらけずり調整である。内面上方に煤の付着がある。

また、肩部に降灰している。37 ～ 41、図33−1 ～ 9は研磨痕を有する常滑の甕の体部片である。10は

亀山窯の甕の体部片である。胎土は灰色を呈し白色粒子を含み軟質である。体部外面は格子叩き目、内面

の叩きは撫でられている。11はロクロ成形の白かわらけの口縁部の小破片である。胎土は白色を呈する。

12は丸瓦である。胎土は灰色を呈し、砂粒を多く含む。凸面の叩きは撫でられるが、凹面には布目の圧

痕がある。13は土錘である。かわらけ質の胎土で橙色を呈し、焼成は良好で非常に焼しまる。14、15は

鉄製品、釘である。14は先端が曲がっているが完形品である。全長7.4cm、太さ0.4×0.5cmを測る。

16、17は木製品である。16はミニチュアの杓文字、その半分が欠損しており、また周囲が焦げている。

17は形代で人形である。頭部と体部からなる。出土遺物の様相から13世紀後半～末葉の様相であると想

定される。

図33　3面出土遺物（2）
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第４節　中世第４面（図３４）

中世第４面は海抜6.08 ～ 6.16m前後で検出された。中世第3面下20cm、黒褐色粘質土層上の生活面

である。また中世の基盤層となる層位である。　遺構面は平坦であり3面同様に遺構面全体に柱穴が拡が

りをみせる。それは数次に及んで建て替えた居住空間の主体部をなす建物であった様相を呈する。検出遺

構は掘立柱建物6軒、井戸１基、土坑4基、柱穴6 ７口である。掘立柱建物はほぼ同位置に建て替えられ

ており、切り合い関係から3時期あった模様である。井戸は調査区北東角に検出されたため、その大半は

調査区外にある。

以下、各遺構の詳細を述べる。

掘立柱建物3(図35)
X1 ～ 6・y1 ～ 4グリッドに

海抜6.12mで検出された。建

物の東西、南北のそれぞれの2

間分(16㎡ )が検出された。掘

立柱建物4、掘立柱建物6と切

り合い関係を持ち、当址が一番

あたらしい。心心は200cm、

底部の海抜は5.97 ～ 6.12mで

15cmの比高差を持つが礎板に

より十分調整可能である。

南北の軸方向はＮ-27°-Eで、

3面時とほぼ同方向を示す。

掘立柱建物4(図35)
X1 ～ 4・y2 ～ 4グリッドに

海抜6.09mで検出された。建

物の東西2間―、南北1間分(8

㎡ )が検出された。掘立柱建物

3、掘立柱建物6と切り合い関

係を持ち掘立柱建物3に切られ

る。心心は210cm、底部の海

抜は5.71 ～ 5.97mで26cmの

幅を持つが礎板により調整した

と想定される。南北の軸方向は

Ｎ-38°-Eで、3面時、及び掘

立柱建物3より10°近く東の方

向にずれる。

柱穴名 規模cm 深 さ
cm 底部の海抜m 平面形 備考

Pも 　 　 6.12 　 礎板15×9.3×2.9

Ｐつ 35 × 35
以上 7.5	 6.03，

6.09(礎板) 楕円形 礎板12.3×7.0×5.0

Ｐへ 70×40 12.5	 5.8 楕円形 礎板21.9×7.3×3.3

Ｐと 24×20 13.5	 5.92 楕円形 　

Ｐア	 39×25 19.5	 5.93、
5.97(礎板上) 楕円形 礎板　22×8.3×7.9

柱穴名 規模cm 深 さ
cm 底部の海抜m 平面形 備考

Ｐす 52×40 21.0	
5.88、
5.97
(礎板上)

楕円形
礎 板20×7.9×3.8、
20×6.5×1.0、5.0×
12.6×6.0

Ｐヘ 45×22	 14.0	
5.71，
5.76
(礎板上)

円形
Pフと切り合う礎板
17.5 × 10.4 × 3.3　
17.5×10.5×3.5

Ｐイ 37×40 19.8	 5.88	 円形 　

掘立柱建物３　N-27°-E

掘立柱建4　N-38°-E
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371

1 表土層
2 中世遺物包含層
3 土丹地形層（1面構成土） 細土丹を版築した層。
4 茶褐色粘質土層（1面構成土） かわらけ砕片を混ぜて版築した層。 
5 茶褐色粘質土層（1面構成土） 炭化物を若干混入する。
5’ 茶褐色粘質土層（1面構成土） かわらけ砕片・炭化物を混入する。しまる。
6 土丹地形層21面構成土） 粗土丹を版築した層。
7 茶褐色粘質土層（2面柱穴） かわらけ片混入。しまりなし。
8 黒茶色粘質土層（1面構成土） 炭化物・かわらけ片混入。しまりなし。
9 茶褐色粘質土層（2面構成土） 炭化物・土丹粒子を含む。粘性あり。ややしまる。
10 茶褐色粘質土層（3面構成土） 褐鉄分が強い。木片、炭化物混入。しまる。
10’ 茶褐色粘質土層（3面構成土） 褐鉄分を含まない炭化を若干混入する。しまる。
11 黒褐色粘質層（3面土坑） 炭化物・かわらけ辺混入。しまりなし。
12 黒褐色粘質層（3面土坑） 混入物がなくしまりをもつ。
13 茶褐色粘質土層（3面土坑） 5～10cm大の土丹粒子を含む。しまりなし。
14 茶褐色粘質土層（3面土坑） 5～10cm大の土丹粒子を含む。しまりなし。
15 茶褐色粘質土層（3面土坑） 黒色粒子・土丹粒子を含む。しまりなし。
16 茶褐色粘質土層（3面柱穴） 炭化物を若干混入する。多く混入する。しまりなし。
17 茶褐色粘質土層（3面構成土）） 10層よりしまりなく、粘性強い。
18 茶褐色粘質土層（3面土坑5） 個別参照。
19 茶黄色砂質土層（1面構成土） 土丹粒子を含む。しまる。
20 明茶色粘土層（2面構成土） 土丹塊・玉砂利を多く含む。しまる。
21 明茶色粘土層（2面構成土） 土丹塊を多く含む粘性強く、しまる。
22 明茶褐色粘質土層（3面構成土） 土丹粒子を含む。しまる。
23 明茶褐色粘質土層（3面構成土） 炭化物・土丹粒子を含む。粘性あり。ややしまる。
24 明茶褐色粘質土層（3面構成土） 混入物のないしまりの有る層。
25 茶色粘土層（1面柱穴） 10cm大の土丹を含む。しまる。

26 茶色粘土層（1面柱穴） 1～2cm大の土丹を含む。しまる。
27 暗褐色粘質土層（（3面溝1） 炭化物混入。粘性強くしまりなし。
28 暗褐色粘質土層（（3面溝1） 混入物のないしまりのない粘土層。
29 灰色砂（（3面溝1） かわらけ片・常滑片混入。しまりなし。
30 茶褐色粘質土層（3面柱穴） 混入物のないしまりのない粘土層。
31 茶褐色粘質土層（3面柱穴） 土丹塊を含む。しまりなし。
32 暗褐色粘質土層（（3面土坑23） 土丹塊を含む。しまりなし。
33 暗褐色粘質土層（（3面土坑23） 土丹炭化物・土丹塊を含む。しまりなし。
34 暗褐色粘質土層（（3面土坑23） 炭化物・木片を含む。しまりなし。
35 暗褐色粘質土層（（3面土坑23） 炭化物・木片・土丹塊を含む。しまりなし。
36 暗褐色粘質土層（（3面土坑23） 炭化物・土丹粒子を含む。粘性あり。ややしまる。
37 茶色砂質土層（1面方形堅穴遺構） 褐鉄分が多い。しまり良好。
38 暗茶褐色粘質土層（3面土坑22） 炭化物・土丹粒子を含む。粘性あり。ややしまる。
39 暗茶褐色粘質土層（3面土坑22） 土丹塊を含む。しまりなし。
40 暗茶褐色粘質土層（3面土坑22） 混入物のないしまりのない粘土層。
41 暗茶褐色粘質土層（3面土坑22） 炭化物混入。しまりなし。
42 明茶褐色粘質土層（3面柱穴） 混入物のないしまりのない粘土層。
43 明茶褐色粘質土層（3面柱穴） 炭化物を多く含む。しまりなし。
44 黒茶色粘質土層（3面柱穴） 炭化物を含む。しまりなし。
45 黒褐色粘質土層（4面井戸2） 炭化物・土丹粒子を含む。粘性あり。ややしまる。
46 黒褐色粘質土層（4面井戸2） 木片を含む。しまりなし。
47 黒褐色粘質土層（4面井戸2） 土丹粒子・貝片を含む。
48 黒褐色粘質土層（4面井戸2） 黒色粘土を含む。しまりなし。
49 黒色粘質土層（4面井戸2） 粘性強くしまる。
50 黒褐色粘質土層（4面井戸2） 木片を含む。しまりなし。
51 黒褐色粘質土層（4面井戸2） 炭化物混入。しまりなし。

図34　4面遺構配置図
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掘立柱建物5(図35)
X4 ～ 6・y2 ～ 4グ リ ッ ド

に海抜6.11mで検出された。

建物の東西3間―、南北2間

分(6㎡ )が検出された。心心は

100cm、底部の海抜は5.75 ～

6.03mで28cmの比高差を持つ

が礎板により調整したと想定さ

れる。南北の軸方向はＮ-33°

-Eである。

掘立柱建物6(図35)
X1 ～ 6・y1 ～ 3グ リ ッ ド

に海抜6.11mで検出された。

建物の東西２間―、南北2間

分(8㎡ )が検出された。心心は

200cm、底部の海抜は5.80 ～

5.92mで12cmの比高差を持つ

が礎板により調整可能な数値で

ある。

南北の軸方向はＮ-34°-Eで

ある。

柱穴名 規模cm 深 さ
cm 底部の海抜m 平面形 備考

P14 39×34 36.0	 5.75 隅丸方
形 　

Ｐね 45 × 25
以上	 11.0	 6.03 　 3面の遺構に壊される

Ｐま 40×25	 27.5	 5.84 楕円形 　

Pウ 24×30 26.1	 5.83	 楕円形 　

柱 穴
名 規模cm 深 さ

cm 底部の海抜m 平面形 備考

Ｐさ 45×40 30.8	 5.8 楕円形 　

Ｐふ 35×32 3.0	
5.85、
5.87
(礎板上)

楕円形
Ｐひと切り合う、礎板
18×5.5×3.3　16×
4.9×3.2

Ｐひ 30×40 16.0	
5.82、
5.92
(礎板上)

　 Ｐふと切り合う、礎板
18×10×3.2

Ｐわ 60×45 17.8	
5.80，
5.88
(礎板上)

楕円形 礎板　20×14.3×3.7

掘立柱建物5　N-33°-E

掘立柱建物6　N-34°-E
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掘立柱建物7(図35)
X6 ～ 8・y2 ～ 4グ リ ッ ド

に海抜6.07mで検出された。

建物の東西1間―、南北１間

分(1㎡ )が検出された。心心は

100cm、底部の海抜は5.89 ～

6.01mで12cmの比高差を持つ

が礎板により調整可能な数値で

ある。

南北の軸方向はＮ-36°-Eで

ある。

掘立柱建物8(図35)
X8・y2 ～ 4グリッドに海抜

6.12mで検出された。建物の南

北3間分が検出された。心心は

100cm、底部の海抜は5.95 ～

6.00mで５cmの比高差を持つ。

南北の軸方向はＮ-42°-Eで

ある

井戸２(図３6)
X7 ～ 8・y0 ～ 1グリッドに海抜

6.14mで検出された。当址の北東角

にあたる部分が検出された。調査区

壁際に検出され、危険を伴うため底

部は完堀していない。検出された掘

り方規模は135×120cm、深さは

確認面より114cm、底部の海抜は

5.00mである。当址の中心部分は調

査区外北東にあると想定され、井枠

等の材は検出されなかった。覆土は

上層が黒褐色粘質土で、土丹粒子、

炭化物、木片を含みしまらない。

図36　井戸２

x8・y0
6.2ma a

a’
a’

1
3
46

7

0
4面井戸2
1 黒褐色粘質土 炭化物・土丹粒子を含む。しまりなし。
2 黒褐色粘質土 木片を混入する。しまりなし。
3 黒褐色粘質土 土丹塊・貝片を含む。しまりなし。
4 黒褐色粘質土 黒色粘土を含む。しまりなし。
5 黒色粘土層 混入物のないしまりのない層。
6 黒褐色粘質土層 木片を多く混入する。しまりなし。
7 黒褐色粘質土層 土丹塊を含む。しまりなし。

2m

2

5

図37　井戸２出土遺物

2

1

0 10cm

柱穴名 規模cm 深 さ
cm 底部の海抜m 平面形 備考

Ｐノ 23 × 21
以上 6.7	 5.89	 円形 　

Ｐケ 40×45 15.0	 6.00	 隅丸方
形 Pサ、Pコに切られる

Ｐテ 40×25 11.0	 6.01	 楕円形 　

掘立柱建物7　N-36°-E

柱 穴
名 規模cm 深 さ

cm 底部の海抜m 平面形 備考

Ｐヒ 27×25	 18.6	 6.00	 円形 礎板　10×11.7×5.3

Ｐト 27×25	 16.7	 5.91、
6.01(礎板) 円形 礎板　9×12.3×7

Pセ
30以上
×
30以上

19.3	 5.95	 　 主体は調査区外

掘立柱建物8　N-42°-E
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井戸2出土遺物(図37)
1は白磁の印花文合子の蓋の小片である。胎土は白色を呈し、精緻である。釉調は透明な淡い灰緑色を

呈する。光沢は良好である。釉中に気泡が多く観察される。2は木製品、箸である。全長20cm、太さは

0.5×0.3cmである。

方形土坑３(図38)
X1 ～ 3・Y3 ～ 4グリッドにおいて海抜5.97mで検出された。検出された掘り方規模は南北58cm、東

西148cmで、深さは確認面より11.1cmを測る。覆土は灰黒色粘質土層で木片を多く含み粘性強くしまり

はない。

土坑7(図38)
X4・Y3グリッドにおいて海抜6.17mで検出された。検出された掘り方

規模は南北56cm、東西60cmで、深さは確認面より41cmを測る。覆土は

灰黒色粘質土層で土丹を多く含みしまりはない。

土坑24(図38)
X6 ～ 7・Y1 ～ 2グリッドにおいて海抜6.15mで検出された。検出され

た掘り方規模は南北70cm、東西60cmで深さは確認面より17.4cmを測る。

覆土は黒褐色粘質土層で腐植土、灰色砂を含みしまりはない。

土坑25(図38)
X6 ～ 7・Y0 ～ 1グリッドにおいて海抜6.15mで検出された。検出され

た掘り方規模は南北110cm、東西70cmで深さは確認面より38.1cmを測る。

覆土は黒褐色粘質土層で腐植土を若干含みしまりはない。

土坑24出土遺物（図39）
1 ～ 3は木製品、箸である。１は先端部が欠損しているが２、３は完形

品である。

図38　方形土坑3・土坑7・24・25
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0

4面方形土坑3
 1 灰黒色粘土 木片多く混入。しまりなし。

4面土坑7
 1 灰黒色粘質土層 土丹粒子を含む。しまり弱い。
 2 灰黒色粘質土層 混入物のなし。しまりなし。
 3 灰黒色粘質土層 土丹粒子を含む。しまりなし。
 4 腐植土層 しまりなし。

4面土坑24
 1 黒褐色粘質土層 腐植土若干混入。しまりなし。
 2 黒褐色粘質土層 灰色砂を若干含む。しまりなし。

4面土坑25
 1 黒褐色粘質土層 腐植土若干混入。しまりのない粘土層。
 2 青黒色粘質土層 混入物のないしまりのない層。  

2m

図39　土坑24出土遺物
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柱穴群
掘立柱建物は６軒検出されたが、建物は構築出来ず、面上に検出された柱穴は42口である。以下、下

記に寸法を明記する。

柱穴名 規模 深さ
底部の
海抜

平面形 備考 柱穴名 規模 深さ
底部の
海抜

平面形 備考

P8
33×30
以上

15.0	 5.92
隅丸方
形

礎板
19×13.6×6、
11×21.9×5.9

Pや 　 　 6.2 　
礎板
29×10×4.8

P12 17×35 24.5	 5.76 楕円形 　 Pゆ 　 　 6.02	 　
礎板
7×12.3×5

P13 25×30 13.2	 5.96 楕円形 　 Ｐよ 23×23 3.1	 5.99	 円形 　

Pく		 31×23 34.7	 5.77 楕円形 　 Ｐオ
35 × 33
以上

24.3	 5.90	 　 　

Pけ 40×35 13.0	 5.97 楕円形 　 Ｐカ 25×26 21.5	 5.94	
隅丸方
形

Ｐかに切られる

Ｐこ 30×26 25.1	 5.86 楕円形 　 Ｐキ 30×40 49.5	 5.66	
隅丸方
形

　

Ｐし	 35×30 34.2	 5.77 楕円形 　 Ｐク
45 × 35
以上

21.0	
5.96、
6.01
(礎板上)

　 　

Pせ 38×28 19.8	
5.87、
5.99(礎
板上)

楕円形
礎板
15×9.5×6.2、
13×6×1.9

Ｐコ 25×38 14.2	 5.97	 楕円形
Pサ、Pコに切
られる

Pそ 30×35 27.7	 5.77 楕円形 　 Ｐサ 35×32 19.6	 5.98	
隅丸方
形

Pサに切られる

Ｐた
30×33
以上

15.0	
5.96、
6.07(礎
板上)

楕円形
礎板
13×17×4.3

Ｐシ 28×28 16.3	 5.95	 　 　

Ｐち
25×30
以上

14.5	 5.95 楕円形 　 Ｐス
60以上×
47以上	

10.5	 6.03	 円形 Ｐケに切られる

Ｐて 25×23 11.5	 5.99
隅丸方
形

杭3×4×6 Ｐソ
18以上×
30

15.1	 6.00	 　 主体は調査区外

Ｐな
３ ２ ×
３０

14.0	
5.9２、
5.95(礎
板)

楕円形
礎板
11×21.3×5.4

Ｐタ
25 × 20
以上

20.5	 5.92	 　 Ｐスにきられる

Ｐに
48×34
以上

16.0	 5.85 楕円形 　 Ｐチ
40 × 20
以上

7.6	 6.05	 　 主体は調査区外
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Ｐぬ 24×30 9.8	 6.02 楕円形 　 Ｐツ 40×50 11.0	 6.01	 楕円形 主体は調査区外

Pの 35×36 31.2	 5.79 楕円形 　 Ｐナ 39×30 18.4	 5.91	 楕円形
礎板
9×12.3×7

Pは 30×25 18.8	 5.85 楕円形 　 Ｐ二 28×24 17.4	 5.85	 　 　

Pみ 40×30 10.0	 6.01 　 　 Ｐネ 38×35 18.2	 5.94	
隅丸方
形

礎板
9×8.7×6.6

Pむ 50×50	 15.5	 5.96 　 　 Ｐハ 27×25	 18.6	 6.00	 円形 　

Pめ 25×25 12.0	 5.87 円形 　 Ｐフ 25×25 10.7	
5.71，
5.75
(礎板上)

　
礎板
10×11.7×5.3

4面出土遺物(図40)
1、2はロクロ成形のかわらけの大皿、と小皿である。胎土は淡橙色を呈し、大皿は粉質、小皿は砂粒

が多く含まれるが、共に精良土である。体部はやや開いて真直ぐ立ち上げる。1は灯明皿である。3 ～ 8

は青磁で、3 ～ 7は龍泉窯、8は高麗青磁である。3は無文碗である。胎土は灰白色を呈し、釉調は灰緑色、

光沢は良好である。４、5は劃花文碗である。胎土は灰色を呈し黒色粒子を含み精良である。釉調は透明

な緑茶褐色光沢は良好である。４の内面には無数の横方向の擦過痕が認められる。5は貫入が顕著である。

6は鎬蓮弁文碗の口縁部小片である。胎土は灰色を呈し黒色粒子を含み精緻である。釉調は灰緑色、被災

しており光沢は無い。7は内面底部に陰刻草花文を有する碗である。胎土は灰色を呈し、黒色粒子を多く

含み精緻である。釉調は透明な灰緑色を呈する。器表の貫入は顕著である。８は瓶子の頸部の破片である。

白色土と黒色土の象嵌により頸部を廻る文様を配する。外面には緩い貫入、内面には細かい貫入が顕著で

ある。9～ 11は渥美窯の製品である。9，10は口縁部、11は片口鉢の底部である。９の胎土は灰色を呈し、

長石粒子を多く含み砂質であるが、10は黒灰色を呈し硬質である。11の胎土は白灰色を呈し、小石を若

干含み砂質である。12 ～ 20は研磨痕を有する陶片である。12、16は渥美の甕の体部片、他は常滑の甕

の体部片である。21は土製品、円盤である。かわらけの底部を転用している。22、23は石製品である。

22赤間ヶ石(紫雲石)硯で、頁岩である。側面以外は全面剥離しており全容は不明であるが、側足の付く

方硯である。23は滑石鍋の体部を細長く切り取って転用した加工品である。片面に鑿で長方形を陰刻し

ている。加工途中品であろうか。用途は不明である。24、25は木製品、箸である。遺物は混入品も有る

と思われるが凡その出土状況から13世紀後半期であると想定される。
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図40　4面出土遺物
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古代以前の遺物（図41）
１は相模型甕で内外面ナデ。２は器種を明らかに出来なかった。比較的丁寧な作りで、内外の口縁直下

を明瞭な沈線が巡っている。口唇部にも浅い沈線を観察出来るが、摩耗しており意図して作り出されたも

のかどうかは不明。口径は25cmを超えるものになるかもしれない。３は須恵器高台付坏で湖西窯産。底

部が高台内に突き出る形態になるものと思われる。小片からの復元のため法量には不安がある。４～６は

須恵器甕類ないし壺類の胴部片である。東海地方で生産されたものと思われる。いずれも外面に平行タタ

キ目が残る。

図41　古代以前の遺物
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第五章　まとめ

今回の調査では13世紀中葉～ 14世紀中葉ころまでの4面の生活面が検出された。ほぼ１世紀の間に３

回の造成を行ない連綿と生活を営んでいる様相が確認された。本調査地点は若宮大路の170m西側という

至近距離にあり当該期にはその影響下にあったものと予想されたが、本遺跡地に検出された初期の段階の

遺構群は軸方向が若宮大路の南北軸方向と異なり、４面後期以後、若宮大路の軸線と同方向を示して検出

された。この辺りから若宮大路に沿った地割りが明確になったものと想定される。出土遺物は整理箱13

箱でその70％がかわらけでその主体を占めた。古代以前では遺構の検出はないものの若干の遺物が出土

している。その中に相模型甕、湖西産の高台付坏などが出土している。第２章で述べたとおり、本調査地

点の近隣に所在する図1−10地点からは平行期の遺構が検出されており、また、当該期には500mほど

の場所に鎌倉群家が存在する。造成土に混入して搬入されたものと思われる。

以下、中世第4面の旧い時代から遺跡の変遷をまとめる。　

中世４面
柱穴群が調査区全体に展開している。北東角に井戸が1基検出されたことから建物の表面が東側にはな

らないと思われる。若宮大路周辺の屋敷地は若宮大路に向かって門を開らかないといわれており、当遺跡

地もまた、検出遺構の様相から本調査地点の東方向を走っている若宮大路に背を向けていたと想定される。

出土遺物から13世紀中葉から後半期の様相である。掘立柱建物は６軒検出された。掘立柱建物3 ～ 6の

４軒は並存するものではなく建て替えの痕跡と考えられる。柱間から推察すると心心７間の掘立柱建物４

が初見と予想され、また、切り合い関係から掘立柱建物３が最終末の建物となると思われる。掘立柱建物

４と並存出来得る可能性があるのは掘立柱建物７、もしくは掘立柱建物８であるが、建物の軸方向から建

物7と並存すると推定される。規模から考えて母屋と作事場といった関係であろうか。また、最後に構築

された掘立柱建物３のみが若宮大路の軸方向と同方向を示し、それ以前の建物は同方向を示さない。門を

開いた方向にある道筋等の基軸線に基づいた構築であったろうとおもわれる。最末期の掘立柱建物３以降

からは方向軸を若宮大路に沿った地割りに基づくものに変えたのであると想定される。

　

中世３面
調査区中央に井戸が掘られ、井戸を囲むように建物群が検出された。また、それを境として、東側と西

側では様相を異にする。２面時に構築された掘り込の深い遺構により該期の遺構群が大きく撹乱を受けた

ことを鑑みても明らかに土地の使用法に変化が見られる。調査区全体に拡がりを見せた柱穴群は東側、す

なわち若宮大路側に集中し頻繁な建て替えをした様相である。検出された掘立柱建物２、方形竪穴１等の

大型建物群の軸方向は若宮大路と軸方向が合うが、溝群は若宮大路とは軸線が異なっている。これはこの

溝群が区画溝等の地割りに関係するものではなく溜め水や、排水のために掘られたからだと考えられる。

西側は4面時に居住空間であった場所に土坑が掘られ柱穴がやや希薄となり、また建て替えた痕跡がさほ

どみられない。柱穴群は調査西壁よりに検出され、建物域が西方向になる様相を示し、調査地点内の中心

部から西寄りにかけては徐々に空間的様相に変わってゆく。出土遺物から13世紀後半～末葉の年代に比

定される。
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中世２面
3面時の居住空間は東側には依然として遺存し、西側は調査区外に移動したようで建物域はなく閑散と

した様相を呈する。また、東側の建物は3面時のような頻繁な建て替えの様相はなく西側から土坑群が建

物域を壊して展開してゆく様相である。建物の軸方向は若宮大路と同軸方向を示し整然とした様相を呈す

る。出土遺物から13世紀末～１４世紀前葉と想定される。

中世１面
調査区内の柱穴群は２面時に比べ調査区北壁際、及び南壁際に検出され、遺構群の主体は調査区外北、

及び南になり本遺跡地内は屋敷地内の空間地帯へと大きく変化し、土地の様相は一変するが、柱穴群の検

出状況から軸方向等は２面時を踏襲していると思われる。柱穴群は小さく、建物がかなり小規模となって

ゆく様相を呈する。出土遺物からは14世紀中葉の様相である。

本遺跡地は鎌倉の基幹をなす若宮大路の至近距離にあるという地理上の視点から御家人の屋敷地の一角

に当たると想定される。本調査地点の検出遺構の様相からは所従、下人クラスの居住空間であると考えら

れる。この遺跡の最盛期は４面に相当する13世紀中葉～後半期で、この時期は鎌倉が政権都市として確

立してゆく時期である。4面時の画期はまさにそうしたものの一環であったろうと思われる。また、中世

1面時は鎌倉幕府滅亡前後という激変の世相である。本調査地点は若宮大路沿いといえるほどの近隣に所

在しまた、遺跡地内には若干炭化層も検出されていることから戦火を被ったことは想像に難くない。
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図 番号 層位 遺構 遺物名 口径
/長さ

底径
/幅

器高
/厚さ 胎土 色調 成形 備考

８ 1 １面 土坑１ かわらけ ７．２ ４．７ ２．３
淡橙色/黒色粒多く、赤褐色
粒・泥岩粒・雲母を含む。
精良

器表は灰橙色 ロクロ 灯明皿

８ 2 １面 土坑２ かわらけ （１２．６） ８．１ ３．４ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
雲母を含む ロクロ 灯明皿

８ 3 １面 土坑２ かわらけ （１０．６） ６．０ ３．１ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
雲母を含む。精良 器表は灰橙色 ロクロ

８ 4 １面 土坑２ かわらけ ８．０ ５．１ １．８ 黄橙色/黒色粒・赤褐色粒・
泥岩粒を含む ロクロ 灯明皿

８ 5 １面 方形土坑２ かわらけ （８．２） ５．６ １．９ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
泥岩粒を含む ロクロ

９ 1 表土層 かわらけ （１２．８） ８．０ ３．１ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
泥岩粒を含む ロクロ 側面に∅0.6ｃｍの

貫通孔が有る

９ 2 表土層 かわらけ １１．２ ６．９ ３．１ 白褐色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒を含む。精良 器表は灰橙色 ロクロ

９ 3 表土層 かわらけ ７．６ ４．８ １．８ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白針・雲母を含む ロクロ

９ 4 表土層 かわらけ （７．６） ４．５ ２．５
橙色/輝粒が多く、黒色粒・
赤褐色粒・雲母・白針を含
む

ロクロ 灯明皿　遺存部内面
全体に油煙痕

９ 5 表土層 白磁	
口兀皿 口縁部小片 白色／精良 薄い透明釉

９ 6 表土層 常滑窯	
片口鉢Ⅱ類 底部小片 褐灰色／小石粒多く、白色粒・

赤褐色粒・白針を含む 黄橙色 砂底

９ 7 表土層 研磨製品 ３．８ ６．８ １．０ 灰褐色／白色粒多く緻密 赤褐色 常滑甕胴部片転用

９ 8 表土層 瓦質手焙り 口縁部小片 灰桃色/黒色粒・赤褐色粒・
雲母・白針を含む 赤橙色 鉢型。外側面火を受

けたか荒れる

９ 9 表土層 土製品	
円盤 ５．８ ６．８ ０．９５ 橙色/黒色粒・赤褐色粒・雲

母・白針を含む 橙色 かわらけ底部転用

９ 10 撹乱 かわらけ ７．８ ５．６ ２．１
淡橙色/赤褐色粒多く、黒色
粒・泥岩粒・白色粒・白針
を含む

黄橙色 ロクロ

９ 11 撹乱 かわらけ （７．６） ６・１ １．６ 白褐色/白色粒を含む。 ロクロ

９ 12 撹乱 かわらけ ７．２ ４．８ １．４ 白褐色/泥岩粒・白色粒・白
針を含む。 ロクロ

９ 13 撹乱 瀬戸窯	
卸皿 口縁部小片 黄灰色／精良

薄い黄緑色の
灰釉で透明度

がある
釉は刷毛塗り

９ 14 撹乱 瀬戸窯	
入子 ( ７．５） 灰色 灰色 輪花型。内面に降灰

９ 15 撹乱 瓦	
平瓦 （７．６）（６．６） １．７ 灰白色／小石粒多く砂っぽ

い。 灰白色 両面に離れ砂

９ 16 試掘坑 かわらけ ８．０ ５．８ １．９
白褐色/赤褐色粒多く、黒色
粒・泥岩粒・白色粒・白針
を含む

ロクロ

９ 17 試掘坑 かわらけ （７．９）（４．２） １．９ 橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
雲母・白針を含む ロクロ

９ 18 試掘坑
龍泉窯	
青磁	

鎬蓮弁文碗
（３．０） 灰白色／黒色粒が多い 青緑色

高台畳付は無釉。釉
は厚い。器表に緩い
貫入

９ 19 試掘坑 常滑窯	
甕 （１３．７） 灰色／白色粒・小石粒を含

む 赤褐色
遺 存 部 内 面 一 面
に 黄 緑 色 の 降 灰	
砂底

９ 20 試掘坑 研磨製品 （１１．４）（５．０）（１．２） 灰褐色／白色粒多く緻密 橙赤色 常滑甕胴部転用

９ 21 試掘坑 銭	
文久永宝 ２．６ ２．６ 初鋳年１８６３年　

背文（波文）

９ 22 試掘坑 木製品	
織具 [ ７．１] [ ４．０] １．１ 手押木？

９ 23 試掘坑 木製品	
箸 ２５．７ ０．７ ０．４

９ 24 試掘坑 木製品	
箸 ２５．０ ０．８ ０．５

１０ 1 １面 かわらけ （１３．６）（８．８） ３．９ 淡橙色/赤褐色粒多く、黒色
粒を含む。精良 ロクロ

１０ 2 １面 かわらけ １３．６ ８．２ ３．６ 淡橙色/黒砂・赤褐色粒・白
色粒を含む。精良 ロクロ 灯明皿

単位cm　（復元値）　[残存値]　単位cm　（復元値）　[残存値]
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図 番号 層位 遺構 遺物名 口径
/長さ

底径
/幅

器高
/厚さ 胎土 色調 成形 備考

１０ 3 １面 かわらけ （１３．６）（８．５） ３．６ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒を含む。精良 ロクロ

１０ 4 １面 かわらけ （１３．８）（８．１） ３．５ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒を含む。精良 ロクロ

１０ 5 １面 かわらけ １３．４ ７．６ ３．７ 淡橙色/赤褐色粒多く、黒色
粒を含む。精良 ロクロ

１０ 6 １面 かわらけ （１２．８）（８．０） ３．９ 淡橙色/赤褐色粒多く、黒色
粒・雲母を含む。精良 器表は灰橙色 ロクロ

１０ 7 １面 かわらけ １３．２ ７．８ ３．４ 淡橙色/赤褐色粒多く、黒色
粒・雲母を含む ロクロ

１０ 8 １面 かわらけ （１２．５） ７．３ ３．１５ 白橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・白針を含む。精良 ロクロ

１０ 9 １面 かわらけ １２．８ ８．６ ３．２ 白橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白針・雲母を含む ロクロ

１０ 10 １面 かわらけ １２．４ ８．１ ３．４ 白橙色/黒色粒・泥岩粒・赤
褐色粒・白針・雲母を含む ロクロ

１０ 11 １面 かわらけ （１２．８）（８．１） ３．６ 白橙色/黒砂・泥岩粒・雲母
を含む ロクロ

１０ 12 １面 かわらけ １２．２ ７．２ ３．３ 白橙色/泥岩粒多く、黒色粒・
赤褐色粒・雲母を含む ロクロ

１０ 13 １面 かわらけ １０．４ ６．２ ３．１ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
雲母を含む。精良 器表は灰橙色 ロクロ

１０ 14 １面 かわらけ １０．８ ６．４ ３．１
黄橙色/赤褐色粒多く、黒色
粒・白針・雲母を含む。精
良

ロクロ

１０ 15 １面 かわらけ １１．３ ６．４ ３．２
橙色/泥岩粒多く、黒色粒・
赤褐色粒・白針・雲母を含
む

ロクロ

１０ 16 １面 かわらけ １０．３ ５．７ ２．８ 橙色/泥岩粒多く、黒色粒・
赤褐色粒・白色粒を含む ロクロ

１０ 17 １面 かわらけ （１１．６）（７．０） ３．４ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・雲母を含む。精良 器表は灰橙色 ロクロ 灯明皿

１０ 18 １面 かわらけ １０．２ ５．６ ２．９
黄橙色/赤褐色粒・黒色粒・
泥岩粒・白色粒・雲母を含む。
精良

ロクロ

１０ 19 １面 かわらけ （１１．０）（７．０） ３．２ 淡橙色/赤褐色粒多く、黒色
粒・雲母を含む。精良 ロクロ

１０ 20 １面 かわらけ （１０．８）（６．０） ３．１ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白針・雲母を含む。精良 ロクロ

１０ 21 １面 かわらけ （１０．８）（６．５） ３．０ 橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
雲母を含む。精良 ロクロ

１０ 22 １面 かわらけ （１０．４）（７．２） ３．０ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白針・雲母を含む ロクロ

１０ 23 １面 かわらけ （８．０） ５．３ １．８ 白橙色/黒色粒・赤褐色粒・
泥岩粒・雲母を含む ロクロ

１０ 24 １面 かわらけ （７．８） ５．４ １．６ 白橙色/黒色粒・赤褐色粒・
泥岩粒を含む ロクロ

１０ 25 １面 かわらけ （７．６）（５．９） １．７ 白橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・白針・雲母を含む ロクロ

１０ 26 １面 かわらけ （７．４）（６．０） １．９ 橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
白色粒・白針を含む ロクロ

１０ 27 １面 かわらけ （７．６）（５．８） １．７ 白橙色/黒色粒・赤褐色粒・
泥岩粒・白針を含む ロクロ

１０ 28 １面 かわらけ （８．３）（５．５）（１．７） 橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
白色粒を含む ロクロ

１０ 29 １面 かわらけ （７．８） ５．０ １・８ 白橙色/黒砂・赤褐色粒・白
針・雲母を含む ロクロ

１０ 30 １面 かわらけ （７．８）（５．５） １．８ 白橙色/赤褐色粒多く、黒砂・
泥岩粒・白針・雲母を含む ロクロ

１０ 31 １面 かわらけ ７．６ ５．８ １．６ 白橙色/黒砂・赤褐色粒・白
針・雲母を含む ロクロ

１０ 32 １面 かわらけ （７．８）（６．０） １．４ 黄橙色/黒砂・赤褐色粒を含
む。精良 ロクロ

１０ 33 １面 かわらけ （７．８）（５．２） １．９ 白橙色/黒砂・赤褐色粒・泥
岩粒・白針を含む。 ロクロ

１０ 34 １面 かわらけ （７．６）（５．０） ２．０ 黄橙色/黒砂・赤褐色粒・泥
岩粒・白針を含む。 ロクロ
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１０ 35 １面 かわらけ （７．８）（６．０） １．６ 白橙色/黒砂・赤褐色粒・雲
母を含む。精良 ロクロ

１０ 36 １面 かわらけ （７．９）（５．５） １．９ 黄橙色/黒砂・赤褐色粒・泥
岩粒を含む。 ロクロ

１０ 37 １面 かわらけ （７．４） ４．５ ２．１ 淡橙色/赤褐色粒多く、黒砂・
雲母を含む ロクロ

１０ 38 １面 かわらけ （６．８）（５．０） ２．２ 淡橙色/黒砂・赤褐色粒・雲
母を含む。精良 ロクロ

１０ 39 １面
龍泉窯	
青磁	

鎬蓮弁文碗
口縁部小片 黄灰色／精良 透明な	

緑茶褐色 釉は薄い　緩く貫入

１０ 40 １面
龍泉窯	
青磁	

鎬蓮弁文碗
口縁部小片 灰色／精良 青緑色 器壁薄い 釉は厚くやや濁る

１０ 41 １面 常滑窯	
片口鉢Ⅰ類（３３．２） 灰色／白色粒多く、砂質 灰色 口縁上部に沈線 5型式

１０ 42 １面 常滑窯	
甕 口縁部小片 灰褐色／白色粒・小石粒を

含む 緑褐色 ６a型式

１０ 43 １面 常滑窯	
片口鉢Ⅱ類 底部小片 灰色／白色粒多く、小石粒

を含む 灰橙色 磨滅が強いが内底面
周囲は磨滅が少ない

１０ 44 １面 研磨製品 ７．６ ７．０ １．０ 灰色／白色粒多く、砂質 灰緑色 常滑甕胴部転用

１０ 45 １面 研磨製品 ４．８ ８．２ ０．９ 灰色／白色粒多く、砂質 黄橙色 常滑甕胴部転用

１０ 46 １面 研磨製品 ５．９ ６．６ １．３ 灰色／黒色粒多い 茶褐色 常滑甕胴部転用

１０ 47 １面 研磨製品 ３．８ ５．２ １．０ 黄灰色 黄灰色 常滑片口鉢Ⅰ類胴部
片転用

１０ 48 １面 研磨製品 ４．７ ４．９ １．０ 黄灰色／白色粒多く、やや
砂質 茶灰色 常滑甕胴部片転用

１０ 49 １面 瓦質手焙り 口縁部小片 灰橙色／白色粒多く、砂質 灰橙色 胴部に貫通孔有り

１０ 50 １面 白かわらけ （４．６） 灰白色／白色粒を含み、精
良 灰白色 ロクロ

１０ 51 １面 土製品	
円盤 ４．５ ４．３ ０．８ 橙色/黒砂・赤褐色粒・白粒

を含む 橙色 ロクロ かわらけ底部を打欠
け転用。

１０ 52 １面 土製品	
円盤 ４．６ ４．３ １．０ 淡橙色/黒砂・赤褐色粒・白

色粒・泥岩粒・雲母を含む 淡橙色 ロクロ かわらけ底部を打欠
け転用。

１０ 53 １面 銭	
熈寧元寶 ２．５ ２．５ 初鋳年　北宋

１０６８年　真書

１０ 54 １面 銭	
元祐通寶 ２．４ ２．４　 初鋳年　北宋

１０８６年　行書

１５ 1 ２面 方形土坑１ かわらけ ７．９ ５．５ １．７
白褐色を呈する色/黒砂・赤
褐色粒・白針・雲母・石粒
をを含む

白褐色 ロクロ 灯明皿

１５ 2 ２面 方形土坑1 渥美窯	
壺 底部に近い胴部小片 灰色／白色粒を多く含み、

精良焼締まる 黒色～灰緑色 外側面ヘラ調整

１５ 3 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （１２．６）（８．２） ３．７ 淡橙色/赤褐色粒多く、黒砂・・

白色粒・白針を含む。 ロクロ

１５ 4 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （１２．４）（８．８） ３．３ 橙色/黒砂・赤褐色粒・白色

粒・泥岩粒・雲母を含む ロクロ

１５ 5 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ １２．０ ７．７ ３．５ 白褐色/黒砂・赤褐色粒・泥

岩粒・白針・雲母を含む ロクロ 灯明皿

１５ 6 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （１３．４）（８．４） ３．９ 白褐色/黒砂・赤褐色粒・白

色粒を含む精良 ロクロ

１５ 7 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （１２．４）（８．６） ３．５ 橙色/泥岩粒多く、黒砂・赤

褐色粒・白針を含む ロクロ 灯明皿

１５ 8 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （１２．４）（７．８） ２．９ 橙色/黒砂・赤褐色粒・白色

粒・白針を含む ロクロ

１５ 9 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （１２．６）（７．８） ３．８ 白褐色/赤褐色粒多く、黒砂・・

白色を含む　精良 ロクロ

１５ 10 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （８．２）（７．０） １．９ 白褐色/泥岩粒多く、黒砂・

赤褐色粒を含む ロクロ

１５ 11 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （８．４）（５．９） １．８ 白褐色/黒砂・赤褐色粒・白

色粒・白針・雲母を含む ロクロ

１５ 12 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （７．８）（６．４） １．７ 白褐色/白色粒、黒砂多く、

赤褐色粒を含む ロクロ 胎芯黒

１５ 13 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （７．８）（６．３） １．７ 淡橙色/赤褐色粒多く、黒砂・

白色粒を含む ロクロ
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１５ 14 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （７．８）（５．６） １．５ 濃橙色/黒砂・赤褐色粒・白

色粒・雲母を含む。精良 ロクロ

１５ 15 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ ７．６ ６．１ １．８ 淡橙色/黒砂・赤褐色粒・白

色粒・雲母を含む ロクロ

１５ 16 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （８．４）（７．０） １．５ 淡橙色/黒砂・赤褐色粒・白

色粒・泥岩粒・雲母を含む ロクロ

１５ 17 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （７．８）（６．０） １．６ 淡橙色/黒砂・赤褐色粒・白

色粒・白針・雲母を含む ロクロ

１５ 18 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （７．８）（５．６） １．５ 淡橙色/黒砂・赤褐色粒・白

色粒・泥岩粒・雲母を含む ロクロ 灯明皿

１５ 19 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （７．８）（５．４） １．７ 白褐色/赤褐色粒多く、黒砂・

白針・雲母・石粒を含む ロクロ

１５ 20 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （７．８）（５．３） １．８ 白褐色/黒砂・赤褐色粒・白

色粒・泥岩粒・雲母を含む ロクロ

１５ 21 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ ７．６ ５．５ １．７ 淡橙色/黒砂・赤褐色粒・白

色粒・泥岩粒・雲母を含む ロクロ 灯明皿

１５ 22 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ ７．２ ５．０ １．５ 色/黒砂・赤褐色粒・白色粒・

泥岩粒・雲母を含む ロクロ

１５ 23 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ ７．０ ５．３ １．２ 淡橙色/黒砂・赤褐色粒・白

色粒・泥岩粒・雲母を含む ロクロ

１５ 24 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （７．８）（５．５） １．７ 白褐色/黒砂・赤褐色粒・白

色粒・雲母を含む。精良 器表は灰橙色 ロクロ

１５ 25 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （７．８）（５．８） ２．３ 淡橙色/赤褐色粒多く、黒砂・

白色粒・雲母を含む。精良 ロクロ

１５ 26 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （７．８） ４．９ ２．４ 淡橙色/赤褐色粒多く、黒砂・

白色粒・雲母を含む。精良 ロクロ 灯明皿

１５ 27 ２面 方形土坑１
＋土坑３ かわらけ （７．６）（６．０） ２．２ 淡橙色/赤褐色粒多く、黒砂・

白色粒・雲母を含む。精良 ロクロ

１５ 28 ２面 方形土坑１
＋土坑３

龍泉窯	
青磁	

鎬蓮弁文碗
（１５．５） 灰色／黒色粒含み、精良 透明な灰緑色 器壁薄く釉厚い

１５ 29 ２面 方形土坑１
＋土坑３

常滑窯	
甕 口縁部小片 灰色／白色粒多い 茶灰色 第5型式

１５ 30 ２面 方形土坑１
＋土坑３ 研磨製品 ７．０ ６．５ １．４ 灰色／白色粒含む。焼締ま

る 灰白釉 常滑胴部片転用

１５ 31 ２面 方形土坑１
＋土坑３ 研磨製品 １１．６ ６．０ １．３～

２．１
灰色／白色粒含む。やや砂
質 淡橙色 常滑甕底部を含む小

片転用

１５ 32 ２面 方形土坑１
＋土坑３ 研磨製品 １０．３ ６．０ １．０ 灰色／白色粒含む 茶褐色 常滑甕胴部片転用

１５ 33 ２面 方形土坑１
＋土坑３ 研磨製品 ６．０ ９．５ １．０ 灰色／白色粒含む。焼締ま

る 灰褐色 常滑甕胴部片転用

１５ 34 ２面 方形土坑１
＋土坑３ 研磨製品 ６．２ ４．４ １．１ 灰褐色／白色粒含む。焼締

まる 赤褐色 常滑甕胴部片転用

１５ 35 ２面 方形土坑１
＋土坑３ 研磨製品 ６．２ ６．０ １．４ 灰色／白色粒含む。焼締ま

る 赤褐色 常滑甕胴部片転用

１５ 36 ２面 方形土坑１
＋土坑３ 研磨製品 ７．８ １１．３ １．１ 灰色／白色粒含む。焼締ま

る 灰色 常滑甕胴部片転用

１６ 1 ２面 方形土坑１
＋土坑３

瓦	
平瓦 [ ８．３] [ ４．０] １．９ 黒灰色／白色粒多く、焼締

まる 暗灰色

１６ 2 ２面 方形土坑１
＋土坑３

銭	
至和元宝 ２．４ ２．４ 初鋳年　北宋

１０５４年　篆書

１６ 3 ２面 方形土坑１
＋土坑３

石製品	
砥石 [ ９．２] ［４．２］［３．６］ 灰色 産地不明中砥　凝灰

岩

１６ 4 ２面 方形土坑１
＋土坑３

漆製品	
椀 胴部小片 内外面に赤色漆の三

つ巴スタンプ文

１６ 5 ２面 土坑４ 研磨製品 ７．９ ７．２ １．３ 暗灰色／白色粒含むが少量 灰緑色 常滑甕胴部片転用

１６ 6 ２面 土坑４ 研磨製品 ６．９ １１．０ １．３ 灰色／白色粒含むが少量 暗灰色 常滑甕胴部片転用

１６ 7 ２面 土坑１０ 常滑窯	
甕 口縁部小片 暗灰色／黒色粒・白色粒含

む 茶褐色 3型式

１６ 8 ２面 土坑１０ 常滑窯	
片口鉢Ⅱ類 底部小片 橙色／白色粒を含む 赤橙色

１６ 9 ２面 土坑１１ かわらけ （８．３） （７．
１５） （１．５） 橙色/黒砂・赤褐色粒・白色

粒を含む ロクロ

１６ 10 ２面 土坑１１ 鉄製品	
釘 [ ５．２] ０．９ ０．９
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１６ 11 ２面 土坑１２ かわらけ （８．１）（７．０）（１．４） 淡橙色/黒砂・赤褐色粒・白
色粒・白針を含む ロクロ

１６ 12 ２面 土坑１３ かわらけ １２．６ ８．２ ３．５ 橙色/赤褐色粒多く黒砂・白
色粒・泥岩粒を含む ロクロ

１６ 13 ２面 土坑１３ かわらけ （８．０）（５．９） １．７ 淡橙色/黒砂・赤褐色粒・白
色粒・白針を含む ロクロ

１６ 14 ２面 土坑１４ かわらけ （１２．２）（７．９） ３．２ 橙色/黒砂・赤褐色粒・白色
粒・白針を含む ロクロ 灯明皿

１６ 15 ２面 土坑１４ かわらけ １０．６ ６．１ ３．２ 淡橙色/黒砂・赤褐色粒・雲
母を含む。精良 器表は灰橙色 ロクロ 灯明皿

１６ 16 ２面 土坑１４ かわらけ （７．８）（５．０） １．９
白褐色/小石多く、黒砂・赤
褐色粒・白色粒・泥岩粒・
雲母を含む

ロクロ

１６ 17 ２面 土坑１４
青白磁	
印花文	
合子蓋

（６．９）（４・５）（１．８） 白色／精良 水青色釉

合わせ口外面は
釉を削り無釉。
内面は天井部に
釉が残るが他は

露胎

菊花文

１６ 18 ２面 土坑１４ 常滑窯	
片口鉢Ⅰ類 口縁部小片 暗灰色／白色粒多く、砂質 暗灰色 ６a型式

１６ 19 ２面 土坑１４ 常滑窯	
片口鉢Ⅰ類 口縁部小片 灰色／白色粒・小石粒多く、

砂質 灰色 ６a型式

１６ 20 ２面 土坑１４ 常滑窯	
片口鉢Ⅰ類 底部小片 灰色／白色粒・小石粒多く、

砂質 灰色 内面は火を受けた痕
跡あり

１６ 21 ２面 土坑１４ 南部系	
山茶碗 底部小片 赤褐色／白色粒・白針を含

む にぶい赤褐色
尾張型か5型式(12
ｃ中～１３ｃ初)。	
生焼け

１６ 22 ２面 土坑１４ 研磨製品 ８．５ ８．５ １．５ 黄灰色／白色粒・小石粒を
含む 黄灰色 常滑片口鉢Ⅱ類底部

を含む小片転用

１６ 23 ２面 土坑１４ 研磨製品 ５．８ ７．５ １．１ 暗灰色／黒色粒・白色粒を
含む 灰色 常滑甕胴部片転用

１７ 1 ２面 かわらけ （１２．２） ７．０ ３．０ 白褐色/黒砂・赤褐色粒・白
色粒・白針を含む ロクロ

１７ 2 ２面 かわらけ １２．２ ８．９ ３．３ 白褐色/黒砂・赤褐色粒・白
色粒・白針を含む ロクロ

１７ 3 ２面 かわらけ （１１．９）（６．７） ３．２ 白褐色/黒砂・赤褐色粒・白
色粒・白針を含む ロクロ

１７ 4 ２面 かわらけ （１１．８） ８．０ ３．２ 淡橙色/黒砂・赤褐色粒・白
色粒・白針を含む ロクロ

１７ 5 ２面 かわらけ （１１．６）（７．６） ３．０ 淡橙色/黒砂・赤褐色粒・白
色粒・白針を含む ロクロ

１７ 6 ２面 かわらけ （１３．８）（８．８） ３．４ 淡橙色/赤褐色粒多く、黒砂・
白色粒・白針を含む。精良 ロクロ

１７ 7 ２面 かわらけ （１２．９）（８．２） ３．０
淡橙色/泥岩粒多く、黒砂・
赤褐色粒・白色粒・白針を
含む

ロクロ

１７ 8 ２面 かわらけ １２．４ ７．４ ３．５ 橙色/白針多く、黒砂・赤褐
色粒・白色粒を含む ロクロ

１７ 9 ２面 かわらけ １２．６ ７．９ ３．２ 白褐色/黒砂・赤褐色粒・白
色粒・白針を含む ロクロ

１７ 10 ２面 かわらけ （１２．８）（８．４） ３．５ 橙色/赤褐色粒・泥岩粒多く、
黒砂・白色粒を含む ロクロ

１７ 11 ２面 かわらけ （１１．４）（８．０） ３．７ 橙色/黒砂・赤褐色粒・泥岩
粒・白色粒・白針を含む ロクロ

１７ 12 ２面 かわらけ （１１．８）（８．０） ２．７ 橙色/黒砂・赤褐色粒・白色
粒・白針を含む ロクロ

１７ 13 ２面 かわらけ １２．２ ８．１ ３．３ 橙色/黒砂・赤褐色粒・白色
粒・白針を含む ロクロ 灯明皿

１７ 14 ２面 かわらけ ７．８ ５．６ １．９ 白褐色/黒砂・白色粒・白針
を含む ロクロ

１７ 15 ２面 かわらけ （９．２）（７．０） １．７ 白褐色/黒砂・赤褐色粒・白
色粒・白針を含む ロクロ

１７ 16 ２面 かわらけ （７．６）（５．５） １．７ 橙色/赤褐色粒多く、黒色・
白色粒・白針を含む ロクロ

１７ 17 ２面 かわらけ ７．６ ５．１ １．６ 橙色/赤褐色粒多く、黒色・
白色粒・白針を含む ロクロ 灯明皿

１７ 18 ２面 かわらけ （７．４）（６．１） ２．１ 橙色/赤褐色粒多く、黒色・
白色粒・白針を含む ロクロ
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１７ 19 ２面 かわらけ ７．８ ３．１ １．５ 橙色/赤褐色粒多く、黒色・
白色粒・白針を含む ロクロ

１７ 20 ２面 かわらけ （７．８） ５．９ １．６ 橙色/赤褐色粒多く、黒色・
白色粒・白針を含む ロクロ

１７ 21 ２面 かわらけ ７．６ ４．８ １．８ 橙色/赤褐色粒多く、黒色・
白色粒・白針を含む ロクロ

１７ 22 ２面 かわらけ ７．６ ４．９ １．６ 橙色/赤褐色粒多く、黒色・
白色粒・白針を含む ロクロ

１７ 23 ２面 かわらけ ７．６ ５．３ １．６ 橙色/赤褐色粒多く、黒色・
白色粒・白針を含む ロクロ

１７ 24 ２面 かわらけ （７．６）（５．５） １．９ 白褐色/黒砂・泥岩粒・白色
粒・白針・雲母を含む ロクロ

１７ 25 ２面 かわらけ （７．４）（５．８） １．５ 白褐色/赤褐色粒多く、黒色・
白色粒・雲母を含む ロクロ

１７ 26 ２面 かわらけ （８．０）（６．５） １．６ 白褐色/黒砂・泥岩粒・白色
粒・白針を含む ロクロ

１７ 27 ２面 かわらけ ７．８ ６．３ １．４ 橙色/黒砂・赤褐色粒・泥岩
粒・白色粒・白針を含む ロクロ

１７ 28 ２面 かわらけ ７．６ ５．８ １．５ 白褐色/黒砂・泥岩粒・白色
粒を含む ロクロ

１７ 29 ２面 かわらけ ７．２ ５．５ １．９ 白褐色/黒砂・赤褐色粒・泥
岩粒・白色粒・白針を含む ロクロ

１７ 30 ２面 かわらけ （７．８）（５．４） １．７ 淡橙色/黒砂・赤褐色粒・白
色粒・白針を含む。精良 ロクロ

１７ 31 ２面 かわらけ （７．４）（５．０） １．７ 白褐色/黒砂・赤褐色粒・白
色粒・白針・雲母を含む ロクロ

１７ 32 ２面 かわらけ （７．６） ４．９ １．９ 白褐色/泥岩粒多く、黒砂・
白色粒・雲母を含む ロクロ

１７ 33 ２面 かわらけ ７．６ ５．２ １．９ 淡橙色/黒砂・赤褐色粒・白
色粒・雲母を含む ロクロ

１７ 34 ２面 かわらけ ７．８ ５．０ １．８ 白褐色/黒砂・赤褐色粒・白
色粒・白針・雲母を含む ロクロ

１７ 35 ２面 かわらけ （８．０）（４．８） １．８ 橙色/黒砂・赤褐色粒・白色
粒・白針・雲母を含む ロクロ

１７ 36 ２面 かわらけ （７．８）（５．９） １．６ 白褐色/黒砂・泥岩粒・白色
粒・雲母を含む ロクロ

１７ 37 ２面 かわらけ （７．８）（５．６） １．７ 白褐色/黒砂・赤褐色粒・泥
岩粒・白色粒を含む ロクロ 灯明皿

１７ 38 ２面 かわらけ ７．８ ４．６ ２．２ 白褐色/黒砂・泥岩粒・白色
粒・白針を含む ロクロ

１７ 39 ２面 かわらけ （７．０）（４．５） １．６ 白褐色/黒砂・・泥岩粒・白
色粒・白針を含む ロクロ

１７ 40 ２面 かわらけ ７．６ ５．６ ２．４ 橙色/黒砂・赤褐色粒・白色
粒・白針を含む。精良 ロクロ

１７ 41 ２面 かわらけ ７．６ ５．７ ２．４ 橙色/黒砂・赤褐色粒・白色
粒・白針を含む。精良 ロクロ

１７ 42 ２面 かわらけ ４．２ ３．５ ７．５ 白褐色/、黒砂・赤褐色粒・
白色粒・雲母を含む。精良 ロクロ 内折れミニかわらけ

１７ 43 ２面
龍泉窯	
青磁	

劃花文碗
口縁部小片 白色／黒色粒を含む。精良 灰緑色

１７ 44 ２面
龍泉窯	
青磁	

鎬蓮弁文碗
（１６．０） 灰色／黒色粒を含む。精良 灰緑色 内面に文様あり

１７ 45 ２面

龍泉窯	
青磁	

蓮弁文折縁
皿

口縁部小片 灰白色／黒色粒を含む。精
良 灰緑色

口縁端部は上に
引き上げられて

いる

内面蓮弁文、外面無
文

１７ 46 ２面 白磁	
口兀皿 口縁部小片 白色／精良。やや砂質 薄い透明釉

１７ 47 ２面 白磁	
口兀皿 （１１．０） 白色／黒色粒を含む。精良 薄い透明釉

１７ 48 ２面 白磁	
口兀皿 底部小片 白色／黒色粒を含む。精良 薄い透明釉

１７ 49 ２面 青白磁	
梅瓶 胴部小片 白色／黒色粒を含む。精良

水青色釉。内
面は薄い透明

釉
外面一部が黒く変色
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１７ 50 ２面 青白磁	
梅瓶 胴部小片 白色／黒色粒を含む。精良

水青色釉。内
面は薄い透明

釉

１７ 51 ２面 青白磁	
梅瓶 胴部小片 白色／黒色粒を含む。精良

水青色釉。内
面は薄い透明

釉

１７ 52 ２面 青白磁	
梅瓶 胴部小片 白色／黒色粒を含む。精良

水青色釉。内
面は薄い透明

釉

１７ 53 ２面
青白磁	
印花文	
合子蓋

（７．２） １．５ 白色／精良 水青色釉
合わせ口外面は
釉を削り無釉。

内面は無釉

釉薄く牡丹文で幅の
広い輪花型

１７ 54 ２面
青白磁	
印花文	
合子蓋

蓋小片 白色／黒色粒を含む。精良

水青色釉だが
釉変して黒ゴ
マ状の点にな

っている

合わせ口外面は
釉を削り無釉。

内面は無釉
釉薄く輪花型

１７ 55 ２面 高麗青磁	
瓶子 胴部小片 灰色／精良 灰緑色の釉で

透明度がある
陰刻に白土の象

嵌
模様不明。内面にも
薄い透明釉がかかる

１７ 56 ２面 高麗青磁	
瓶子 胴部小片 灰茶色／精良 灰茶色の釉で

やや濁る
陰刻に白土の象

嵌
模様不明。内面にも
薄い透明釉がかかる

１７ 57 ２面 高麗青磁	
瓶子 胴部小片 灰色／精良 灰色の釉で	

やや濁る
陰刻に黒土の象

嵌
模様不明。内面にも
薄い透明釉がかかる

１７ 58 ２面 高麗青磁	
瓶子 胴部小片 灰色／精良 黄緑色で濁る 陰刻に白土の象

嵌

模様不明。外面は二
次被熱を受け白濁し
ている。内面にも薄
い透明釉がかかる

１７ 59 ２面 瀬戸窯	
入子 底部小片 灰色／黒色粒を含む。精良 灰色 外底はヘラ削り

１７ 60 ２面 北部系	
山茶碗 （５．６） 白色／精良 灰白色

東 濃 型 か 明
和（ １ ２ ６ ０
～ １ ３ １ ０）。	
遺存部内面一面に降
灰と窯くそ

１７ 61 ２面 常滑窯	
片口鉢Ⅰ類 口縁部小片 灰白色／白色粒・長石を含

む。砂質 灰白色 ６a型式

１７ 62 ２面 常滑窯	
片口鉢Ⅰ類 （１５．０） 灰白色／白色粒・長石を含

む。砂質 灰白色 内面こげ跡あり

１７ 63 ２面 常滑窯	
甕 口縁部小片 暗灰色／黒色粒・白色粒・

長石を含む 茶褐色 ６a型式

１７ 64 ２面 常滑窯	
甕 口縁部小片 灰色／黒色粒・白色粒・長

石を含む 赤褐色 ６a型式

１７ 65 ２面 常滑窯	
片口鉢Ⅱ類 口縁部小片 暗灰色／黒色粒・白色粒・

長石を含む 暗褐色 ６ｂ型式

１７ 66 ２面 研磨製品 ７．８ ４．５ １．０ 灰色／黒色粒・白色粒・長
石を含む 茶褐色 常滑甕胴部片転用

１７ 67 ２面 研磨製品 ７．６ ９．２ １．７ 黄灰色／白色粒多く、長石
を含む。砂質 黄灰色 常滑甕胴部片転用

１８ 1 ２面 研磨製品 １３．０ １０．２ １．１ 灰白色／白色粒・長石を含
む 茶褐色 常滑甕胴部片転用

１８ 2 ２面 研磨製品 ５．８ ９．０ １．０ 胎芯橙色／白色粒・長石を
含む 茶褐色 常滑甕胴部片転用

１８ 3 ２面 研磨製品 ５．６ ７．７ １．３ 灰色／黒色粒・白色粒・長
石を含む 茶褐色 常滑甕胴部片転用

１８ 4 ２面 研磨製品 ７．６ ９．２ １．７ 灰色／黒色粒・白色粒・長
石を含む 茶褐色 常滑甕胴部片転用

１８ 5 ２面 研磨製品 ５．１ ５．８ １．０ 黄灰色／白色粒多く、長石
を含む。砂質 茶褐色 常滑甕胴部片転用

１８ 6 ２面 研磨製品 ４．２ ７．６ １．０ 灰色／黒色粒・白色粒・長
石を含む 茶褐色 常滑甕胴部片転用

１８ 7 ２面 研磨製品 ３．７ ４．２ １．０ 橙色／白色粒多く、長石を
含む。砂質 赤橙色 常滑甕胴部片転用

１８ 8 ２面 研磨製品 ４．１ ５．３ １．５ 灰色／黒色粒・白色粒・長
石を含む 茶褐色 常滑甕胴部片転用

１８ 9 ２面 研磨製品 ５．５ ６．２ １．０ 橙色／白色粒多く、長石を
含む。砂質 茶褐色 常滑片口鉢Ⅱ類胴部

転用

１８ 10 ２面 研磨製品 ６．３ １３．３ １．１ 橙色／白色粒多く、長石を
含む。砂質 暗褐色 常滑甕口縁～頸部片

転用

１８ 11 ２面 瓦質手焙り 口縁部小片 灰色／黒色粒・雲母を含む 黒灰色 鉢型
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１８ 12 ２面 不明	
滑石製品

頂部	
∅２．４

底面	
∅（４．４） １．５ 銀白色

滑石鍋の底部に付く
三足の部分を転用。
容器の蓋として再利
用か。つまみ状頂部
は煤付着。

１８ 13 ２面 瓦器碗 口縁部小片 白～灰色／砂が少なく、精
良緻密 白～黒灰色 ロクロ

遺存部には口縁と内
面にやや薄い炭素吸
着が回る

１８ 14 ２面 瓦	
平瓦 [ ５．２] [ ５．６] ２．０ 黒灰色／白色粒多く、やや

砂質。焼締まる。 黒灰色 斜め格子の叩き目

１８ 15 ２面 鉄製品	
釘 [ ６．２] ０．８ ０．６

１８ 16 ２面 鉄製品	
釘 [ ４．５] ０．４ ０．７

１８ 17 ２面 石製品	
硯 [ ６．３] [ ７．４] [ １．５] 赤紫

頁岩。赤間ｹ石(紫雲
石）。側足の付く方
硯。陸を鏨状工具で
再加工した痕有り

２１ １ ３面 溝１ かわらけ （８．８）（７．０） １．９ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
泥岩粒・白色粒を含む ロクロ

２１ 2 ３面 溝１ かわらけ （７．８）（５．４） １．１７ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
泥岩粒・白色粒を含む ロクロ

２１ 3 ３面 溝１ 常滑窯	
甕 口縁部小片 灰色／黒色粒・白色粒・長

石を含む 赤褐色 ５型式

２１ ４ ３面 溝１ 常滑窯	
甕 口縁部小片 暗灰色／黒色粒・白色粒・

長石を含む 暗褐色 ６a型式

２１ ５ ３面 溝１ 常滑窯	
甕 口縁部小片 灰色／黒色粒・白色粒・長石・

小石粒を含む 赤褐色 ６a型式

２１ ６ ３面 溝１ 常滑窯	
甕 口縁部小片 灰色／黒色粒・白色粒・長

石を含む。やや砂質 茶褐色 ６a型式

２１ ７ ３面 溝１ 常滑窯	
甕 口縁部小片 灰色／黒色粒・白色粒・長

石を含む 暗褐色 ６a型式

２１ ８ ３面 溝１ 常滑窯	
甕 口縁部小片 暗灰色／黒色粒・白色粒・

長石を含む。やや砂質 茶褐色 ６a型式

２１ ９ ３面 溝１ 亀山窯	
甕 胴部小片 灰色／白色粒を含む。やや

粘性あり 暗灰色 外面は格子叩目。内
面の叩目は無い

２１ １０ ３面 溝１ 研磨製品 １６．２ １６．５ ０．９ 暗灰色／黒色粒・白色粒・
長石を含む。やや砂質 暗褐色 常滑甕胴部片転用

２１ １１ ３面 溝１ 研磨製品 １２．２ ４．２ １．３ 暗灰色／黒色粒・白色粒・
長石を含む。やや砂質 暗褐色 常滑甕胴部片転用

２１ １２ ３面 溝１ 研磨製品 ７．７ １２．５ １．０ 暗灰色／黒色粒・白色粒・
長石を含む。やや砂質 黒灰色 常滑甕胴部片転用

２１ １３ ３面 溝１ 研磨製品 ８．６ ５．７ １．３ 暗灰色／黒色粒・白色粒・
長石を含む。やや砂質 茶褐色 常滑甕胴部片転用

２１ １４ ３面 溝１ 研磨製品 ７．６ １２．５ １．２ 暗灰色／黒色粒・白色粒・
長石を含む。やや砂質 暗褐色 常滑甕胴部片転用

２１ １５ ３面 溝１ 研磨製品 ９．３ ５．５ １．０ 暗灰色／黒色粒・白色粒・
長石を含む。やや砂質 黒灰色 常滑甕胴部片転用

２１ １６ ３面 溝１ 研磨製品 ６．０ ８．５ ８．８ 暗灰色／黒色粒・白色粒・
長石を含む。やや砂質 茶褐色 常滑甕胴部片転用

２２ 1 ３面 溝１ 研磨製品 １２．０ ６．３ １．６ 暗灰色／黒色粒・白色粒・
長石を含む。やや砂質 灰色 常滑甕胴部片転用

２２ 2 ３面 溝１ 研磨製品 ６．２ ８．３ １．３ 暗灰色／黒色粒・白色粒・
長石を含む。やや砂質 暗褐色 常滑甕胴部片転用

２２ 3 ３面 溝１ 研磨製品 ９．４ ６．０ １．５ 暗灰色／黒色粒・白色粒・
長石を含む。やや砂質 暗褐色 常滑甕胴部片転用

２２ 4 ３面 溝１ 研磨製品 ７．２ ７．８ １．３ 暗灰色／黒色粒・白色粒・
長石を含む。やや砂質 暗褐色 常滑甕胴部片転用

２２ 5 ３面 溝１ 研磨製品 ８．０ ８．０ １．２ 黄灰色／白色粒多く、長石
を含む。やや砂質 茶褐色 常滑甕胴部片転用

２２ 6 ３面 溝１ 研磨製品 １０．２ ５．４ １．５ 暗灰色／黒色粒・白色粒・
長石を含む。やや砂質 暗灰色 常滑甕胴部片転用

２２ 7 ３面 溝１ 研磨製品 ７．３ ４．０ １．０ 暗灰色／黒色粒・白色粒・
長石を含む。やや砂質 赤褐色 常滑壺胴部片転用

２２ 8 ３面 溝２ かわらけ （１４．１）（９．４） ３．４ 橙色/黒色粒・赤褐色粒・白
色粒・白針・雲母を含む ロクロ

２２ 9 ３面 溝２ かわらけ （８．２）（７．１） １．７ 白褐色/黒色粒・泥岩粒・白
色粒・雲母を含む ロクロ
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２２ 10 ３面 溝２ かわらけ （８．３）（７．０） １．６ 白褐色/赤褐色粒多く、黒色
粒・白色粒・白針を含む ロクロ

２２ 11 ３面 溝２ 白磁	
口兀皿 （１０．４） 灰白色／精良 淡青灰色	

半透明
遺存部は口唇部を除
き全釉

２２ 12 ３面 溝２ 常滑窯	
鳶口壺 底部小片 黒灰色／白色粒多く、焼締

まる 暗褐色 外底部は砂底

２２ 13 ３面 溝２ 研磨製品 ４．８５ ７．８ ０．９	
～１．３

暗灰色／黒色粒・白色粒・
長石を含む。気泡が多い 茶褐色 常滑甕胴部片転用

２２ 14 ３面 溝２ 滑石製品　
温石 [ ６．３] [ ６．６] [ １．７] 銀白色 ∅約1cmの貫通孔。

滑石鍋底部転用か

２２ 15 ３面 溝２ 鉄製品	
釘 [ ５．２] ０．５ ０．４

２２ 16 ３面 溝２ 木製品	
草履芯 [ ９．３] [ ３．３] ０．３

２４ 1 ３面 方形竪穴１ かわらけ ８．４ ６．０ １．６５ 橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
白色粒・白針を含む ロクロ

２４ 2 ３面 方形竪穴１ かわらけ ８．２ ５．０ １．５
橙色/黒色粒・赤褐色粒・泥
岩粒・白色粒・小石粒を含
む

ロクロ

２４ 3 ３面 方形竪穴１ 常滑窯	
片口鉢Ⅰ類 口縁部小片 灰色／白色粒・小石粒多く、

砂質 灰色 ６a型式

２４ 4 ３面 方形竪穴１ 常滑窯	
片口鉢Ⅰ類 口縁部小片 灰色／白色粒・小石粒多く、

やや砂質 灰色 ６a型式

２４ 5 ３面 方形竪穴１ 常滑窯	
片口鉢Ⅰ類 （１３．９） 灰色／白色粒・小石粒多く、

砂質 灰色
高台が取れた後、安
定させるために削り
加工している

２４ 6 ３面 方形竪穴１ 南部系	
山茶碗 （１５．６） 灰色／白色粒を含み、砂質 灰色 尾張型か6 ～ 7型式

（13ｃ第2 ～第３）

２４ 7 ３面 方形竪穴１ 常滑窯	
甕 （１７．６） 橙色/黒色粒・赤褐色粒・白

色粒を含む 赤褐色 内外底部付近に煤痕
あり

２４ 8 ３面 方形竪穴１ 研磨製品 ９．５ ８．３ ０．８	
～１．５ 灰色／白色粒を含み、砂質 灰色 常滑片口鉢Ⅰ類底部

片転用

２４ 9 ３面 方形竪穴１ 研磨製品 ７．５ ７．５ １．２ 暗灰色／黒色粒・白色粒・
長石を含む。やや砂質 暗灰色 常滑甕胴部片転用

２４ 10 ３面 方形竪穴１ 木製品	
草履芯 [ ２１．５] ４．５ ０．４

２４ 11 ３面 方形竪穴１ 木製品	
箸 [ １５．５] ０．５ ０．５

２７ 1 ３面 井戸１ かわらけ １２．８ ３．３ 淡橙色/黒色粒・白色粒を含
む。精良 手づくね

２７ 2 ３面 井戸１ かわらけ （１１．８）（７．０） ３．０
淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
泥岩粒・白色粒・白針・小
石粒を含む

ロクロ

２７ 3 ３面 井戸１ かわらけ （８．８）（７．３） ２．０ 橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
白色粒・雲母を含む ロクロ

２７ 4 ３面 井戸１ かわらけ （７．６） ５．５ １．９ 橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
白色粒・雲母を含む ロクロ

２７ 5 ３面 井戸１ かわらけ （７．６）（６．１） ２．６ 白褐色/泥岩粒多く、黒色粒・
白色粒を含む ロクロ

２７ 6 ３面 井戸１ かわらけ （７．０）（５．６） ２．０ 白褐色/黒色粒・泥岩粒・白
色粒を含む ロクロ

２７ 7 ３面 井戸１
龍泉窯	
青磁	

鎬蓮弁文碗
（４．９） 灰白色／黒色粒含み、精良 透明な灰緑色

遺存部は全釉で高台
内に鉄砂が均等に付
着している

２７ 8 ３面 井戸１ 瓦器皿 （５．３） ０．６ 白～灰色／雲母多く、精良
だがやや砂質 白～黒灰色 手づくねで

内折れ
一部炭素吸着して黒
くなっている

２７ 9 ３面 井戸１ 研磨製品 １０．８ ７．２ ０．９	
～１．２

暗灰色／白色粒多く、黒色粒・
長石を含む。やや砂質 茶褐色 菊花形の叩き目

有り 常滑甕胴部片転用

２７ 10 ３面 井戸１ 研磨製品 ４．６ ６．０ ０．７	
～０．９

灰橙色／白色粒多く、黒色粒・
長石を含む。やや砂質 茶褐色 常滑甕胴部片転用

２７ 11 ３面 井戸１ 研磨製品 ４．９ ５．５ ０．８ 灰色／白色粒・小石粒多く、
砂質 灰色 常滑片口鉢Ⅰ類胴部

転用

２７ 12 ３面 井戸１ 瓦	
丸瓦 [ ９．４] [ ８．１] １．７ 暗灰色／白色粒多く、黒色

粒を含み、焼締まる 暗灰色 玉縁部

２７ 13 ３面 井戸１ 鉄製品 １０．５ ０．５ ０．４ 釘の転用品？
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２７ 14 ３面 井戸１ 漆製品	
皿 （８．８）（６．０） １．８

遺存部外側面に赤色
漆文の不明文様あ
り。内面に黒色漆箔
が付着。外底は削り
とられたのか木地が
出ている

２７ 15 ３面 井戸１ 漆製品	
皿 ５．０ 遺存部には文様無し

２７ 16 ３面 井戸１ 漆製品	
椀 胴部小片 内外に赤色漆の不明

文様あり

２７ 17 ３面 井戸１ 木製品	
刀子の鞘 ２９．５ ３．２ ０．５

呑入式の形状ではあ
るが刀身のための刳
り込みがないタイプ

２７ 18 ３面 井戸１ 木製品	
箸 ２０．３ ０．５ ０．６

２７ 19 ３面 井戸１ 木製品	
箸 ２１．２ ０．７ ０．５

２７ 20 ３面 井戸１ 木製品	
箸 ２１．２ ０．６ ０．５

２７ 21 ３面 井戸１ 木製品	
箸 ２３．４ ０．５ ０．４

２７ 22 ３面 井戸１ 木製品	
箸 ２３．６ ０．６ ０．５

２７ 23 ３面 井戸１ 木製品	
箸 ２５．８ ０．６ ０．４

２７ 24 ３面 井戸１ 木製品	
箸 ２６．７ ０・８ ０．６

２９ 1 ３面 土坑５ かわらけ （１１．４）（７．９） ２．９ 橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
白色粒・雲母を含む ロクロ 灯明皿

２９ 2 ３面 土坑５ 常滑窯	
片口鉢Ⅰ類 口縁～胴部小片 灰色／白色粒・小石粒多く、

砂質 灰色 ６a型式

２９ 3 ３面 土坑６ かわらけ （７．２）（６．０） １．５ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・雲母を含む。精良 ロクロ

２９ 4 ３面 土坑６ かわらけ ８．４ ６．８ １．９ 淡橙色/、黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・白針・雲母を含む ロクロ

２９ 5 ３面 土坑１５ 常滑窯	
片口鉢Ⅰ類 口縁部小片 灰色／白色粒・小石粒多く、

砂質 灰色 ６a型式

２９ 6 ３面 土坑１５ 常滑窯	
片口鉢Ⅰ類 ［１４．２］ 灰色／白色粒多く、砂質 灰色

高台が剥がれてしま
っている。重ね焼き
の跡有り

２９ 7 ３面 土坑１５ 研磨製品 ５．０ ５．７ １．０ 胎芯黄橙色／白色粒・長石
を含む 茶褐色 常滑甕胴部片転用

２９ 8 ３面 土坑１５ 木製品	
蓋 [ ３０．７] [ ７．２] １．０

２ヵ所に∅０．２～
０．４の貫通孔有り。
分まわしの切り印が
残る

２９ 9 ３面 土坑１５ 木製品	
草履芯 ２２．８ （９．０） ０．３

２９ 10 ３面 土坑１６ かわらけ １２．４ ８．５ ３．３
橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
泥岩粒・白色粒・白針・雲
母を含む

ロクロ

２９ 11 ３面 土坑１６ かわらけ １２．４ ７．８ ３．０
橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
泥岩粒・白色粒・雲母を含
む

ロクロ

２９ 12 ３面 土坑１６ かわらけ １１．８ ７．４ ３．４
橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
泥岩粒・白色粒・白針・雲
母を含む

ロクロ

２９ 13 ３面 土坑１６ かわらけ １１．８ ８・１ ３．１
淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・泥岩粒・雲母を含
む

ロクロ

２９ 14 ３面 土坑１６ かわらけ １２．２ ８．３ ３．０
淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・泥岩粒・雲母を含
む

ロクロ 灯明皿

２９ 15 ３面 土坑１６ かわらけ １１．８ ８．４ ２．９
淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・泥岩粒・雲母を含
む

ロクロ

２９ 16 ３面 土坑１６ かわらけ １２．２ ８．１ ３．１
淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・泥岩粒・雲母を含
む

ロクロ
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２９ 17 ３面 土坑１６ かわらけ １１．８ ８．２ ２．７ 白褐色/泥岩粒多く、黒色粒・
白針・雲母を含む ロクロ

２９ 18 ３面 土坑１６ かわらけ ８．２ ７．１ １．５ 白褐色/泥岩粒多く、黒色粒・
白針・雲母を含む ロクロ

２９ 19 ３面 土坑１６ かわらけ （８．０）（６．２） １．７ 白褐色/泥岩粒多く、黒色粒・
白針・雲母を含む ロクロ

２９ 20 ３面 土坑１６ かわらけ （７．８）（５．５） １．７ 白褐色/泥岩粒多く、黒色粒・
白針・雲母を含む ロクロ

２９ 21 ３面 土坑１６
龍泉窯	
青磁	

鎬蓮弁文碗
（１５．８） 灰色／黒色粒を含む。精良 灰緑色

２９ 22 ３面 土坑１６ 青白磁	
小皿 口縁部小片 白色／精良

水青色釉。	
内外面は薄い

透明釉

２９ 23 ３面 土坑１６ 石製品	
砥石 ４．６ ４．８ ０．７ 黄灰色 鳴滝産仕上砥　頁岩

２９ 24 ３面 土坑１７
龍泉窯	
青磁	

鎬蓮弁文碗
（６．５） 白灰色／黒色粒を含む。精

良 透明な灰緑色 遺存部高台内無釉

２９ 25 ３面 土坑１７ 常滑窯	
甕 口縁部小片 暗灰褐色／白色粒多く、黒

色粒・長石を含む 暗褐色 ６ｂ型式

２９ 26 ３面 土坑１７ 研磨製品 ８．０ １１．１ １０．２ 暗灰色／黒色粒・白色粒多
く、長石を含む。やや砂質 茶褐色 常滑甕胴部片転用

２９ 27 ３面 土坑１７ 研磨製品 ７．３ ６．２ ０．８ 灰色／黒色粒・白色粒・長
石を含む。焼締まる 茶褐色 常滑甕胴部片転用

２９ 28 ３面 土坑１７ 銭	
紹聖元宝 ２．４ ２．４ 初鋳年　北栄

１０９４年　篆書

３０ 1 ３面 土坑１８ 研磨製品 ８．０ ８．０ １．０ 灰色／黒色粒・白色粒・長
石を含む。焼締まる 灰色 常滑甕胴部片転用。

３０ 2 ３面 土坑２１ かわらけ （１３．７）（８．７） ３．１ 淡橙色/黒色粒・白色粒・泥
岩粒・白針・雲母を含む ロクロ

３０ 3 ３面 土坑２１ かわらけ （８．５） 橙色／黒色粒・白色粒を含
む。精良 手づくね

３０ 4 ３面 土坑２１ 常滑窯	
片口鉢Ⅰ類 口縁部小片 灰色／白色粒・小石粒多く、

砂質 灰色 ６a型式

３０ 5 ３面 土坑２１ 研磨製品 １０．５ １３．３ １．３ 暗灰色／白色粒多く、黒色粒・
長石を含む 暗褐色 常滑甕胴部片転用

３０ 6 ３面 土坑２１ 研磨製品 ５．５ ４．３ ０．８	
～１．２

黄灰色／白色粒多く、長石
を含む。砂質 茶褐色 常滑甕胴部片転用。

二次焼成を受ける

３０ 7 ３面 土坑２１ 研磨製品 ７．０ １４．０ １．４ 灰色／黒色粒・白色粒を含
み、精良。焼締まる

光沢のある	
灰色 渥美甕胴部片転用

３０ 8 ３面 土坑２２ かわらけ （７．７５）（５．０）（１．２） 白褐色/泥岩粒多く、黒色粒・
白針・雲母を含む ロクロ

３０ 9 ３面 土坑２２ かわらけ （７．６）（５．３） １．８ 白褐色/泥岩粒多く、黒色粒・
白針・雲母を含む ロクロ

３０ 10 ３面 土坑２２ かわらけ （６．９）（４・９） ２．０ 淡橙色/黒色粒・白色粒・泥
岩粒・白針・雲母を含む ロクロ

３０ 11 ３面 土坑２２ 白かわらけ（１２．０） 白／精良 白～黒灰色 手づくね 灯明皿。表面滑らか

３０ 12 ３面 土坑２２ 研磨製品 ６．３ ５．７ １．０ 黄灰色／白色粒多く、長石
を含む。砂質 茶褐色 常滑甕胴部片転用

３０ 13 ３面 土坑２２ 石製品	
硯 [ ３．６] [ ３．６] [ ０．８] 粘性の有る黒

頁岩。雄勝玄昌石製。
四葉硯で硯頭に近い
右側面

３０ 14 ３面 土坑２２ 木製品	
形代　 [ ７．９] ２．０ ０．２ 羽子板

３０ 15 ３面 土坑２２ 木製品	
杓文字 ２３．８ ６．８ １．０

３０ 16 ３面 土坑２２ 木製品	
箸 ２０．２ ０．８ ０．５

３１ 1 ３面 土坑２３ かわらけ １２．２ ８．４ ３．１ 白褐色/泥岩粒多く、黒色粒・
白針・雲母を含む ロクロ

３１ 2 ３面 土坑２３ かわらけ １２．０ ８．２ ３．０ 橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
白色粒・白針・雲母を含む ロクロ

３１ 3 ３面 土坑２３ かわらけ （１２．４）（８．０） ２．７
橙色/赤褐色粒多く、黒色・
泥岩粒・白色粒・白針・雲
母を含む

ロクロ
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３１ 4 ３面 土坑２３ かわらけ １１．６ ７．６ ３．２
橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
泥岩粒・白色粒・白針・雲
母を含む

ロクロ

３１ 5 ３面 土坑２３ かわらけ １１．６ ８．３ ３．１
橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
泥岩粒・白色粒・白針・雲
母を含む

ロクロ

３１ 6 ３面 土坑２３ かわらけ １１．４ ８．０ ３．１
淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・泥岩粒・白針・雲
母を含む

ロクロ 灯明皿

３１ 7 ３面 土坑２３ かわらけ （１１．８） ９．０ ３．５
淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・泥岩粒・白針・雲
母を含む

ロクロ

３１ 8 ３面 土坑２３ かわらけ （１１．６） ７．８ ２．９
淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・泥岩粒・白針・雲
母を含む

ロクロ

３１ 9 ３面 土坑２３ かわらけ １１．４ ８．０ ３．３ 白褐色/泥岩多く、黒色粒・
白針・雲母を含む ロクロ 灯明皿

３１ 10 ３面 土坑２３ かわらけ （１２．６） ７．２ ３．０ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・雲母を含む ロクロ

３１ 11 ３面 土坑２３ かわらけ （７．８） １．９
白褐色/ ３㎜大の泥岩粒多
く、黒色粒・白色粒・白針・
雲母を含む

手づくね

３１ 12 ３面 土坑２３ かわらけ ７．８ ５．９ １．７
白褐色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・泥岩粒・白針・雲
母を含む

ロクロ

３１ 13 ３面 土坑２３ かわらけ （７．６）（６．７） １．４ 白褐色/黒色粒・白色粒・泥
岩粒・白針・雲母を含む ロクロ 灯明皿

３１ 14 ３面 土坑２３ 常滑窯	
片口鉢Ⅰ類 口縁部小片 灰色／白色粒・小石粒多く、

砂質 灰色 ６a型式

３１ 15 ３面 土坑２３ 研磨製品 ７．５ ３．３ ０．９ 胎芯黄橙色／白色粒多く、
長石を含む 茶褐色 常滑甕胴部片転用

３１ 16 ３面 土坑２３ 研磨製品 ８．３ ９．９ １．２ 胎芯橙色／白色粒・長石を
含む 茶褐色 常滑甕胴部片転用

３１ 17 ３面 土坑２３ 研磨製品 ５．０ ９．１ １．１ 胎芯橙色／白色粒・長石を
含む 茶褐色 常滑甕胴部片転用

３１ 18 ３面 土坑２３ 不明木製品 １２．２ １０．３ ３．２ 刳り物

３１ 19 ３面 土坑２３ 不明木製品 ５７．２ ２０．４ １．８ ３cm×２cmの長円
形穿孔・釘穴有り

３２ 1 ３面 かわらけ （１３．０）（８．８）（２．９） 白褐色/泥岩粒多く、黒色粒・
赤褐色粒・白色粒を含む ロクロ

３２ 2 ３面 かわらけ （１２．８） ８．２ ３．２ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・白針・雲母を含む ロクロ

３２ 3 ３面 かわらけ （１２．４） 淡橙色/黒砂・赤褐色粒・白
色粒・白針・雲母を含む ロクロ

３２ 4 ３面 かわらけ （１２．４） ７．５ ３．２
橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
泥岩粒・白色粒・白針・雲
母を含む

ロクロ

３２ 5 ３面 かわらけ （１２．６）（７．８） ３．４ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・白針・雲母を含む ロクロ

３２ 6 ３面 かわらけ １２．２ ７．４ ２．７
淡橙色/赤褐色粒多く、黒色
粒・白色粒・白針・雲母を
含む

ロクロ

３２ 7 ３面 かわらけ （９．６）（７．３） １．８ 黄橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白針・雲母を含む ロクロ

３２ 8 ３面 かわらけ （８．６） ５．７ １．９５ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・雲母を含む ロクロ 灯明皿

３２ 9 ３面 かわらけ （７．８）（５．９）（１．７）
橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
泥岩粒・白色粒・雲母を含
む

ロクロ

３２ 10 ３面 かわらけ （７．８）（５．９） １．８
橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
泥岩粒・白色粒・白針を含
む

ロクロ

３２ 11 ３面 かわらけ （７．６）（５．５） １．５ 橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
白色粒・白針・雲母を含む ロクロ

３２ 12 ３面 かわらけ （７．１）（５．３）（１．３） 黄橙色/黒砂・泥岩粒・白針
を含む ロクロ

３２ 13 ３面 かわらけ （６．８）（４．３） １．７
橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
泥岩粒・白色粒・白針を含
む

ロクロ
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３２ 14 ３面 かわらけ （８．８）（７．０） １．９
黄橙色/泥岩粒多く、黒色粒・
赤褐色粒・白針・雲母を含
む

ロクロ

３２ 15 ３面 かわらけ （８．８）（６．７） １．７ 黄橙色/黒色粒・白針・雲母
を含む ロクロ

３２ 16 ３面 かわらけ （７．８）（５．２）（１．９） 黄橙色/泥岩粒多く、黒色粒・
白針・雲母を含む ロクロ

３２ 17 ３面 かわらけ ７．４ （１．９） １．７ 黄橙色/泥岩粒多く、黒色粒・
雲母を含む ロクロ

３２ 18 ３面 かわらけ （７．７）（５．７）（１．２） 橙色/赤褐色粒多く、黒色粒・
白色粒・白針・雲母を含む ロクロ 灯明皿

３２ 19 ３面
龍泉窯	
青磁	

鎬蓮弁文碗
（１５．８） 灰色／精良 透明な	

緑茶褐色

３２ 20 ３面
龍泉窯	
青磁	

無文碗
口縁部小片 灰色／精良 透明な	

緑灰褐色 釉は薄い

３２ 21 ３面
龍泉窯	
青磁	

折腰皿
口縁部小片 暗灰色/精良 不透明な	

暗緑色

３２ 22 ３面 白磁	
口兀皿 口縁部小片 白色／精良。やや砂質 薄い透明釉

３２ 23 ３面 青白磁	
合子蓋 合わせ口小片 白色／精良 内外面	

水青色釉
合わせ口は釉を

掻く 印花文

３２ 24 ３面 高麗青磁	
器種不明 胴部小片 灰色／精良 灰緑色の釉で

透明度がある 象嵌
鶴文で鶴の足は黒。
内面にも薄い透明釉
がかかる

３２ 25 ３面 舶載品	
黒褐釉小壺 （７．６）（５．２）（９．０） 茶褐色/精良 黒褐色

肩・胴部に一条
の沈線有り。口

縁は玉縁様

産地不明。光沢のあ
る釉で浸け掛け

３２ 26 ３面 泉州窯	
黄釉盤 底部小片 灰黄色／砂粒混じりやや砂

質 黄褐色

内面に鉄絵の不明文
様あり。鉄釉は白濁
している。外底は微
細砂底

３２ 27 ３面 瀬戸窯	
水注 口縁部小片 灰白色/黒色粒含み、精良 灰白色

３２ 28 ３面 常滑窯	
片口鉢Ⅰ類 口縁部小片 灰色／白色粒多く、砂質 灰色 ６a型式

３２ 29 ３面 常滑窯	
片口鉢Ⅰ類 口縁部小片 灰色／白色粒多く、砂質 灰色 ６a型式

３２ 30 ３面 常滑窯	
片口鉢Ⅰ類 口縁部小片 灰色／白色粒多く、砂質 灰色 ６a型式

３２ 31 ３面 南部系	
山茶碗 口縁部小片 灰色／白色粒を含み、砂質 灰色 常滑窯か１３c中

３２ 32 ３面 東遠型	
山茶碗 ３．６ 灰白色／精良 緑灰色 １３ｃ初頭

３２ 33 ３面 常滑窯	
甕 口縁部小片 灰色／白色粒多い 茶褐色 ５型式

３２ 34 ３面 常滑窯	
甕 口縁部小片 灰色／白色粒多い 赤褐色 ５型式

３２ 35 ３面 常滑窯	
片口鉢Ⅱ類 口縁部小片 橙色／白色粒多く、赤褐色

粒を含む 赤褐色 ５型式

３２ 36 ３面 常滑窯	
鳶口壺 （９．０） 黒灰色／白色粒多い 赤褐色 外底上は

ヘラ削り 内面上部に煤痕

３２ 37 ３面 研磨製品 １０．５ １２．８ １．５ 暗灰色／白色粒多く、黒色粒・
長石を含む 茶褐色 常滑甕胴部片転用

３２ 38 ３面 研磨製品 ６．５ １３．７ １．２ 暗灰色／白色粒・黒色粒多
く、砂質 緑灰色 常滑甕頸部片転用

３２ 39 ３面 研磨製品 ６．５ ８．０ １．４ 暗灰色／白色粒多く、黒色粒・
長石を含む 緑灰色 常滑甕胴部片転用

３２ 40 ３面 研磨製品 ６．５ １０．５ １．３ 暗灰色／白色粒多く、黒色粒・
長石を含む 茶褐色 常滑甕胴部片転用

３２ 41 ３面 研磨製品 ８．７ ８．４ １．１ 暗褐色 灰色 常滑甕胴部片転用

３３ 1 ３面 研磨製品 ７．５ ６．６ １．２ 暗灰色／白色粒・黒色粒多
く、砂質 緑灰色 常滑甕胴部片転用

３３ 2 ３面 研磨製品 １０．２ ７．４ １．４ 暗灰色／白色粒・黒色粒多
く、砂質 緑灰色 常滑甕胴部片転用
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図 番号 層位 遺構 遺物名 口径
/長さ

底径
/幅

器高
/厚さ 胎土 色調 成形 備考

３３ 3 ３面 研磨製品 ４．５ ５．４ １．２ 灰黄色／黄白粒多く、やや
砂質 緑灰色 常滑甕胴部片転用

３３ 4 ３面 研磨製品 ９．０ ６．７ １．１ 暗灰色／白色粒・黒色粒多
く、やや砂質 暗褐色 常滑甕胴部片転用

３３ 5 ３面 研磨製品 ７．０ ６．１ １．３ 暗褐色/白色粒・黒色粒多く、
やや砂質 緑灰色 常滑甕胴部片転用

３３ 6 ３面 研磨製品 ２．８ ５．１ １．３ 灰黄色／白色粒多く、黒色粒・
長石を含む 茶褐色 常滑甕胴部片転用

３３ 7 ３面 研磨製品 ６．０ ６．１ １．０ 暗灰色／白色粒・黒色粒多
く、やや砂質 赤褐色 常滑甕胴部片転用

３３ 8 ３面 研磨製品 ６．５ ６．０ １．２ 暗灰色／白色粒・黒色粒多
く、やや砂質 暗灰色 常滑甕胴部片転用

３３ 9 ３面 研磨製品 ５．０ ４．７ １．２ 暗褐色/精良でやや砂質 赤褐色 常滑甕胴部片転用

３３ 10 ３面 亀山窯	
甕 胴部小片 灰色/白色粒含み、やや軟質 暗灰色 外面は格子叩目。内

面の叩目は無い

３３ 11 ３面 白かわらけ 口縁部小片 白色／白色粒を含み、砂質 灰白色 ロクロ

３３ 12 ３面 瓦	
丸瓦 （６．５）（１０．０） ２．１ 灰色／白色粒・雲母を含み、

砂質 灰色
凸面は叩き目残ら
ず、凹面に布目痕残
る

３３ 13 ３面 土製品	
錘 ４．９ １．４ ０．４ 橙色/精良 橙色

３３ 14 ３面 鉄製品	
釘 [ ７．４] ０．４ ０．５

３３ 15 ３面 鉄製品	
釘 [ ５．０] [ ０．７] [ ０．８]

３３ 16 ３面 木製品	
杓文字 [ ８．５] [ ２．７] ０．２

３３ 17 ３面 木製品	
人形 ８．０ １．７

３７ 1 ４面 井戸2 白磁	
合子蓋 小片 白色/精良 透明釉

内面に施釉残る
が、合わせ口に
かけては露胎

３７ 2 ４面 井戸2 木製品箸 ２０．０ ０．５ ０．３

３９ 1 ４面 土坑２４ 木製品	
箸 [ １９．７] ０．８ ０．４

３９ 2 ４面 土坑２４ 木製品	
箸 ２２．８ ０．６ ０．５

３９ 3 ４面 土坑２４ 木製品	
箸 ２５．４ ０．８ ０．４

４０ 1 ４面 かわらけ （１１．８）（８．２） ３．０ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・白針を含む ロクロ 灯明皿

４０ 2 ４面 かわらけ ８．２ ５．８ １．７ 淡橙色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・雲母を含む ロクロ

４０ 3 ４面
龍泉窯	
青磁	

無文碗
（９．０） 灰白色／精良 灰緑色

４０ 4 ４面
龍泉窯	
青磁	

劃花文碗
（１４．０） 灰色／精良 透明な	

緑茶褐色

４０ 5 ４面
龍泉窯	
青磁	

劃花文碗
口縁部小片 灰色／精良 透明な	

緑茶褐色

４０ 6 ４面
龍泉窯	
青磁	

劃花文碗
（５．７） 灰色／精良 透明な	

緑茶褐色 内底面に蓮華文

４０ 7 ４面
龍泉窯	
青磁	

鎬蓮弁文碗
口縁部小片 灰色／精良 灰緑色

４０ 8 ４面 高麗青磁　
瓶子 頸部小片 灰色／精良 灰緑色 白土及び黒土の

象嵌
模様不明。内面にも
施釉

４０ 9 ４面 渥美窯	
甕 口縁部～頸部小片 灰色／白色粒を多く含み、

精良。やや砂質 黒色～灰黄色 口縁部内外刷毛塗り

４０ 10 ４面 渥美窯	
甕 口縁部小片 黒灰色／白色粒を多く含み、

精良。やや砂質 黒色～灰色 口縁部内側刷毛塗り

４０ 11 ４面 渥美窯	
片口鉢 （１１．０） 白灰色／白色粒・雲母を含

み、精良。やや砂質 灰橙色～灰色 生焼け。二次被熱の
為赤みがかる
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図 番号 層位 遺構 遺物名 口径
/長さ

底径
/幅

器高
/厚さ 胎土 色調 成形 備考

４０ 12 ４面 研磨製品 １０．２ １２．８ １．０ 灰色／黒色粒を多く含み、
精良。やや砂質 暗灰色 渥美甕胴部片

４０ 13 ４面 研磨製品 ６．５ ６．８ １．０ 灰黄色／白色粒多く含み、
焼締まる 暗赤褐色 常滑甕胴部片

４０ 14 ４面 研磨製品 ５．５ ６．７ １．１ 灰色／白色粒を多く含み、
精良。やや砂質 赤褐色 常滑甕胴部片

４０ 15 ４面 研磨製品 ４．６ ４．２ １．０ 灰色／白色粒多く含み、焼
締まる

白・茶褐色	
降灰釉 常滑甕胴部片

４０ 16 ４面 研磨製品 ６．１ ７．８ ０．９ 灰色／黒色粒を多く含み、
精良。やや砂質 暗灰色 渥美甕胴部片

４０ 17 ４面 研磨製品 ４．１ ４．５ ０．９ 灰黄色／白色粒多く含み、
焼締まる

白・茶褐色	
降灰釉 常滑甕胴部片

４０ 18 ４面 研磨製品 ５．５ ４．４ １．４ 灰色／黒色粒・白色粒を多
く含む。焼締まる

緑灰色の	
降灰釉 常滑甕胴部片

４０ 19 ４面 研磨製品 ５．５ ７．５ １．２ 暗灰色／白色粒・黒色粒多
く、やや砂質 暗赤褐色 常滑甕胴部片

４０ 20 ４面 研磨製品 ５．２ ７．３ ０．９	
～１．４

灰色／黒色粒を含み、精良。
やや砂質 暗灰色 渥美片口鉢胴部片転

用

４０ 21 ４面
かわらけ	
加工品	
円盤

径（３．３） 灰白色/黒色粒・赤褐色粒・
白色粒・雲母を含む

かわらけ底部を打ち
欠き円盤に加工

４０ 22 ４面 石製品	
硯 [ １．３] [ ４．０] [ ４．１] 灰紫色

側足付き方硯。赤間
ヶ石産（紫雲石）。
側足部遺存

４０ 23 ４面 滑石加工品 ２．５ １０．９ １．９ 光沢のある	
灰色

滑石鍋転用。加工品
の破片かV字型の鑿
跡が残る

４０ 24 ４面 木製品	
箸 [ １６．８] ０．５ ０．５

４０ 25 ４面 木製品	
箸 １９．３ ０．６ ０．５

４１ 1 古代	
以前 4面 土師器	

甕 口縁部小片 橙色/砂粒多い。雲母含む 外面黄橙色

４１ 2 4面　 土師器	
　鉢？ 口縁部小片 淡橙色/微砂少量、赤褐色粒・

雲母含む

４１ 3 1面まで 須恵器	
高台付坏 （１４．０）（１１．７）（４．０） 灰白色／白色粒含みやや砂

質

４１ 4 4面 須恵器	
甕 胴部小片 灰白色／砂粒少なく、よく

焼き締まる

４１ 5 1面まで 須恵器	
甕 胴部小片 胎芯暗灰色／砂粒少なく、

よく焼き締まる 外面灰白色

４１ 6 4面まで 須恵器	
壺？ 胴部小片 灰色／黒色粒・白色粒を多

く、やや砂質
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自然遺物
1％

木製品
1％

骨製品
0％

金属製品
1％

石製品
1％

土製品
1％

国産陶器
22%

舶載陶磁器
3%

かわらけ
70%

若宮大路周辺遺跡群出土遺物比率
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図版1
調査地点（東から） A.▶

▼ B. 1面西半（南から）

▲ C. 1面東半（南から）

2面覆土出土獣骨（北西から） D.▶
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図版2
◀ A. 2面西半（南から）

 2面東半（南から）B. ▶

2面土坑3・方形土坑3（南から） C.▶
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図版3

▲ A. 3面西半（東南から）

▲ B. 3面西半（北から）
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PあPあ

図版4

▲ A. 3面東半（南から）

▲ B. 3面東半（東から）

◀ D. 3面Pあ・r
　　　　（南西から）

▼ C. 3面土23（南から）
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図版5

▲ A. 4面西半（北から）

▲ B. 4面東半（南から）
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図版6
◀ A. 4面東半（東から）

▲ B. 4面Pす（東南から） ▲ C. 4面井戸2（北から）

▲ D. 南壁土層
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由比ガ浜四丁目 1107 番 32

由比ガ浜中世集団墓地遺跡（No.372）
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例　　言
１．本報は､ 鎌倉市由比ガ浜１１０７番32における個人住宅建設に伴う埋蔵文化財の緊急調査発掘調査

報告である｡

２．発掘調査は､ 国庫補助事業として鎌倉市教育委員会が実施した｡

	 調査期間は平成17年９月14日～同年10月25日にかけて実施され､ 調査対象面積は

	 73.5㎡である｡ 出土遺物に関しては鎌倉市教育委員会がこれを保管している｡

３．調査団編成は以下のとおりである｡

	 調査の主体	 鎌倉市教育委員会

	 調査担当	 森孝子

	 調査員	 渡辺美佐子　下江秀信　倉方尚子

	 調査協力者	 秋田公佑　倉沢六郎　佐藤美隆　片山昭　鈴木順治（以上、社団法人鎌倉市シルバ	

	 ー人材センター）

４．本書の遺構･遺物の縮尺は次の通りである｡

	 遺構図　1 ／ 80・1 ／ 40（遺構図の水糸高は海抜高を示す｡）

	 遺物実測図　1 ／ 3・1 ／ 6・１／１（銭）

５．遺物実測図には次の記号が使用されている｡

	 釉の限界線　―・―・―・―　　使用痕の範囲<―――――>

	 調整の変化点―　―　―　　　加工痕の範囲<―	―	―　―>

６．本書の執筆は古代の遺物を赤堀、他は森が行なった。

７．本書の図版作成及び写真撮影、図版作成は次の者が分担した｡

	 遺構図版	 森孝子

	 遺物図版	 松原康子　岩崎卓治　石元道子　森孝子　

	 遺構写真	 森孝子

	 遺物写真	 赤堀祐子　　

	 写真図版	 赤堀祐子

８．現地調査及び資料整理においては、以下の方々からご助言、ご協力を賜った。お名前を記して感謝

	 の意を表したい。（敬称略・順不同）

	 福田誠　馬淵和雄　原廣志　汐見一夫　瀬田哲夫　沖元道　押木弘己　菊川英政
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第一章　遺跡の位置と歴史的環境

本調査地点は鎌倉市由比ガ浜四丁目1107番32（遺跡番号NO.372）に所在する。由比ヶ浜より北に

210m、鎌倉市街地を貫通する若宮大路の西側50mの場所である。本遺跡地が所在しているこの地域一帯

は中世期には前浜と呼ばれており、過去の発掘調査において多数の人骨が出土しており「葬地」であった

ことが確認されている。人骨は土壙墓、或いは集積骨土坑、散乱骨等として検出され、この埋葬形態の多

種多様に及ぶさまは該期の異質性を物語っている。また、同時に多数の方形竪穴建物群が検出され、この

混在した様相が浜地の特異な性格であると特徴づけられている。また、検出された方形竪穴建物群は倉庫

としての用途も想定されており、海岸近辺に荷揚げされた多量の物資等を搬入するための大倉庫群が浜辺

一帯に形成され壮観な景観を成し、且つ繁華な様相であったろうと推測されている。

古代に遡ると住居跡、傾斜面の地形、溝、祭祀遺構、瓦溜り等の生活空間が確認出来、近世期には遺構

の痕跡は希薄であるものの宝永の火山灰の堆積は多く認められる。しかし、本遺跡地内では15世紀以降

から近世期の時間帯は空白地帯と言っていいほど遺構が発見出来ないのが現在の発掘成果の状況である。

以下、今回の調査地点近辺の18地点の個々の調査成果を下記の一覧に示した。

若宮大路東側に位置する由比ガ浜二丁目地域では概ね、13世紀～ 1 ４世紀代を主体とする遺構群、及び、

近世江戸期の宝永の火山灰が確認されている。鎌倉時代は一大葬地であり、土壙墓、集積人骨土坑、遊離

人骨等の多数の人骨、及び埋葬形態が確認出来る。また、4地点ではその墓域を破壊して居住区としての

生活空間に変え、再度、葬地に変換してゆくといった土地の利用方法のめまぐるしい変化の様相が見て取

れる。全般的に南北朝期以降は生活の痕跡がさほど認められず閑散とした様相であったことが調査成果か

ら理解されている。また、古代以前では3地点では土壙墓、6地点では古代の祭祀遺構が検出されている。

若宮大路西側に位置する四丁目付近域では中世期では墓跡、及び整然とした地割を基軸とした建物、主

に方形竪穴群を主体とした建物群及び掘立柱建物が多数検出されている。15地点では方形竪穴で構成し

た倉庫域内に区画を設けて職人集団の工房域を形成し並存させ、居住域と倉庫が混在した繁華な様相であ

ったろうと想像している。その後は、閑散とした漁村の様相に大きく様変わりをする。12地点、15地点

では塩田に使用されたような方形の区画が確認されており、大きく土地の利用方法を変えたようであるが、

検出遺構が少なくあまり解明されていない。古代の遺構は9地点からは9世紀後半の遺構群、11地点か

らは住居址、炉跡、ピット、土坑等が検出されている。また、多量に投棄された古代瓦が出土している。

瓦を載せるべき寺院は本遺跡地内には存在せず、どのような経緯で投棄されたのかは不明である。

また、遺跡の名称は異なるが16地点の「由比ヶ浜南遺跡」では中世期の膨大な数に上る埋葬骨、及び散

乱骨が出土しており、中世の墓域は浜地においてかなり広い範囲に及んでいたものと想像される。
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図１　本調査地点と周辺遺跡
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NO 調査地点 報告書名 調査原因 調査期間
調査

　面積
調査の概要

1
由比ガ浜四丁目

（本調査地点）

森孝子「由比ガ浜

中世集団墓地遺

跡」『鎌倉市埋蔵文

化財緊急調査報告

書26』鎌倉市教育

委員会平成22年

個人住宅

平 成17年9

月 15 日 ～

10月25日

本報記載

2

由比ガ浜二丁目

1014 ‐ 17 地

点

由比ガ浜中世集団

墓地遺跡

宅地造成

基礎工事

平 成18年2

月 18 日 ～

21日

基礎工事の残土よりの遺物採取。整理箱5箱

で、大部分が人骨、獣骨

3

由比ガ浜二丁目

1015 ‐ 1他 地

点

瀬田哲夫「由比ガ

浜中世集団墓地遺

跡」有限会社鎌倉遺

跡調査会2009年

集合住宅

建設

平 成 17 年

11 月 14 日

～平成18年

1月31日

899㎡

宝永の火山灰。14世紀以降の自然流路及び

水成堆積でそれ以前の生活面をほぼ消失した

ため中世の検出遺構は自然流路、陶器埋納土

坑、集積骨土坑、散乱骨、中世以前の土壙墓。

4

由比ガ浜二丁目

1015 ‐ 23 地

点

戸田哲也他「由比

ガ浜中世集団墓地

遺跡」玉川文化財

研究所2005年

集合住宅

建設

平 成12年7

月31日～平

成13年3月

31日

1 0 0 0

㎡

13世紀から14世紀の5時期の変遷。埋葬地

(集積人骨土坑12基、単独埋葬人骨土坑21

基)→市街地(方形竪穴96基)→埋葬地(頭蓋

骨集積土坑1基、単独埋葬人骨土坑4基)と

土地利用の変化の様相。

5
由比ガ浜二丁目

1015番29地点

大河内勉「由比ガ

浜中世集団墓地遺

跡」『鎌倉市埋蔵文

化財緊急調査報告

書７』鎌倉市教育

委員会平成３年

専用住宅

建設

平成元年10

月 11 日 ～

11月15日

130㎡

14世紀代の5面の生活面、土坑、柱穴、布

掘り遺構、動物遺骸が検出されたが様相は不

明。布掘り遺構は柵列の可能性あり。

6
由比ガ浜二丁目

1034番1外地点

原廣志他「由比ガ

浜中世集団墓地遺

跡」『鎌倉市埋蔵文

化財緊急調査報告

書9（１分冊）』鎌

倉市教育委員会平

成１１年

集合住宅

建設

平 成2年10

月 5 日 ～

1991年9月

15日

3 8 0 0

㎡

鎌倉時代から南北朝期(13世紀～ 14世紀）

の2時期の遺構群を確認。後半期には190

軒以上の方形竪穴群、土坑、墓址(土壙墓

22基、集積人骨土坑１基、遊離人骨3 ヵ所

)等、道路、前半期では馬場とそれを囲む桟

敷が復元出来る様相を検出。文永9(1272)

年九月十八日銘の木製品が出土。古代は7世

紀中頃の祭祀遺構

7
由比ガ浜二丁目

1037番1外地点

原廣志「由比ガ浜

中世集団墓地遺

跡」県埋蔵報告35

共同住宅

建設

平 成 ４ 年2

月3日 ～ 6

月22日

600㎡

中世ー方形竪穴8軒　井戸4基　土坑20基

　溝　旧河川(滑川)西岸　投げ込み人骨１

体　動物遺体　木製品　　　古代-井戸状遺

構1基　ピット　溝４条　遺物包含層
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8

由比ガ浜二丁目

1 ２０３番20

地点

原廣志「由比ガ浜

中世集団墓地遺

跡」『鎌倉市埋蔵文

化財緊急調査報告

書16（２分冊）』鎌

倉市教育委員会平

成１１年

自己用診

療所・併

用住宅

平成10年11

月 26日 ～

１２月11日

111.58

㎡

風成砂層中の宝永火山灰層直下から15世紀

～ 16世紀に渡る2時期の遺構群を検出。土

坑、、溝状土坑、柱穴、遺物溜り等。

9
由比ガ浜四丁目

4番30地点

宮田眞他「由比ガ

浜中世集団墓地遺

跡」由比ガ浜中世

集団墓地遺跡発掘

調査団　1996年

静養館施

設増設

平 成6年12

月5日 ～ 平

成 7 年 2 月

27日

250㎡

9世紀後半の遺構群、及び14世紀前葉～中

葉の方形竪穴群、14世紀後半以降の埋納骨、

礎石建物？等を検出。

10
由比ガ浜四丁目

1134番1地点

大河内勉「由比ガ

浜中世集団墓地遺

跡」由比ガ浜中世

集団墓地遺跡発掘

調査団

県埋蔵報告30

集合住宅

建設

昭 和61年8

月4日～ 12

月31日

900㎡ 古代・中世

11
由比ガ浜四丁目

1136番地点

大河内勉「由比ガ

浜中世集団墓地遺

跡」＜一次調査＞

由比ガ浜中世集団

墓地遺跡発掘調査

団　1997年

保養所改

築工事

平成3年8月

1日～ 1992

年7月7日

1 6 0 5

㎡

13世紀後半から14世紀代の2時期の中世面

を確認。道路、方形竪穴、井戸、墓址、土坑

等。古代では7世紀から10世紀前半に渡る

竪穴住居址、土坑、ピット、炉跡を検出。ま

た、古代瓦が392点出土している。

12
由比ガ浜四丁目

1136番地点

斎木秀雄他「由比

ガ浜中世集団墓地

遺跡」＜二次調査

＞由比ガ浜中世集

団墓地遺跡発掘調

査団　1997年

若宮荘プ

ール建設

平成5年1月

5日～ 3月
605㎡

中世期の3時期の生活面を検出。13世紀後

半の葬地の様相、14世紀前半～ 15世紀初頭

の短冊型方形竪穴建物の短期間の作り変えの

変遷、15世紀前半～後半の或いは塩田の可

能性を含んだ方形区画の検出。

13
由比ガ浜四丁目

1179番１他地点

斎木秀雄・大河内

勉「由比ガ浜中世

集団墓地遺跡」5

地点一次・二次調

査＞由比ガ浜中世

集団墓地遺跡発掘

調査団　鎌倉遺跡

調査会調査報告書

第22集1996年

マンショ

ン建設

昭 和61年7

月 ～ 11月

2000年5月

900 ㎡

＋ 605

㎡

13世紀後葉から14世紀前半の2時期の東西

道路、溝状土坑、方形竪穴群。道路は幕府等

大規模人数を動員出来る機関が造作したと推

量。
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14
由比ガ浜四丁目

1181番他地点

鎌倉市埋蔵文化財

年報Ⅰ（昭和46年

度～ 52年度）鎌倉

市教育委員会

テニスコ

ート造成

昭和52年度

10月
人骨出土。年代不明

15
由比ガ浜四丁目

6番9地点

斎木秀雄「由比ガ

浜中世集団墓地遺

跡」由比ガ浜中世

集団墓地遺跡発掘

調査団1994年

大蔵省印

刷局鎌倉

宿泊所建

設

平成４年12

月～平成５

年5月

800㎡

１期から４期に大別される１３世紀中頃から

１８世紀までの掘立柱建物、方形竪穴建物、

道路等が検出。浜地の倉庫域に時期を経て区

画された土地に職人集団の工房或いは居住区

と商人の倉庫域が混在した繁華な時期にな

り、その後塩田?等の農村化した様相になっ

た状況を推定。

16

由比ヶ浜四丁目

1102番2外 由

比ヶ浜南遺跡

斎木秀雄「由比ガ

浜南遺跡」由比ガ

浜南遺跡発掘調査

団2002年3月

地下駐車

場建設に

伴う事前

調査

平成7年4月

～平成9年6

月

9 7 5 0

㎡

中世期の膨大な数の埋葬遺構、屋敷跡、方形

竪穴、溝、土坑、井戸、河川等

17
由比ヶ浜四丁目

1171番3外

斎木秀雄「由比ガ

浜中世集団墓地遺

跡」由比ガ浜中世

集団墓地遺跡発掘

調査団

県埋蔵報告30

保養所改

築工事

昭 和61年7

月7日～ 10

月25日

1 2 0 0

㎡

道路、井戸、墓跡、溝状土坑、土坑、柱穴、

方形竪穴検出。道路等に区画された遺構群の

検出

18
由比ガ浜四丁目

1142番地点

田代郁夫・玉林美

男「由比ガ浜中世

集団墓地遺跡(特

殊養護老人ホーム

鎌倉静養館建設予

定地)発掘調査報

告書」東国考古学

歴 史 研 究 所・ 鎌

倉市教育委員会

1984年3月

特殊養護

老人ホー

ム鎌倉静

養館建設

予定地

昭 和57年8

月2日 ～ 8

月25日

室町時代(14世紀）の土壙墓

19 簡易裁判所地点

日本人類学会編

『鎌倉材木座発見

の中世遺跡とその

人骨」1956年

1953年と1956年との２回の調査で910体

以上の人骨が出土
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第二章　調査経過
第１節　調査の経過

鎌倉市教育委員会は平成17年6月1日に確認調査を実施した。その結果、現地表下140㎝までが近現代層、

その直下の黄褐色砂質土層中に中世遺構及び遺物が確認され、その地点を中世第1面と判断した。さらに、

50cm前後掘り下げて、次の生活面を確認した。確認調査の結果、本調査地点において２時期にわたる中

世期の生活面が確認されたため鎌倉市教育委員会は埋蔵文化財への影響が避けられないことを確認し本調

査が必要であると決定した。調査面積は73.5㎡、調査期間は平成17年9月16日～ 10月25日までである。

調査は廃土を場内処理することが決められていたため、置き場を確保するため調査区を２分して半分づ

つ調査を実施することに決め、北側をⅠ区、南側をⅡ区としⅠ区から調査を開始した。確認調査の結果に

基づき近現代層110cm前後を重機により掘削し、以下を人力による作業とした。中世の遺構面は2面検

出され、検出遺構は溝状遺構１基、方形土坑２基、土坑8基、方形竪穴建物９、柱穴列１、柱穴28口で、

出土遺物は整理箱５箱である。

以下、作業経過は下記のとおりである。

平成17年	9月	15日	 重機による表土掘削。

	 9月	16日	 Ⅰ区１面の調査開始。

	 9月	20日	 1面撹乱掘り上げ。

	 9月	21日	 方形土坑１、土坑1、2、3、方形竪穴建物1 ～４検出。

	 9月	26日	 1面全景撮影。1面平面図。

	 9月	27日	 2面へ掘り下げ。検出、土坑4検出。

	 9月	28日	 2面全景撮影及び平面実測。

	 9月	29日	 土層図作成。Ⅱ区調査の準備。

	 9月	30日	 鎌倉市3級基準点、4級基準点の移動。

	 10月	 5日	 Ⅰ区埋め戻し。

	 10月	 6日	 Ⅱ区表土掘削。

	 10月	11日	 Ⅱ区調査開始。

	 10月	12日	 土坑５、方形竪穴建物5、6検出。

	 10月	19日	 Ⅱ区1面全景撮影及び平面図。

	 10月	20日	 Ⅱ区2面へ掘り下げ開始。

	 10月	21日	 方形竪穴建物７、柱穴群検出。全景撮影、及び平面図。

	 10月	24日	 古代面（黒褐色粘土）の調査。遺構はなし。南壁、東壁の土層図作成。

	 10月	25日	 器材撤収。調査終了。
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第２節　調査区位置図（図 2）・　
　　　　グリッド設定図　世界測地系による座標表示（図３）

　

0 100m

図2　遺跡位置図
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図３　グリッド配置図
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測量のためのグリッドは調査区に平行に任意の2点をきめ、それを基準として、南北方向をX軸とし、

北から南にｘ０、ｘ１、ｘ２．・・・・と増え、東西方向をＹ軸とし、東から西にｙ０，ｙ１、ｙ２・・・

と増え北東角をｘ０、ｙ０とし測量の基準点とした。また、X軸は磁北より東に　32°06　′54　″東に傾く。

また、座標Ｘ−76401.374．Ｙ−26116.457を用いて国土座標と合成した。

第３節　基本層序
中世第1面はＧＬ−160㎝（海抜5.9m）、中世第２面はＧＬ−240cm(海抜5.1m)で確認された。

基本層序は図４に示す通りである。

基本層序

　０層　表土層

　Ⅰ層　茶黄色砂質土　中世遺物包含層

　Ⅱ層　黄褐色細砂　１面構成土。貝粒子を含みしまる。

　Ⅲ層　黒褐色粘質土　２面／地山

0

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

6M

図４　基本層序
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第三章　検出遺構と出土遺物

第1節　中世第 1面（図５）

本遺跡地の現地表

の海抜は7.3～ 7.4m

である。現代の盛土

80 ～ 150cmが堆積

していたが、盛土直

下 に25 ～ 45cm の

遺物包含層の堆積が

検出された地域もあ

る。中世第１面は

現地表下135cm ～

150cmで検出され

た。海抜は5.9m ～

6mである。遺構面

はほぼ平坦で黄色細

砂層である。溝状遺

構1条、方形竪穴６

軒、土坑7基である。

現在までの発掘成果

と同様に浜地に方形

竪穴群が展開すると

いった様相である。

以下、各遺構別の詳

細を述べる。

方形竪穴1(図6)
X1 ～ 4・Y7グ リ

ッドで海抜5.9mで

検出された。当址の大半は調査区外西側にある。検出された掘り

方規模は南北250cm、東西25cm、深さは確認面より31cmを測る。

床面の海抜は5.56mである。南東角に柱穴がある。検出された掘

り方規模は35×17cm、深さは床面より20cmを測る。4隅に杭

を打ち込んで壁板を支えた痕跡であるあると想定される。覆土は

暗黄茶色砂質土で炭化物、貝殻を含む。当址の南北の軸方向はN

−32°−Eである。 0

6M
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図６　方形竪穴１

0 4m

y8 y6 y4 y2
x0

x2

x4

x6

x8

x10

方1

方3

方4

方3張出し

方2

土3

撹
乱

撹
乱

土
1

土
4

土2

トレンチ

土6

方5

土7

トレンチ

P1

根
太
痕

溝状遺構1

方6

方
土
1

土
5

図５　1面遺構配置図



− 338 − − 339 −

方形竪穴1出土遺物(図7)
1～ 3は鉄製品、釘である。先端が欠損しており全長は不明である。

太さは6㎜前後の方形である。

4、5は骨製品である。4は笄の先端部。丁寧な細工である。5は

加工骨である。両端が刃物により切断されており、加工途上のもの

であると想定される。

方形竪穴2(図8)
X1 ～ 3・Y1 ～ 4グリッド

において海抜5.9mで検出さ

れた。当址の北西角は現代の

撹乱にあう。検出された掘り

方規模は南北178cm、東西

202cmで平面形は長方形にな

ると思われる。深さは確認面

より48cmを測り、床面の海

抜は5.25mである。床面から

は当址の構造を想定出来る遺

構等は検出出来なかった。覆

土は暗茶褐色砂質土で貝殻、

貝粒子、土丹粒子、かわらけ

片を含みしまりはない。当址

の南北の軸方向はN−41°−E

である。

方形竪穴2出土遺物(図9)　
1 ～ 4はロクロ成形のかわらけで、1、2は中皿、3、4は小皿である。大、中、小の３器種に分類され

る中小のセットである。器肉が薄く、底径と口径比が小さく体部の開く皿型であるが4は丸深タイプであ

る。5は龍泉窯の無文碗の底部の小片である。胎土は白色を呈し、釉調は淡灰緑色で半透明で光沢は無い。

器表に粗い貫入がみられる。6、7は瀬戸窯の製品である。6は灰釉折縁皿の底部である。底部には焼台

が付着している。外面には糸切り痕が明瞭である。7は入れ子である。胎土は褐白色を呈し、軟質である。

全体に薄く降灰している。8、9は常滑窯片口鉢Ⅰ類である。8は6a型式の口縁部である。胎土は灰色を呈し、

長石、石英を混入する。口唇部は肥厚する。9は底部の破片である。胎土は灰色を呈し長石、小石を含み

粗い。外面底部際の回転ヘラケズリ調整痕が明瞭であり、また内面の磨滅は顕著でよく使用された痕跡を

0

1

2 3

4
5

10cm
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表1　方形竪穴１概要表
　 規模cm 深さcm 標高m 平面形

掘り方 25以上×250以上 31 5.90	 長方形（推定）

床面 18以上×238以上 　 5.56	 　

竪穴内P1 17以上×35以上 20 5.36	 楕円形

備考 大半は調査区外 　 　 　

表２　方形竪穴2概要表
　 規模cm 深さcm 標高m 平面形

掘り方 202以上×178 48 5.90	 長方形

床面 180以上×120 48 5.25	 長方形

備考 西側は現代撹乱に切られる 　 　
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示す。10は魚住窯の片口鉢の口縁部である。胎土は暗灰色を呈し、長石、小石を含み粗い。口縁部は黒

色である。11は瓦質の手焙りの口縁部の小片である。外面口縁下に8弁の菊花のスタンプ文を押印する。

12、13は伊勢系鍔釜の口縁部である。共に黒灰色の胎芯を残す。12の器表は淡橙色、鍔下から外体部に

は煤が付着している。また、鍔部に直径9㎜の穿孔

がある。13は白色系の色調で、器表に砂粒が浮く。

14はかわらけ質の人形である。両手と脚部は欠損し

ており形態は不明であるが、頭部に被り物をしてい

るようにも思われ女形であろうか。座位である。15

～ 17は鉄製品、釘である。16は完形品である。全

長7cm、太さ0.6×0.5cmの方形である。18は南唐銭、

開元通寳である。19は貝殻を加工して制作された碁

石である。20は石英質の火打石である。敲打痕が白

濁して残る。21は円錐形を呈する骨製品である。用

途は不明である。

方形竪穴3(図10)
X0 ～ 4・Y4 ～ 7グリッドにおいて海抜5.9mで検

出された。当址は北側に大規模な張り出しが付く。

また、北西角は現代の撹乱にあう。検出された床面

の掘り方規模は南北210cm、東西260cmで平面形
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図９　方形竪穴２出土遺物
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は長方形になると思われる。深さ

は確認面より51cmを測り、床面

の海抜は5.26mである。張り出

し部の床面の掘り方規模は南北

119cm、東西159cmで平面形は

長方形になると思われる。深さは

確認面より29cmを測り、海抜は

5.61mである。また、張り出し床面からは大型の掘り込が検出され、当址の構造上の遺構であると思わ

れるが不明である。掘り方規模は55×57cmで平面形は隅丸方形になると思われる。深さは確認面より

36cmを測り、底部の海抜は5.20mである。覆土は暗茶褐色砂質土で貝殻、貝粒子、炭化物、骨片、かわ

らけ片を含みしまりはない。当址の南北の軸方向はN−39°−Eである。

方形竪穴3出土遺物(図11)
1～11はロクロ成形のかわらけ、1、2は大皿、3～5は中皿、6～11は小皿で大中小のセット関係である。

概ね胎土は橙色を呈し粉質である。1 ～ 3、6は薄手丸深、4、5、7 ～ 11は器高の低い皿状であり、セ

ット関係を成すが形は異なる。12は舶載の天目茶碗である。胎土は白色粒子を含み黒灰色を呈し、緻密

である。器表には気孔が多く観察される。13は瀬戸窯の鉄釉柄付片口の口縁部の小片である。胎土は橙

色を呈し、軟質である。口縁端部を若干上方に折り曲げている。14 ～ 18常滑窯の製品である。14 ～ 16

は片口鉢Ⅰ類である。14、15は6a型式の口縁部の小片である。14は器肉の薄い小型の片口鉢になると

想定される。胎土は長石を含み比較的精良で硬質である。15は小石を含んだ粉質の胎土で、口縁部が若

干開く。16は底部片である。粘土紐を貼り付けて低い高台を造る。底部際は回転ヘラケズリ調整である。

内面は磨られ滑らかである。17は鳶口壺の底部の小片である。胎土は橙灰色を呈し長石を多く含む。内

面は指頭による調整、外面はヘラによるナデ調整である。断面が炭化しており、破損後被災したと思われ

る。18は片口鉢Ⅱ類の口縁部の小片である。6b型式である。胎土は橙灰色を呈し長石粒子を含む。19は

伊勢系土鍋の口縁部の小片である。白色系の色調で器表には砂粒が浮く。外側口唇部に煤が付着している。

20は研磨陶片である。かわらけの底部片の転用である。形状は三角形で、その周囲全体に研磨痕がある。

21 ～ 23は鉄製品、釘である。21は端部が板状である。用途不明。22，23は頭部が四角い釘で、23は

全長6.3cm、0.5㎜四方である。

24 ～ 32は銭である。24 ～ 26は開元通寳である。この銅銭の初鋳年は621年、845年、960年と3回

あるが出土銭の銭貨名が明瞭でないため各々の初鋳年は不明といわねばならない。27 ～ 32は解読不明

である。33、34は軽石である。磨滅は非常に顕著である。

方形竪穴4(図12)
調査区北東角、X1 ～ 2・Y1 ～ 2グリッドにおいて海抜5.8mで検出された。当址の大半は調査区外北

東にある。検出された掘り方規模は南北119cm、東西132cmで平面形は長方形になると思われる。深さ

は確認面より45cmを測り、床面の海抜は5.36mである。床面からは当址の構造を想定出来る遺構等は検

出出来なかった。覆土は暗茶褐色砂質

土で貝殻、炭化物、かわらけ片を含み

しまりはない。当址の南北の軸方向は

検出範囲が少なくN−22 ～ 30°−Wで

あろうか。

表3　方形竪穴３概要表
　 規模cm 深さcm 標高m 平面形
掘り方 260×210 51 5.26	 長方形
床面 182×155 　 5.26	 長方形
張出し掘り方 159×119 　 　 長方形
張出し床面 130以上×80以上 29 5.61 長方形
張出しP1 55×57 36 5.20	 隅丸方形
備考 西側は現代撹乱に切られる

表4　方形竪穴4概要表
　 規模cm 深さcm 標高m 平面形
掘り方 132以上×119以上 45 　5.8 方形
床面 60以上×62以上 　 5.36	 方形
備考 大半が調査区外 　 　 　
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方形竪穴5(図13)
調査区北東角、X6 ～ 7・Y2 ～ 3グリッドにおい

て海抜5.9mで検出された。当址の大半は調査区外北

東にある。検出された掘り方規模は南北51cm、東

西267cmで平面形は長方形になると思われる。深さ

は確認面より66cmを測り、床面の海抜は5.25mで

ある。床面からは当址の構造を想定出来る遺構等は

検出出来なかった。覆土は暗黄色砂質土で貝殻、炭

化物を含みしまりはない。当址の南北の軸方向はN

−43°−Eである。

方形竪穴5出土遺物(図14)
1はロクロ成形のかわらけの小皿である。胎土は橙色を呈し粉質で精良である。薄手丸深の形態である。2は常

滑窯片口鉢Ⅰ類の口縁部である。6a型式である。胎土は暗灰色を呈し長石が非常に多い。3、4は北部系山茶碗、

東濃型、多治見編年の明和(1260～1310年)である。内底部中心のナデが強く共に高台端部の籾殻痕が明瞭である。

3は器表に煤が付着している。4は鮮やかな灰白色を呈する。5、6は常滑窯片口鉢Ⅱ類である。5は口縁部6b型

式の小片である。内面に厚く降灰している。6は底部の破片である。底部の器肉は薄く、外面は砂底である。体部

の調整はヘラナデ成形である。7は用途不明の土製品である。かわらけ質で、形状は立方体で、直径2㎜の貫通孔
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図14　方形竪穴５出土遺物

１黒茶色砂質土　炭化物を若干混入。しまりなし。
２暗茶黄色砂質土　貝殻片若干混入。しまりなし。
３暗茶黄色砂質土　貝殻片、炭化物を混入物。しまりなし。
４暗茶黄色砂質土　炭化物を多く含む。しまりなし。
５暗黄色砂質土　炭化物を塊で混入。しまりなし。
６暗黄色砂質土　黄色砂、小石を少量含む。しまる。
７黄茶色砂質土　炭化物が全体に飛在。しまりなし。
８黄茶色砂質土　混入物をほとんど含まない。しまりなし。
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図13　方形竪穴5

表5　方形竪穴５概要表　
　 規模cm 深さcm 標高m 平面形
掘り方 270以上×51以上 66 5.90	 長方形
床面 270以上×30以上 　 5.25	 長方形
備考 大半が調査区外 　 　 　
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が1か所にある。胎土に金雲母が含まれており近世の可能性もある。8～10は鉄製品、釘である。全て先端部が

欠損している。11は砥石、頁岩の鳴滝産の仕上げ砥である。砥面は2面である。12は滑石製品、滑石鍋の口縁部

を切り取ったものである。口縁部分に2ヶ所穿孔があり、加工途上のものか、或いは失敗作品の残骸か。13～ 15

は骨角製品である。13、14は笄の先端部である。15は用途不明である。鹿角を磨いており、器表には模様のよう

に凸凹が残る。上方は輪花様に2ヶ所に切り込みをいれ、下方ははめ込み式か刳りがある。

方形竪穴6(図15)
調査区北東角、X6～10・Y4～7グリッドにおいて海抜6mで検出された。当址の大半は調査区外南、及び西にある。

検出された掘り方規模は南北292cm、東西301cmで平面形は方形になると思われる。深さは確認面より78cmを

測り、床面の海抜は5.10mである。床面からは根太痕が検出された。長さ119cm、幅17cm、深さは2cmを測る。

また、P1が検出された。85×96cm、深さは17cmを測る。様相から柱穴とは思われず不明である。方形竪穴の覆

土は茶白色砂質土で貝殻、炭化物を含みしまりはない。当址の南北の軸方向はN−45°−Eである。

方形竪穴6出土遺物(図16)
1 ～ 5はロクロ成形のかわらけ、1，2は大皿、3 ～ 5は小皿である。1及び3 ～ 5の小皿はやや砂粒が

多いが粉質の精良土で丁寧な作りで、器高の低い皿状である。2は薄手丸深の器形で、底部に穴を穿つ。

明るい橙色の精良土で焼成は良好である。6 ～ 12は常滑窯の製品である。6は6a型式の片口鉢Ⅰ類の口

縁部の小片である。内面及び口縁部に厚く降灰している。7は6a型式の甕の口縁部である。灰紫色を呈

する粘性のある精緻な胎土である。内面と口縁部に厚く降灰している。8は壺の底部である。外面底部の
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１茶白色砂質土　貝殻片を多く含み、炭化物を若干混入。しまりなし。

２黄茶色砂質土　貝殻片を多く混入する。しまりなし。

３黄茶色砂質土　２層より砂が粗い。しまりなし。

４茶白色砂質土　Ⅰ層より炭化物、の混入が少ない。しまりなし。

５茶白色砂質土　炭化物、粗砂を多く含む。しまりなし。

６暗茶拍色砂質土　混入物なし。しまりなし。

７暗茶黄色砂質土　炭化物を多く含む。しまりなし。

８暗茶黄色砂質土　かわらけ片を多く含む。しまりなし。

９暗茶黄色砂質土　貝粉、炭化物を多く含む。しまりなし。

10暗茶色砂質土　炭化物、黒色粘土塊を含む。しまりなし。

11茶色砂質土　炭化物を層状に含む。しまりなし。

12茶色砂質土　１面構成土に近い・粗白砂、貝殻片を含む。しまりなし。

ト
レ
ン
チ根

太
痕

トレンチ

トレンチ

図15　方形竪穴6

表6　方形竪穴6概要表　
　 規模cm 深さcm 標高m 平面形
掘り方 292以上×301以上 78 6.00	 方形
床面 263以上×264以上 78 5.10	 方形
根太痕 17×119 2 5.08 　
P1 85×96 17 4.94	 隅丸方形
備考 大半が調査区外 　 　 　
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糸切り痕は明瞭であり、内面は全体に降灰しており、広口壺、或いは無頸壺の底部片かと思われる。9は

無頸壺の口縁部の小片である。遺存部分から推定して径が小さく、小壺になるかと思われる。外面口縁部

付近に降灰している。10、11は片口鉢Ⅱ類である。10は6b型式の口縁部の小片である。胎土は灰色で

粘性があり精緻である。11は6a型式である。注口を有する部位の口縁部から底部際までが検出された。

胎土は橙褐色を呈し粘性があり精緻である。外面は斜め方向のなで上げ調整、内面は指頭よる調整である。

12は土器質浅鉢型手焙りの口縁部の小片である。胎土には白針が非常に多く含まれる。13 ～ 22は鉄製

品である。13は握り鋏である。完形品で検出された。全長11.5cmを測り刃部5.5cm、握り部6cmで、そ

の比率は凡そ１：１で等分に鋳造されている。14 ～ 21は釘である。凡そ完形品が出土した。全長5 ～

8.7cm、太さ4 ～ 7㎜四方である。22は環状掛け金具の止め金の部分である。環部1.8cm、5 ～ 7㎜四方

である。23 ～ 25は銭、23は南唐銭、開元通寳である。24，25は北宋銭、24は祥符通寳、25は熈寧元

寳である。26，27は砥石である。26は頁岩の鳴滝産仕上げ砥である。片面は剥離しており砥面は1面で

ある。27は流紋岩質凝灰岩、伊予産の中砥である。砥面は4面ある。
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図16　方形竪穴6出土遺物
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方形土坑１(図17)
調査区南東角、X8 ～ 10・Y2 ～ 3グリッドにおいて海抜5.9mで検出

された。当址の大半は調査区外南、及び東にある。検出された掘り方規

模は南北240cm、東西99cmを測る。底部は高低差を持ち3段になる。

深さは確認面より北から9cm、25cm、51cmを測り、海抜は5.8m、

5.6m、5.3mである。当址の南北の軸方向はN−17°−Eである

土坑1～ 7・溝状遺構１(図18)
土坑1

調査区北西角、X8 ～ 10・Y2 ～ 3グリッドにおいて海抜5.93mで検

出された。当址は現代の撹乱を受ける。また、その主体は調査区外北西

にある。検出された掘り方規模は南北66cm、東西48cm、深さは確認面より13cmを測り、底部の海抜

は5.81mである。覆土は暗黄色砂質土で、炭化物、かわらけ片を含みややしまる。

土坑2
調査区北壁、X0・Y4グリッドにおいて海抜5.94mで検出された。当址の東側は大きく現代の撹乱を受

ける。また、その主体は調査区外北にある。検出された掘り方規模は南北15cm、東西60cm、深さは確

認面より11cmを測り、底部の海抜は5.83mである。覆土は暗黄色砂質土で、炭化物、かわらけ片、貝殻

片を含みしまりはない。

土坑3
調査区南東、X3・Y4グリッドにおいて海抜5.72mで検出された。当址の主体は調査区外南東にある。

検出された掘り方規模は南北25cm、東西90cm、深さは確認面より27cmを測り、底部の海抜は5.45m

である。また、南西角に柱穴状の小穴を有す。現状で18×19cm、深さは底部より8.4cmを測る。当址

付近一帯は後世の撹乱を受け遺構面が削平されたため他地域に比して低くなっている。

土坑4
調査区西、X2 ～ 3・Y8グリッドにおいて海抜5.84mで検出された。当址は方形竪穴１と切り合い関係

にある。検出された掘り方規模は南北90cm、東西20cm、深さは確認面より14.1cmを測り、底部の海抜

は5.69mである。

土坑6・7
X8・Y7グリッドにおいて海抜5.95mで検出された。土坑6が土坑7をきる。

土坑6は方形竪穴6と切り合い関係にあり全容を確認できない。検出された掘り方規模は南北70cm、

東西42cm、深さは確認面より34cmを測り、底部の海抜は5.63mである。

また、土坑7も溝状遺構1と切り合い関係にある。検出された掘り方規模は南北50cm、東西26cm、

深さは確認面より6cmを測り、底部の海抜は5.89mである。

溝状遺構1・土坑５
X7 ～ 9・Y4 ～ 5グリッドにおいて海抜5.95mで検出された。当遺構群は切り合い関係を持つ。

土坑５の南側は方形土坑1と切り合う。検出された掘り方規模は南北70cm、東西27cm、深さは確認

面より15cmを測り、底部の海抜は5.82mである。
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図17　方形土坑１

表7　方形土坑1概要表
規模cm 深さcm 底部標高m 備考
99×240 9 5.8 　大半は調査区外
　 25 5.6 　
　 51 5.3 　
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溝状遺構1は土坑７、方形竪穴６、方形土坑１と切り合い関係にある。検出された掘り方規模は南北の

長さ170cm、東西85cm、深さは確認面より13cmを測り、底部の海抜は5.78mである。底部は平坦で、

断面はU字型を呈する。南北の軸方向はN−19°−Wである。

土坑1出土遺物(図19－1)
1は鉄製品、釘である。先端は欠損しており遺存部分は長さ6.3cm、太さは3㎜四方である。

土坑2出土遺物(図19－2)
2は伊勢系鍔付き土鍋である。胎土は黒

灰色を呈し砂粒を多く含む。器表は白色を

呈し砂粒が浮く。

3は石英質の火打石である。稜線に明瞭

な敲打痕があり、また煤の付着も有る。

　

土
坑
1

土
坑
2

土坑1
　1暗黄色砂質土　炭化物、かわらけ片を含む。ややしまる。

溝状遺構1
　1暗茶黄色砂質土　貝殻片、黒褐色砂を含む。しまりなし。

土坑2
　1暗黄色砂質土　炭化物、かわらけ片を含む。しまりなし。
　2暗黄色砂質土　炭化物、貝殻片を含む。ややしまる。
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図18　土坑1～ 7・溝状遺構１
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図19　土坑1・2・5出土遺物

表8　土坑1～ 7・溝状遺構1概要表
　 規模cm 深さcm 底面標高m 平面形 備考
土坑１ 48以上×66以上 13 5.81	 楕円形（推定）
土坑２ 60以上×15以上 11 5.83	 　 　
土坑３ 90×25以上 27 5.45	 　 　
土坑４ 90以上×25以上 14.1 5.69	 　 　
土坑５ 27以上×70以上 15 5.82	 　
土坑６ 42×70 34 5.63	 　 　
土坑７ 26×50 7 5.89	 　 　
溝状遺構１ 85×170以上 13 5.78	 　 　
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表土層 撹乱
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図20　表土層・撹乱層・1面出土遺物
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表土層出土遺物(図20－1～ 3)
1はロクロ成形のかわらけの大皿である。胎土は明るい橙色を呈し粉質が強い。口縁部を直口して立ち

上げ口唇端部を摘み上げている。2、3は加工骨である。片方の端部に刃物による切断痕がある。

撹乱出土遺物(図20－4～ 8)
4は白磁の口兀皿の口縁部の小片である。胎土は灰白色を呈し、釉調は淡青灰色、半透明で光沢は無い。

5は南部系東遠型山茶碗である。胎土は暗灰色を呈し、器肉は均一である。器表は黒灰色を呈し堅く焼し

まる。6、7は鉄製品、釘である。7は完形品である。全長12.7cm、4㎜四方である。8は近世瀬戸美濃窯

の灯明皿の皿受けである。内面及び外面に鉄釉を浸け掛けしている。体部外面に環状の重ね焼きの痕跡が

ある。

1面出土遺物(図20－9～ 35)
9、10は龍泉窯の青磁である。9は蓮弁文碗の底部の小片である。釉調はオリーブ色、半透明で光沢は無い。

高台畳付きは露胎、器表は細かく貫入している。10は無文の折縁鉢の口縁部の小片である。釉調は灰緑色、

半透明で光沢は良好である。口縁部の施釉は薄い。11は瀬戸窯灰釉折縁皿の口縁部の小片である。胎土

は黄白色を呈し、大粒泥岩粒を混入する。被災し器表は肌荒れしている。12 ～ 15は常滑窯片口鉢Ⅰ類

である。12、14は6a型式、13は5型式の口縁部である。12の胎土は淡灰色を呈し、長石、黒色粒子を

多く含む。口唇部は肥厚し、僅かに降灰している。13は片口部位付近で、注口部制作のための凹凸が顕

著である。また、口縁部は粘土紐の雑な貼り付けで作られている。14の胎土は灰色を呈し長石粒子多く

含む。口縁部から内面に厚く降灰している。15は底部である。胎土は灰色を呈し長石を含み精緻である。

体部外面下の回転へらけずり調整痕は明瞭で、また内面の磨滅も顕著である。16は南部系山茶碗の口縁

部で尾張型6 ～ 7型式である。胎土は褐白色を呈し長石粒子を多く含む。器肉は比較的均一でやや精良で

ある。外面口縁下のなでが強いため凹む。口唇部に厚く降灰している。17 ～ 23は常滑窯の製品である。

17、18は甕の底部である。17の胎土には長石粒子が多く含まれ粗い。底部際はヘラによる横ナデ調整、

底部外面は砂底である。18の胎土は褐灰色を呈し、長石大粒、石英を含む。内面には薄い降灰が有る。

また、磨滅しており鉢に転用した可能性がある。19は広口壺である。6b型式である。縁帯は頸部に着い

ており、縁帯幅は2cmと狭い。胎土は黒灰色を呈し、長石を多く含む。口縁部から頸部にかけて厚く降

灰している。20は小壺の底部である。胎土は淡灰褐色を呈し、精緻である。内面は指頭による調整、外

面はナデ調整である。底部外面は砂底、内面には降灰がある。21 ～ 23は片口鉢Ⅱ類で6b型式である。

21の胎土は長石を含み粘性があり精緻である。口唇部中央はナデのため窪み、また口縁下部は火ぶくれ

している。22の胎土は長石、若干の砂粒を含む。外面口縁下は強い指ナデのため窪む。23の胎土は淡橙

色を呈し、焼成は不良である。24は魚住窯の鉢の口縁部である。胎土は淡灰褐色を呈し、砂粒を多く含

み精良である。内面の磨滅が顕著である。25は瓦質手焙りの口縁部の小片である。器表には磨きの痕跡

が僅かに認められる。26 ～ 32は鉄製品である。26 ～ 31は釘である。全長3.5 ～ 7cm、太さは4 ～ 8㎜

である。32は環状掛け金具の止め金の部分である。環部2.2cm、孔径5㎜を測る。33は北宋銭、元豊通

寳である。34、35は石製品である。34は滑石のスタンプである。植物文(?)が陽刻されている。35は砥

石である。流紋岩質凝灰岩の伊予産の中砥である。砥面は4面ある。
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表土層
１現代盛土
２白粗砂
３白細砂
４茶黄色砂質土　貝殻細片多く、炭化物少量含む。粘性なくしまりなし。
５茶黄色砂質土　貝殻、細砂僅かに含む。粘性なくしまりなし。
23白粗砂　ややしまりをもつ。
中世遺物包含層
６茶黄色砂質土　かわらけ片、炭化物、貝殻細片含む。粘性なく、しまり良好。
７茶黄色砂質土　かわらけ砕片を多く含み、貝殻片、細砂を含む。堅くしまる。
24茶色砂質土　かわらけ片、炭化物、貝殻片含む。しまりなし。　

1面
土坑１
8暗黄色砂質土炭化物、かわらけ片混入、粘性なくしまらない。
17黄色細砂(1面構成土)　貝粒子を含むしまりのある層。
18黄色細砂(1面構成土)　貝粒子、黒色粘土を含むしまりのある層。
25黄白色砂質土(1面構成土)　白粗砂、貝殻片を多く含む。茶赤色粘土が混入する。しまる。
26暗黄白色砂質土(1面構成土)　白灰細砂、貝殻片を少量含む。茶赤色粘土が混入する。しまる。
27暗黄白色砂質土(1面構成土)　白粗砂、炭化物、貝殻片を少量含む。しまりなし。
28暗黄白色砂質土(1面構成土)　27層より白粗砂多い。しまりなし。
29暗白色砂質土(1面構成土)　白細砂に少量の白粗を含んだ層。しまりなし。
30暗白色砂質土(1面構成土)　29層より白粗が多い層。しまる。
31暗白色砂質土(1面構成土)　黒色粘土を全体に含む。しまる。
32暗白色砂質土(1面構成土)　31層より黒色粘土を全体に含む。しまる。
土坑２
９暗黄色砂質土　炭化物、かわらけ片混入、粘性なくややしまる。
10暗黄色砂質土　炭化物、貝殻片含む。粘性なくややしまる。
方形竪穴４
11暗黄色砂質土　炭化物、かわらけ片混入、貝殻多く含む。粘性なくややしまる。
12暗黄色砂質土　大型貝殻を多く含み、炭化物、石片少量混入。粘性なくややしまる。
13暗黄色砂質土　炭化物と黒灰色粘土を層状に含み、かわらけ砕片、貝粒子を混入する。粘性なくややしまる。
14暗黄色砂質土　貝粒子、粗砂を含む。粘性なくしまりなし。
15暗黄褐色粗砂(柱穴)　灰黒色砂を少量含む。しまりなし。
16暗黄褐色粗砂（柱穴）　炭化物、貝粒子を含む。しまりなし。
20暗黄褐色砂質土　貝殻を少量含む。しまりなし。
21暗黄褐色砂質土　貝殻を多量に含む。しまりなし。
33暗茶色細砂(柱穴)　炭化物、貝殻片、骨片混入。しまりなし。
34暗茶色細砂(土坑)　炭化物、貝殻片混入。しまりなし。
35暗茶色細砂(土坑)　炭化物、かわらけ片混入。しまりなし。
36暗茶色細砂(柱穴)　炭化物、貝殻片、混入。しまりなし。
2面
19黒褐色粘質土(2面)　堅くしまった層。古代遺物を少量含む。
22黄白色粗砂(柱穴)　混入物なし。しまりなし。
37暗白色砂質土(柱穴)　やや黄色砂を含む。しまりなし。
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第 2節　中世第 2面　

中世第2面は1面直下70 ～ 80cm、海抜5.2m前後で検出された。1面の砂層とは一変して黒褐色粘質

土の粘土層である。検出された遺構は方形竪穴3軒、方形土坑1基、土坑1基である。遺構群は検出状況

から、おおよそ２時期の様相を検出したと想定される。また、この層中には中世遺物に混入して古代遺物

が出土した。本遺跡地では該期の遺構群は検出されていないが、中世期の遺構の掘り込が深いために破壊

された可能性も否定出来ない。

方形竪穴7(図22)
調査区北西部、X2 ～ 3・Y6 ～ 8グリッドにおいて海抜5.12mで検出された。検出されたのは床面及び、

床面の四周を廻る柱穴群である。当址は壁板を押さえるために所謂床面に杭を打ち付けるタイプのもので

あり、その痕跡が柱穴状になって検出されたものである。壁面はすでに完全に削平されており遺存したの

は床面のみである。検出された掘り方規模は南北167cm、東西177cmで平面形は長方形になると思われ

る。床面の海抜は5.12mである。床面からは15口の柱穴が検出された。平面形が凡そが楕円を呈し、深

さは7 ～ 16ccmを測る。覆土は黄褐色砂質土で貝粒子、骨片、黒色粘土を含みしまりはない。当址の南

北の軸方向はN−41°−Eである。
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図22　方形竪穴7

表9　方形竪穴７概要表
NO 規模cm 深さcm 底部標高m 平面形 備考
床面 167×177以上 0 5.14	 長方形（推定） 壁の検出はなし
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方形竪穴8(図23)
調査区西部、X5 ～ 8・Y7 ～ 9グリッドにおいて海抜5.28mで検出された。当址の西側、及び北側は調

査区外北、及び西にある。検出された掘り方規模は南北192cm、東西258cmで平面形は長方形になると

思われる。床面は南北184cm、東西228cmを測り、海抜は4.79mである。床面はきれいに掃除されてお

り上屋、及び床面の構造を想定出来る痕跡は検出されなかった。覆土は白黄色砂質土で炭化物、黒色粘土

を含みしまりはない。当址の南北の軸方向はN−43°−Eである。
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図23　方形竪穴8

NO 規模cm 深さcm 底部標高m 平面形 備考
竪穴内P1 14×21 7 5.03	 半円形 半分が遺存
竪穴内P2 15×13 12 5.02	 楕円形 　
竪穴内P3 18×14 15 5.01	 円形 　
竪穴内P4 24×13 13 5.03	 楕円形 　
竪穴内P5 15×15 16 4.99	 円形 　
竪穴内P6 12×24 10 5.02	 楕円形 　
竪穴内P7 13×17 13 5.01	 楕円形 　
竪穴内P8 16×15 15 5.00	 円形 　
竪穴内P9 35×13 18 4.97	 楕円形 　
竪穴内P10 17×13 14 5.03	 楕円形 　
竪穴内P11 12×16 19 5.00	 楕円形 　
竪穴内P12 18×15 14 5.07	 楕円形 　
竪穴内P13 20×13 7 5.03	 楕円形 　
竪穴内P14 15×17 26 4.96	 楕円形 　
竪穴内P15 20×30 18 5.01	 楕円形 　

表10　方形竪穴8概要表
　 規模cm 深さcm 底面標高m 平面形 備考
掘り方 192以上×25以上 50 　 長方形（推定） 西側北側は調査区外
床面 184以上×228以上 50 4.79	 長方形（推定） 　
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方形竪穴9(図24)
調査区北西部、X6～7・

Y3 ～ 5グリッドにおい

て海抜5.28mで検出され

た。検出されたのは床面

及び、床面の四周を廻る

柱穴群で、その西側床面

の一角である。当址は壁

板を押さえの杭の痕跡で

壁面はすでに削平されて

いた。検出された掘り方

規模は南北43cm、東西

250cmを測り、床面の海

抜は5.17mである。床面

からは8口の柱穴が検出

された。平面形

は円形及び楕円

を呈し、深さは

5 ～ 34cmを測

る。当址の南北

の軸方向はN−

46°−Eである。

柱穴列(図25)
調査区北西部、X5・Y8グリッドにおいて海抜5.30mで検出された4口の柱穴群である。当址の西側は

方形竪穴8に切られている。検出された掘り方規模は東西の長さ89cmを測る。柱穴の平面形は楕円を呈

し、深さは6 ～ 16cm、底部の海抜は5.14 ～ 5.23である。柵跡であろうか。当址の南北の軸方向はN−

45°−Eである
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図24　方形竪穴9

表11　方形竪穴9概要表
NO 規模cm 深さcm 底面標高m 平面形 備考
床面 250以上×43以上 14 5.17	 長方形（推定） 大部分は調査区外
竪穴内P1 30×Ⅰ0 16 5.12	 半円形 半分が遺存
竪穴内P2 25×12 34 4.96	 楕円形 　
竪穴内P3 25×15 22 5.02	 楕円形 　
竪穴内P4 20×19 7 5.13	 楕円形 　
竪穴内P5 20×11 6 5.12	 円形 　
竪穴内P6 15×20 13 5.02	 円形 　
竪穴内P7 19×47 5 5.15	 楕円形 　
竪穴内P8 17×28 13 5.06	 楕円形 　

表12　柱穴列概要表
NO 規模cm 深さcm 底面標高m 平面形 備考
P21 20×8 6 5.23	 楕円形 半分が遺存
P10 23×24 15 5.14	 楕円形 　
P22 28×17 11 5.19	 楕円形 　
P11 32×41 16 5.15	 楕円形 　
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方形土坑2(図26)
調査区北西部、X1 ～ 3・Y3 ～ 5グリッドにお

いて海抜5.15mで検出された。検出された掘り方

規模は南北299cm東西103cmを測る。深さは確

認面より22cm、底部の海抜は4.94mである。南

壁際には28×22cmの楕円形を呈する小穴が検

出された。深さは9.2cmを測る。

土坑8(図27)
調査区南西部、X4・Y3 ～ 4グリッドにおいて海抜5.20mで検出された。

当址の主体は調査区外南西にある。検出された掘り方規模は南北34cm東西

120cmを測る。深さは確認面よ24cm、底部の海抜は4.97mである。

柱穴群
2面において検出された柱穴は20口であった。遺構面全体に散在しており、また、調査区際のため展

開の状況が掴めないものもあり、性格は不明といわねばならない。P ５、P17、P18は南北方向に整然と

並んでおり或いは柵の痕跡が想定されるが現状では不明といわねばならない。以下、検出された柱穴を下

記の表にまとめてみた。
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Ⅱ区２面方形土坑２

　　１黄褐色砂質土　貝粒子、骨片、黒色粘土を含む。しまりまし。

　　２黒色粘質土　貝粒子、土器を含む。しまりなし。

　　３暗黄褐色砂質土　貝粒子、かわらけ細片含む。しまりなし。

図26　方形土坑２
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図27　土坑8

表13　方形土坑２概要表
規模cm 深さcm 底面標高m 平面形 備考
299×103 22 4.94	 長方形 　

表14　土坑8概要表
規模cm 深さcm 底面標高m 平面形 備考
120×34 24 4.97	 半円形 半分が遺存

表15　2面柱穴概要表
NO 規模cm 深さcm 底面標高m 平面形 備考
P3 30×28 10 5.10	 円形 　
P4 24×40 29 4.85	 半円形 半分が遺存
P5 30×54 13 4.91	 　 　
P6 18×17 14 5.03	 円形 　
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2面出土遺物(図28)
1、2はロクロ成形のかわらけの大皿と小皿である。胎土は橙色で赤色粒子、白色粒子、白針を含む。

丁寧な作りである。大皿は口縁を直口して立ち上げ、小皿は丸深の形態である。３は龍泉窯の青磁蓮弁文

碗の口縁部の小片である。胎土は褐色味白色を呈し、釉調は緑灰色、半透明で光沢はさほど良くない。

器表には貫入が顕著である。4 ～ 6は常滑窯片口鉢Ⅰ類である。4、5はⅠ類の最末期の6a型式である。

6は13世紀中期以降に比定される。4は口縁部である。胎土は暗灰色を呈し、長石、小石を含む。内面及

び口縁部に降灰している。5の胎土中には長石粒子が多く含まれ粗い。高台は粘土紐を幅広に貼る。内面

の磨滅は顕著である。6の胎土は灰色を呈し、若干の長石粒を含み精緻である。高台を外向きに貼りつけ

る。内面に降灰する。7は南部系山茶碗である。尾張型7型式。胎土は灰色を呈し精良で器肉は均一で薄

手であり、北部系山茶碗に酷似する。内面及び口縁部に降灰している。8は常滑窯片口鉢Ⅱ類、5型式で

ある。胎土は灰橙色を呈し、粗い。内面に薄く降灰している。内底面が若干磨滅している。9、10は土製

品、9は鍔釜、10は土錘である。9の胎土は淡橙色を呈し、精緻である。内面はささら状の工具による横
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図28　2面出土遺物

NO 規模cm 深さcm 底面標高m 平面形 備考
P7 22×32 13 5.05	 半円形 半分が遺存
P14	 32×34 8 5.15	 円形 　
P15	 14×16 15 5.07	 円形 　
P16 20×20 12 5.12	 円形 　
P17 20×30 16 5.05	 楕円形 P5に切られる
P18 38×30 22 4.95	 楕円形 P19	に切られる
P19 19×27 8 4.97	 楕円形 　
P20 23×27 3 5.09	 円形 　
P8 26×60 7 5.13	 楕円形 半分が遺存
P9 40×80 33 4.97	 楕円形 　
P13 20×34 14 5.16	 楕円形 　
P24 8×18 5 5.17	 円形 　
P25 16×48 13 5.05	 半円形 半分が遺存
P26 22×32 23 5.06	 円形 　
P27 14×16 15 5.07	 円形 　
P28 45×45 5 5.11	 円形 　
P29 20×8	 5.1 5.16	 半円形 上場遺存
P30 48×18 14.7 5.08	 半円形 半分が遺存
P31 27×20 23.2 5.05	 楕円形 方9に切られる
P32 16×20 7.4 5.20	 楕円形 P	33を切る
P33 40×43 5 5.11	 隅丸方形 　
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ナデの調整痕がある。口縁部に直径6㎜の穴を穿つ、鍔下全体に煤が付着している。10はかわらけ質の

胎土である。全長5.15cm、最大直径2.4cm、孔径6㎜である。11は北宋銭、皇宋通寳である。

古代以前出土遺物(図29)
本遺跡で出土した古代以前の遺物はテン箱にして約1 ／ 2箱で、その大半は古墳時代後期から奈良・平

安時代にかけての遺物である。

1・2は土師器坏である。1は相模型坏で口縁部1 ／ 4からの復元。内面から口縁部にかけてナデ、外面

体部・底部はケズリ調整が施される。2は甲斐型坏である。ロクロ成形ののち外面体部下半にケズリ調整

が施され、内面に山形暗文を配する。3 ～ 8は土師器甕である。3は相模型甕で内外面ヘラナデ。外面頸

部下は強く横ナデされる。4は胎土に砂粒を多く含んでいる。面取りされた口唇部に5・６との共通点を

見いだせる。内外面ナデ。5・6は三浦型甕で内外面ナデ、口唇部は面取りされる。7は相模型甕で底部1

／ 4からの復元。外面ヘラナデ、内面ナデ調整が施され、部分的にハケメが残る。底部は木葉痕の上に離

れ砂かと思われる砂が付着している。8は武蔵型台付甕の脚台部。脚裾1／4からの復元で内外面ナデ調整。

9・10は須恵器蓋で9はボタン状の摘み部分のみ遺存する。10は復元がかなわなかったが、径15cmを超

えるものかもしれない。11 ～ 13は須恵器坏である。11・12は胎土に白色針状物質を含んでいる。11は

静止糸切り後底部外周から体部下半に回転ヘラケズリが施される。底径は8cm程度か。12は回転糸切り

後底部外周に回転ヘラケズリが施される。13は底部1／ 5からの復元。底部は回転糸切り無調整である。

土師器坏は1に代表される相模型や扁平な丸底形態をなすと思われる有稜坏が多く出土しているほか、

ロクロ土師器、ロクロ成形で体部下半に回転ヘラケズリが施されるものが少量含まれる。甲斐型坏は実測

し得たものの他に底部の小片が1点である。土師器甕はナデ調整ないし僅かにハケが認められるものが主

体で、ケズリ調整を施されるものが客体的に加わる。須恵器は実測し得たものの他、体部下半に丸みをも

って立ち上がる坏、口縁部が外反する坏、壺類・甕類の小片がある。灰釉陶器は小片が２点出土している。

これらの遺物は7世紀末葉から10世紀代の所産と思われる。　

その他、器種・時期不明の須恵器2点、弥生時代後期から古墳時代前期頃と思われる台付甕の接合部3点、

弥生時代中期後半・宮ノ台式期の甕の口縁部が１点出土しているが、小片のため図示することが出来なか

った。
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図29　古代以前出土遺物
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第四章　まとめ
　

今回の調査では13世紀末葉～ 14世紀中葉に比定される2面の生活面とそれに伴った方形竪穴群を中心

とした遺構群が検出された。生活面は2面検出され、出土遺物から1面が14世紀前葉～ 14世紀中葉、2

面が13世紀末葉～ 14世紀前葉の様相に比定される。1面は黄褐色細砂の砂層で厚く地形されており、現

状においても80cm前後の砂層が確認出来た。元来はもっと厚かったとも想定され1面の地形は掘り込の

深い構築物(竪穴建物)を建造することを意図していたものであると予想される。2面は黒褐色粘質土の地

山面で検出され、この基盤層を利用して生活空間としていた。この面は現在の地表からGL−240cmを測

る。また、本調査地点は現在の由比ヶ浜から200mの距離である。これは当時この辺りが入り海ではなく

人々の生活基盤面として地盤があったことを示している。この地は該期に浜地を生業とした人々の居住地

として息づいていたのである。また、この面からは中世以前の遺物が整理箱にして１/2箱出土している。

古墳時代後期から奈良・平安時代にかけての遺物である。今回の調査では残念ながら該期の遺構の検出は

なかったが、近隣には該期に並行した遺構群が確認されており、本遺跡地の古代以前の遺構は掘り込の深

い中世遺構に破壊されその存在が消失した可能性もあり、該期に他の遺跡地と同様に本調査地点を生活面

として使用していた可能性はある。海から200mほどという至近距離の海岸線沿いの海岸線一帯で中世以

前より連綿と生活を続けていた様相を若干ながらも確認できたと思われる。

以下、今回検出された中世の2時期の様相を述べまとめとする。

中世第２面
２面からは3軒の方形竪穴が検出された。方形竪穴7、9はいわゆる壁の四周に柱穴を廻らせるタイプ

のもので、柱穴群は壁板を留めるために使用した杭の痕跡である。方形竪穴８の床面はきれいにその痕跡

が消されており現状では構造等は不明である。また、方形竪穴群の南北軸方向はＮ-41	～ 43°-Ｅで、ほ

ぼ同方向を示し、また平行な位置関係にある。積極的根拠ではないが地割りに沿って方形竪穴を建てた様

相である。本調査地点は若宮大路から西に50mの距離にあり、それを基本軸に据えた地割りであると思

われたが、軸方向が同方向を示さずその様子はない。他遺跡地には道路も検出されており、それに沿った

基本軸の遺跡が確認されていることから当調査地点の軸方向も同様に他の調査地点近辺の道路等に方向軸

を合わせたのではないかと考えられる。出土遺物、及び切り合い関係もなく、方形竪穴群の前後関係は不

明であるが、検出状況から判断して共存していたと考えてもよさそうである。

中世第1面
この面からは方形竪穴が6軒検出された。2面と同様にほぼ平行な位置関係に構築され、さらにこの方

形竪穴群が重複関係を持つことから建て替えた様相であると考えられる。検出された方形竪穴群の床面は

廃棄時にきれいにされており上屋、床面構造を示す手掛かりはほとんど得られなかった。方形竪穴6は僅

かに根太痕が認められ、根太の上に床板を載せたことが理解され、また、方形竪穴1の隅の柱穴は壁板を

留めた杭跡と思われるが遺存部分がわずかであり想像の域である。また、方形竪穴群の南北軸方向は大ま

かに2分類され、方形竪穴1、4が示すＮ-30	°-Ｅ前後と方形竪穴2、3、5、6が示すＮ-39 ～ 45	°-Ｅで

ある。前者は共に遺存部分が少なく正確さを欠き、後者は若干ばらつきがめだつが、遺構の検出状況、様相、

2面時と同軸方向であることを考え合わせると後者が前出である。2面の軸方向を踏襲して後者の方形竪

穴群を構築する。切り合い関係から方形竪穴6を破棄して方形竪穴5を造ったと考えられ、また、出土遺

物からは方形竪穴2、3、5は平行時期であり、3軒は同時期に存在した可能性を示す。その後方形竪穴2、

3を破棄して、方形竪穴1、4が造られるといった状況である。また、方形竪穴1、4は軸方向が前出の方
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竪群より10°以上ずれ、若宮大路のそれに近づき、基本軸を変えた可能性がある。出土遺物からは14世

紀中葉の様相を呈しており、それは鎌倉幕府最終焉期に相当するが、この世情の変化と本遺跡地の基本軸

の変化とを直接結び付ける要因は無い。しかし、大枠内での鎌倉内での変化の一端が本遺跡地内に示され

たのではないかと思われる。

第1章で述べたように本遺跡地内に所在する遺跡地の方形竪穴群は短冊型の区画内で繰り返し建て替え

られた様相を呈している。今回の調査は調査面積が狭く地割りを示す、溝、道路等の検出もなく区画に関

する考察は出来ないが、今回検出された方形竪穴群の検出状況は本遺跡地内に検出されたそれと同様な様

相を示すことから考えて他遺跡同様に、当遺跡地近辺の地割りに沿った短冊型の区画内に構築されたと考

えられそうである。
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図 番号 層位 遺構 遺物名
口径	
/長

底径	
/幅

器高	
/厚

胎土 色調 成形 備考

7 1 1面 方形竪穴１ 鉄製品　釘 ［6.8］ ［0.6］ ［0.6］

2 鉄製品　釘 ［4.6］ ［0.6］ ［0.5］

3 鉄製品　釘 [4.5] ［0.7］ ［0.5］

4 骨製品	笄　 [8.5] 1.4 0.25

5 骨加工品 4.8 1.8 0.7 刃物による切断面有り

9 1 1面 方形竪穴２ かわらけ (11.6) (7.4) 3.0
淡橙色／白色粒・雲母を
含む

ロクロ

2 かわらけ (11.6) 8.0 3.3
橙色／白色粒・雲母を含
む

ロクロ

3 かわらけ （8.2） (5.6) 1.6
淡橙色／　白色粒・赤色
粒を含む

ロクロ

4 かわらけ (7.2) (3.4) 2.6
橙色／白針・白色粒・赤
色粒を含む

ロクロ

5
龍泉窯	
青磁碗

(5.0) 白色 淡灰緑色

6
瀬戸窯	
折縁皿

7.9 灰白色 灰釉
底部釉なし。焼台付着。外面釉
の剥落が顕著

7
瀬戸窯	
入れ子

(9.0) 褐色をおびた白色 黄灰色 ロクロ 生焼け様

8
常滑窯	

片口鉢Ⅰ類
口縁部
小片

灰色 ６a型式

9
常滑窯	

片口鉢Ⅰ類
(17.6) 灰色

10
魚住窯	
片口鉢

口縁部
小片

暗灰色／白色粒多く、小
石粒含む。砂質

暗灰色 口縁端部をくの字

11 瓦質	手焙り
口縁部
小片

灰白色／砂粒・白色粒を
含む

淡灰白色 菊花文スタンプ

12
土製品	
伊勢系	
鍔釜

口縁部
小片

胎芯黒灰色/砂粒多、く
白色粒を含む

淡橙色 ∅0.9cmの貫通穴あり

13
土製品	
伊勢系	
鍔釜

口縁部
小片

胎芯黒灰色／白色粒・白
針を含む

黄灰色

14
土製品	
人形

4.0 2.5 1.3 橙色 焼成良好 座位

15 鉄製品　釘 [8.0] ［0.7］ ［0.4］

16 鉄製品　釘 7.0 0.6 0.5

17 鉄製品　釘 [5.5] ［0.3］ ［0.5］

18
銭	

開元通寳
2.4 2.4 初鋳年９６０年	隷書	

19
貝製品	
碁石

1.6 1.8 0.2 乳白色

遺物観察表　単位cm　（復元径）　［遺存値］
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図 番号 層位 遺構 遺物名
口径	
/長

底径	
/幅

器高	
/厚

胎土 色調 成形 備考

20 火打石 1.7 1.6 0.4 石英質

21 不明骨製品	 1.7 0.9 0.7 白色 円錐状

11 1 1面 方形竪穴３ かわらけ (13.0) (7.0) 3.6
橙色／白針・黒色微砂・
白針を含む

ロクロ

2 かわらけ （12.6） (7.8) 3.8
橙色／赤色粒、黒色微砂
を含む

ロクロ

3 かわらけ (11.4) (7.8) 3.1
橙褐色／黒色微砂・白針・
雲母を含む

ロクロ

4 かわらけ （11.6) (7.6) 2.6
橙色／白針・黒色微砂・
白針を含む

ロクロ

5 かわらけ (10.6) 5.8 2.7 橙色／赤色粒・白針含む ロクロ

6 かわらけ (7.8) (5.0) 2.4
淡橙色／黒色微砂・赤色
粒・白色粒子を含む

ロクロ

7 かわらけ (8.4) (6.0) 1.8
淡橙色／赤色粒・雲母を
含む

ロクロ

8 かわらけ (8.2) (6.0) 1.8
淡橙色／白針・黒色微砂
を含む

ロクロ

9 かわらけ (8.0) 6.0 1.7
淡橙色／赤色粒・白色粒
子・雲母を含む

ロクロ

10 かわらけ 7.8 5.2 1.7
淡橙色／赤色粒・白針を
含む

ロクロ

11 かわらけ 7.0 3.0 1.7
淡橙色／黒色粒子・白針
を含む

ロクロ

12
舶載	

天目茶碗
口縁部
小片

黒灰色/精良 鉄釉

13
瀬戸窯	

柄付片口
口縁部
小片

橙色 鉄釉

14
常滑窯	

片口鉢Ⅰ類
口縁部
小片

灰色／白色粒を含む 灰色 ６a型式

15
常滑窯	

片口鉢Ⅰ類
口縁部
小片

灰色／白色粒を含む 灰色 ６a型式

16
常滑窯	

片口鉢Ⅰ類
底部	
小片

灰色／白色粒多く含む 灰色

17
常滑窯	
鳶口壺

(9.2)
橙灰色／長石多く、小石
粒を含む

淡赤色
指頭、ヘラケズリ、
なで

二次的に火を受け煤痕が残る

18
常滑窯	

片口鉢Ⅱ類
口縁部
小片

橙灰色/白色粒を含む 灰橙色 ６ｂ型式

19 伊勢系土鍋
口縁部
小片

胎芯黒灰色／白色粒・雲
母を含む

黄灰色

20 研磨製品 3.8 5.5 0.8
淡橙色／白色粒・雲母を
含む

かわらけ底部片転用

21 鉄製品　釘 ［9.0］ ［1.0］ ［0.3］

22 鉄製品　釘 [6.8] ［0.8］ ［0.4］
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図 番号 層位 遺構 遺物名
口径	
/長

底径	
/幅

器高	
/厚

胎土 色調 成形 備考

23 鉄製品　釘 6.3 0.5 0.5

24
銭	

開元通寳
2.4 2.3 初鋳年不明

25
銭	

開元通寳
2.4 2.4 初鋳年不明

26
銭	

開元通寳
2.5 2.5 初鋳年不明

11 27
銭	

不明
2.5 2.5

28
銭	

○○通寳
2.6 2.5

29
銭	

○○通寳
2.4 2.3

30
銭	

不明
2.5 2.5

31
銭	

○○通寳
2.4 2.4

32
銭	

不明
2.4 2.3

33 軽石 3.1 2.9 1.9 灰白色

34 軽石 4.6 2.8 2.5 灰色

14 1 1面 方形竪穴５ かわらけ (8.0) 4.8 2.4 橙色／赤色粒・白針含む ロクロ

2
常滑窯	

片口鉢Ⅰ類
口縁部
小片

暗灰色/長石多く、小石
粒を含む

暗灰色 ６a型式

3
北部系	
山茶碗

(5.0) 灰色/精良 灰色
東濃型。多治見編年	明和。内底
中心のナデが強い。高台にモミ
ガラ痕

4
北部系	
山茶碗

（4.0） 灰白色/精良 灰白色
東濃型。多治見編年	明和。内底
中心のナデが強い。高台にモミ
ガラ痕

5
常滑窯	

片口鉢Ⅱ類か
　

口縁部
小片

暗灰色/白色粒・石粒を
含む

赤褐色
口縁部が横ナデの
為へこむ。外側面
に強いナデ

6b型式　内面にあつい降灰

6
常滑窯	

片口鉢Ⅱ類
底部	
小片

暗灰色／白色粒多く石粒
を含む

赤褐色

7 不明土製品 2.5 2.5 1.6
淡橙色／白色粒・雲母を
含む。精良

橙褐色
かわらけ質の立方体で∅0.2cm
の貫通孔あり	

8 鉄製品　釘 [5.0] 0.8 1.0

9 鉄製品　釘 ［5.0］ 0.8 0.5

10 鉄製品　釘 ［5.7］ 1.0 0.6

11
石製品	
砥石

［4.5］ ［3.5］ 1.1 淡黄褐色 鳴滝産仕上砥　頁岩

12 滑石製品　
口縁部
小片

銀銅の灰橙色
鍋の転用品刃物による切断面有
り



− 362 − − 363 −

図 番号 層位 遺構 遺物名
口径	
/長

底径	
/幅

器高	
/厚

胎土 色調 成形 備考

13 骨製品	笄 ［4.5］ 1.2 0.2

14 骨製品	笄 [6.3] 1.3 0.2

14 15 不明骨製品	 6.4
直径
2.9

鹿角製	完形	はめ込み式か刳って
ある。器表には研磨後の凸凹が
残る

16 1 1面 方形竪穴６ かわらけ (13.6) (8.4) 3.0
橙色／黒色微砂・赤色粒・
白色粒・泥岩粒を含む

ロクロ

2 かわらけ 7.4
橙色／白色粒・白針を多
く含む

ロクロ
ほぼ中央部に外底から穿孔。内
面∅0.4cm、外面∅1.5cm

3 かわらけ (7.6) (5.2) 1.9
橙色／白色粒・黒色微砂
を含む

ロクロ

4 かわらけ (7.4) (5.0) 1.7
橙褐色／黒色微砂・赤色
粒を含む

ロクロ

5 かわらけ (7.8)	 (4.9) 1.4
淡橙色／白色粒・黒色微
砂を含む

ロクロ

6
常滑窯	

片口鉢Ⅰ類
口縁部
小片

灰色／白色粒多い。精良 暗灰色 ６a型式

7 常滑窯　甕
口縁部
小片

灰紫色／ガラス質鉱物粒
多く、白色粒を含む

緑褐色 ６a型式

8 常滑窯　壺 (9.0)
暗灰色/白色粒・石粒を
含む

暗紫褐色 外底面糸切り
内面全体に灰釉　無頸壺・広口
壺か？

9
常滑窯	
無頸壺

口縁部
小片

暗肌色/白色粒・微砂を
含む

茶色、口縁部～
肩部に降灰によ

る自然釉

10
常滑窯	

片口鉢Ⅱ類
口縁部
小片

灰色/白色粒・黒色小石
を含む

赤茶褐色 ６ｂ型式

11
常滑窯	

片口鉢Ⅱ類

口縁部
注ぎ口
小片

胎芯橙褐色/白色粒多く、
焼締まる

６ｂ型式

12
土器質	
手焙り

口縁部
小片

胎芯黒灰色/白色粒・白
針多く含む

黄灰色

13
鉄製品	
握り鋏

11.5 0.4 0.5

14 鉄製品　釘 8.7 0.6 0.4

15 鉄製品　釘 7.6 0.7 0.6

16 鉄製品　釘 [6.8] 0.6 0.7

17 鉄製品　釘 [5.8] 0.5 0.6

18 鉄製品　釘 [7.0] 0.6 0.5

19 鉄製品　釘 6.2 0.6 0.7

20 鉄製品　釘 5.0 0.5 0.4

21 鉄製品　釘 6.0 0.6 0.6
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図 番号 層位 遺構 遺物名
口径	
/長

底径	
/幅

器高	
/厚

胎土 色調 成形 備考

22
鉄製品	

環状掛金具
5.0 0.5 0.7 止金具部

16 23
銭	

開元通寳
2.4 2.4 初鋳年９６０年	隷書	

24
銭	

祥符通寳
2.5 2.5 初鋳年１００８年	真書

25
銭	

熈寧元寳
2.4 2.4 初鋳年１０６８年	真書

26
石製品	
砥石

[9.5] 3.5 0.5 灰黄色 鳴滝産仕上砥　頁岩

27
石製品	
砥石

[6.7] 5.6 5.5
乳白色に	

赤褐色のしま
伊予産中砥　流紋岩質凝灰岩

19 1 土坑１ 鉄製品　釘 [6.3] 0.3 0.3

2 土坑２
伊勢系	

鍔付土鍋
口縁部
小片

黒灰色／砂粒・白色粒・
雲母を含む

黄灰色

3 土坑５ 火打石 2.6 1.5 1.8 石英質

20 1
表土
層

かわらけ (11.6) (7.3) 3.3
橙色／赤色粒・白針・泥
岩粒を含む

ロクロ

2 加工骨 [2.1] 1.0 刃物による切断面有り

3 加工骨 6.7 1.6 1.4 刃物による切断面有り

4 撹乱
白磁	

口兀皿
口縁部
小片

灰白色
淡青灰色	
半透明

5
東遠型	
山茶碗

口縁部
小片

暗灰色／精良。焼締まる 黒灰色

6 鉄製品　釘 [12.7] 0.5 0.5

7 鉄製品　釘 10.4 0.4 0.4

8
瀬戸美濃窯

灯明皿
(10.０) (4.4) 1.9 淡灰褐色 鉄釉浸け掛け 糸切り 近世灯明皿

9 1面
龍泉窯	

青磁蓮弁文碗
底部小

片
灰白色～桃灰色

オリーブ色	
不透明

削り出し高台

10
龍泉窯	

青磁折縁鉢
口縁部
小片

灰白色
灰緑色	
半透明

11
瀬戸窯	
折縁皿

口縁部
小片

黄白色/泥岩粒を含む
灰釉白っぽくザ

ラつく
火を受けたのか釉剥落

12
常滑窯	

片口鉢Ⅰ類
口縁部
小片

淡灰色／長石・黒色粒を
含む

淡色粒 ６a型式

13
常滑窯	

片口鉢Ⅰ類
口縁部
小片

灰色／長石を含む 灰色 ５型式

15
常滑窯	

片口鉢Ⅰ類
口縁部
小片

灰色／長石・赤色粒を含
む

灰色 ６a型式

14
常滑窯	

片口鉢Ⅰ類
(11.0) 灰色／長石を含む 褐灰色
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図 番号 層位 遺構 遺物名
口径	
/長

底径	
/幅

器高	
/厚

胎土 色調 成形 備考

16
南部系	
山茶碗

(14.6)
灰色／白色粒・黒色粒含
む。やや砂質

灰色 　 尾張型６～７型式

17 常滑窯　甕
底部	
小片

暗灰色／長石・石英粒多
い

灰褐色

18 常滑窯　甕
底部	
小片

褐灰色／長石大粒・石英
粒含む

茶褐色

20 19
常滑窯	
広口壺

(16.8) 黒灰色／長石・石英含む 褐色 ６ｂ型式

20
常滑窯	
小壺

底部小
片

淡灰褐色／黒・白微粒子
を含む

茶色 外底部は砂底

21
常滑窯	

片口鉢Ⅱ類
（28.2）

灰褐色／長石・石英粒・
黒色粒含む

茶色 ６ｂ型式。火ぶくれ有り

22
常滑窯	

片口鉢Ⅱ類
口縁部
小片

灰褐色／長石・砂粒を含
む

灰橙色

23
常滑窯	

片口鉢Ⅱ類
口縁部
小片

淡橙色／石英粒多く、白
色粒を含みガサつく

内面淡橙色	外面
は黄灰色

６ｂ型式。生焼け

24
魚住窯	
片口鉢

口縁部
小片

淡灰褐色／白色粒を含む。
砂質

灰褐色	
～灰黄色

口縁端部をくの字

25 瓦質	手焙り
口縁部
小片

灰桃色／砂粒・赤色粒を
含む

灰橙色

26 鉄製品　釘 [9.5] 0.4 0.5

27 鉄製品　釘 6.8 0.4 0.5

28 鉄製品　釘 6.5 [0.6 0.7

29 鉄製品　釘 6.5 [0.8 0.7

30 鉄製品　釘 [7.0] 0.6 0.4

31 鉄製品　釘 [4.5] [0.4] [0.4]

32
鉄製品	

環状掛金具
3.5 0.3 0.5 孔の内径は約0.5cm

33
銭	

元豊通寳
2.3 2.4 初鋳年１０７８年	篆書

34
滑石製品
スタンプ

4.0 2.6 1.5 銀灰色 植物文？

35
石製品	
砥石

[5.4] 4.0 3.3
乳白色に	

赤褐色のしま
伊予産中砥　流紋岩質凝灰岩

28 1 ２面 かわらけ (12.0) 7.3 3.0
橙色／赤色粒・白色粒・
白針を含む

ロクロ

2 かわらけ (7.6) (4.8) 2.3
橙色／赤色粒・白色粒・
白針を含む

ロクロ

3
龍泉窯	

青磁蓮弁文碗
口縁部
小片

褐色をおびた白色
淡緑灰色	
半透明

4
常滑窯	

片口鉢Ⅰ類
口縁部
小片

暗灰色／長石・小石を含
む

灰褐色 ６a型式
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図 番号 層位 遺構 遺物名
口径	
/長

底径	
/幅

器高	
/厚

胎土 色調 成形 備考

5
常滑窯	

片口鉢Ⅰ類
底部	
小片

灰色／白色粒多く・長石・
気泡含む

灰色 ６a型式

6
常滑窯	

片口鉢Ⅰ類
(12.9) 灰色／白色粒含む 灰色

7
南部系	
山茶碗

口縁部
小片

灰色/気泡含む。精良 灰色 尾張型７型式

8
常滑窯	

片口鉢Ⅱ類
(25.4) (12.9） 9.8

灰橙色／大粒長石・石英
粒を含む

橙褐色～茶色 ５型式

9
土製品	
鍔釜

口縁部
小片

淡橙色／赤粒・砂粒・金
雲母を含む

内面にささら状のナデ。∅0.6cm
の貫通孔があり、鍔上面に煤痕
が残る

10
土製品	
土錘

5.15
最大径
2.4

淡赤橙色／白針・白粒・
砂粒・雲母を含む

淡赤橙色 かわらけ質。孔の内径は0.6cm

11
銭	

皇宋通寳
2.5 2.5 初鋳年１０３８年	真書

29 1
古代
以前

土師器	坏 （11.4） （6.9） （3.9）
淡橙色／長石粒多い。雲
母を含む

淡橙色

2 土師器	坏
口縁部

片
橙色／白色粒・橙色粒を
少量含み精良

橙色 内面	山形暗文

3 土師器	甕
口縁部

片
淡褐色／黒色粒多い 淡褐色

4 土師器	甕
口縁部

片
灰色／粗砂多く砂質 淡橙色

5 土師器	甕
口縁部

片
暗褐色／砂粒多い 暗橙色

6 土師器	甕
口縁部

片
淡褐色／黒色粒多い 橙色

7 土師器	甕 （6.8） 淡橙色／白針含む 橙褐色 底部	木葉痕

8 土師器	甕 （8.2） 暗橙色／細砂含む 暗橙色

9 須恵器	蓋 灰色／長石粒多い 灰色

10 須恵器	蓋
口縁部

片
灰褐色／白色粒含む。軟
質

灰褐色

11 須恵器	坏 底部片 灰色／白色粒・白針含む 灰色

12 須恵器	坏 底部片 灰色／白針含む 灰色

13 須恵器	坏 （7.0） 灰色／チャート含む 灰色
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自然遺物
37％

貝製品
0％

骨製品
0％ 金属製品

6％ 石製品
0％

土製品
18％

国産陶器
8％

舶載陶磁器
1％

かわらけ
30％

木製品
0％

由比ヶ浜中世集団墓地遺跡群出土遺物比率
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図版1
◀ A. 調査地点（北西から）

◀ 

B. 

１
面
北
半（
南
か
ら
）

◀ 

C. 

１
面
南
半（
北
か
ら
）
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方 2

方 4

図版2

▲ A. 1面方形竪穴1（北から）

▲ B. 1面方形竪穴2・4（東から）

◀ C. 1面方形竪穴3南北セクション（東から）

▼ D. 1面方形竪穴6（北から）

▼ E. 1面方形竪穴6出土にぎりばさみ
　　　　　　　　　　　　　　　（北から）
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図版3

2面覆土出土常滑片口鉢Ⅰ類 C. ▶

◀ A. 1面溝状遺構1
　　・土坑5・方形土坑1
　　 　　　　 （北東から）

◀ B. 1面溝状遺構1
　　・土坑5（東から）



− 372 − − 373 −

図版4

▲ A. 2面北半（南から）

▲ B. 2面南半（東から）
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図版5

▲ A. 2面方形竪穴7（西から）

▼ C. 2面方形竪穴7・方形土坑2（南から）

2面方形竪穴7　 B. ▶
北壁際柱穴群　　　　
（西から）　　　　



− 374 − − 375 −

図版6

▲ A. 2面方形竪穴8（北から）

▲ B. Ⅰ区北壁土層

▲ C. Ⅱ区東壁土層
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巻 次 ２８（第１分冊）

シ リ ー ズ 名

シ リ ー ズ 番 号

編 著 者 原　廣志・宇都洋平／馬淵和雄・沖元道／原・宇都／馬淵／森　孝子・赤堀祐子

編 集 機 関 鎌倉市教育委員会

所 在 地 〒２４８−８６８６　鎌倉市御成町１８番１０号

発 行 年 月 日 西暦２０１２年３月３０日

ふ り が な ふりがな コード
北　緯 東　経 調査期間

調査面積
（㎡）

調　査　原　因
所 収 遺 跡 名 所　　在　　地 市町村 遺跡番号

わかみやおおじしゅうへんいせきぐん
若宮大路周辺遺跡群

神奈川県鎌倉市
小町三丁目
４２５番１

14204 242
３５°
３２′

２０７″

１３９°
５５′
７２″

20050125
～

20050129
28.00	

個人専用
住　　宅

（地盤の柱状改良）

ごくらくじきゅうけいだいいせき
極楽寺旧境内遺跡

神奈川県鎌倉市
極楽寺二丁目
９４８番８

14204 291
３５°
３１′

３３３″

１３９°
５２′

９６４″

20050407
～

20050520
50.50	

個人専用
住　　宅

（杭基礎構造）

ほうれんじあと
宝蓮寺跡

神奈川県鎌倉市
佐助二丁目
９０５番３

14204 374
３５°
３２′

３９８″

１３９°
５４′

４４８″

20050407
～

20050708
72.99	

個人専用
住　　宅

（杭基礎構造）

かくおんじきゅうけいだいいせき
覚園寺旧境内遺跡

神奈川県鎌倉市
二階堂字会下
３５１番１

14204 435
３５°
３２′

９０７″

１３９°
５６′

４５４″

20050622
～

20050831
30.00	

個人専用
住　　宅

（杭基礎構造）

わかみやおおじしゅうへんいせきぐん
若宮大路周辺遺跡群

神奈川県鎌倉市
小町二丁目
１１番２

14204 242
３５°
３２′

０７５″

１３９°
５５′

１３８″

20050712
～

20050831
44.00	

個人専用
住　　宅

（杭基礎構造）

ゆいがはまちゅうせいしゅうだんぼちいせき
由比ガ浜中世集団墓地遺跡

神奈川県鎌倉市
由比ガ浜四丁目
１１０７番３２

14204 372
３５°
３１′

０９５″

１３９°
５４′

６１１″

20050916
～

20051025
73.50	

個人専用
住　　宅

（杭基礎構造）

所 収 遺 跡 名 種　　別 主　な　時　代 主　な　遺　構 主　な　遺　物 特	記	事	項

わかみやおおじしゅうへんいせきぐん

若宮大路周辺遺跡群 都　市 中　世
土坑、柱穴、
柱穴列、溝

かわらけ、貿易陶磁器、
国産陶器、瓦質製品、
石製品、金属製品、
木製品　等

ごくらくじきゅうけいだいいせき

極楽寺旧境内遺跡 社　寺 中　世
柱穴、土坑、溝、
基壇状遺構

かわらけ、貿易陶磁器、
国産陶器、瓦質製品、
石製品、木製品　等

ほうれんじあと

宝蓮寺跡 社　寺 中　世
溝、柱穴、
土塁状遺構

かわらけ、貿易陶磁器、
国産陶器、石塔片、瓦　
等

かくおんじきゅうけいだいいせき

覚園寺旧境内遺跡 社　寺 中　世
掘立柱建物跡、
土坑、柱穴

かわらけ、貿易陶磁器、
国産陶器　等

わかみやおおじしゅうへんいせきぐん

若宮大路周辺遺跡群 都　市 中　世
道路状遺構、
竪穴建物

かわらけ、貿易陶磁器、
国産陶器　等

ゆいがはまちゅうせいしゅうだんぼちいせき

由比ガ浜中世集団墓地遺跡
都　市 中　世

方形竪穴建築址、
土坑、柱穴、溝

かわらけ、貿易陶磁器、
染付、国産陶器　等
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